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（午前９時００分 開会） 

○浅井議長 おはようございます。本日、決算特別委員会を開催いたしましたところ、委

員の皆様方には早朝からご出席いただきありがとうございます。 

  ただいまより本会議から付託を受けました平成１５年度斑鳩町一般会計及び各特別会

計歳入歳出決算の認定についての審査を行っていただきますが、会議に先立ちまして

正副委員長を互選いただきますため、暫時休憩いたします。 

（午前 ９時０１分 休憩） 

（午前 ９時０２分 再開） 

○浅井議長 再開いたします。 

  休憩中互選をいただきました結果、委員長に森河委員、副委員長に飯髙委員を互選さ

れましたので、お二人にはよろしくお願いいたします。 

  ここで委員長と交代のため、暫時休憩いたします。 

（午前 ９時０２分 休憩） 

（午前 ９時０３分 再開） 

○森河委員長 再開いたします。 

  皆さんのご推挙によりまして、決算審査特別委員会の委員長を仰せつかりました森河

でございます。副委員長とともにこれからの進め方について、ご協力をしていきたい

と思いますので、皆さんよろしくお願いいたします。 

  理事者各位におかれましては、的確な説明、答弁をされるよう努められ、スムーズな

審査ができますようお願い申し上げます。 

  それでは、ここで署名委員を委員長において指名いたします。 

  署名委員には飯髙委員、嶋田委員を指名いたします。両委員にはよろしくお願いいた

します。 

  初めに町長のあいさつをお受けいたします。 

  小城町長。 

○小城町長 皆さん、おはようございます。 

  委員の皆さんには、早朝からご苦労さんでございます。 

  特に１日の本会議から付託をされてます認定第４号 平成１５年度斑鳩町一般会計歳

入歳出決算の認定について、認定第５、認定第６、認定第７、認定第８、認定第９号、

この関係等については、提案説明でも申し上げましたように 巳、木田両監査委員さ
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んに監査をいただいた中で決算をするわけでございます。監査委員さんのご報告もあ

ると思いますけれど、ひとつ皆さん方、慎重審議いただきまして平成１５年度の決算

がいろいろなご意見をいただく中で、１７年度に反映をしていける関係と、またそう

いう関係等については提起してください。 

  また、いろいろと指摘をされる関係等については、私どもも速やかにその問題等につ

いては解決していきたいと考えてございます。どうか慎重審議において原案どおりご

認定賜りますことを心からお願いをいたしましてあいさつとします。 

○森河委員長 ありがとうございます。 

  それでは本会議から付託を受けました認定第４号 平成１５年度一般会計歳入歳出決

算の認定について 

  認定第５号 平成１５年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

  認定第６号 平成１５年度斑鳩町老人保健特別会計歳入決算の認定について 

  認定第７号 平成１５年度斑鳩町大字龍田財産区特別会計歳入歳出の決算の認定につ

いて 

  認定第８号 平成１５年度斑鳩町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

  認定第９号 平成１５年度斑鳩町介護保険事業特別会計歳入歳出の決算について 

  以上６議案を一括上程し、議題といたします。 

  初めに、審査方法についてお諮りいたします。 

  最初に代表監査委員さんの方から決算審査意見書に基づく報告を受けた後、委員の皆

さんからの意見書に対するお尋ねがあれば質疑を行い、次に一般会計及び各特別会計

の決算の概要について収入役からの説明を受け、これに対する質疑を受けた後、歳出

について各款ごとに説明、質疑を行い、その後歳入全般についての質疑を行い、次に

各特別会計については会計ごとに所管部長からの説明を受けた後、それぞれの質疑を

行うという審査を進めてまいりたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○森河委員長 それではそのように進めていただきます。 

  まず、最初に 巳代表監査委員さんの方から、審査結果に基づく報告をお受けいたし

ます。 
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  巳代表監査委員さん。 

○ 巳代表監査委員 それでは、決算審査の結果を報告したいと思います。 

  既に決算審査意見書をお持ちだろうと思いますが、平成１５年度斑鳩町一般会計並び

に各特別会計の決算審査を去る７月２９日から８月６日までの間に計、延べ４日間に

わたりまして、審査を実施いたしました。 

  審査を直接やった日数は４日でございますが、その後、いろんな分析的意見、あるい

はその他をまとめるのに日数を要しておりますので、審査の期間はここに記載のとお

り８月２０日までというふうにいたしております。 

  審査手続は一般会計、特別会計につきまして収入役より説明を聴取いたしました。そ

の後、議会事務局から教育委員会まで順次会議室に来室いただきまして説明を受け、

あるいは質問をしたり、あるいは適時書類閲覧、あるいは証憑突合、計算突合等の一

般審査手続を実施し審査をいたしました。 

  審査の結果は、意見書２ページの冒頭に記載されてございますとおり、審査に付され

た一般会計及び特別会計の歳入歳出決算書、実質収支に関する調書、歳入歳出決算事

項別明細書及び財産に関する調書の各計数は、関係法令に準拠し、調製され誤りのな

いものと認められました。 

  各計数は審査の実施した範囲において、適正に誤りなく調製されているものと認めら

れたわけでございます。 

  また、歳出の内容は、予算の予算設定の趣旨、あるいは目的どおりに不当な支出はな

く、適正に予算の執行が行われているものと認められました。 

  以上が審査の結果でございますが、以下、決算の総括以下は分析的な意見でございま

す。以下、決算の総括並びに一般会計及び特別会計の概要、それから財産の状況につ

いて補足的に説明いたします。 

  それからまたこれらを総合勘案した所見を結びとして分析的結果を報告させていただ

くことにしたいと思います。 

  まず、２ページの決算規模でございますが、付表の１５ページ見ていただきますと一

般会計・特別会計決算額という表１というものを示しておりますが、これは一般会計

と特別会計、いわゆる企業会計を除いた普通会計と言われる普通会計ベースの数字で

ございますが、一般会計と特別会計を単純に合計したものと、それから一般会計から

特別会計に繰り入れてるものがござます。７億９,１４８万２,０００円という金額が
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繰り入れられておりますので、それらを相互重複している部分を控除いたしますと歳

入の合計がそこの表の右の３段目のところでございますが、純計決算額と書いてると

ころでございます。歳入の合計が１４５億４,５２９万８,０００円、それから歳出が

１４２億９,２４９万６,０００円ということで、前年比歳入で約３億４,６００万円、

歳出で５億５００万円の増加となっております。わずかでありますが、歳出歳入とも

に伸びております。そこの１５ページの一番下のところに書いてありますけど、歳入

で２.４％、歳出で３.７％という伸びになっております。 

  これは一般会計よりも特に増加しておるのは特別会計でございまして、特別会計で約

６億ほどふえておるんですが、主なものが国民健康保険事業特別会計３億１,７００万

円、それから公共下水道事業特別会計、これで約３億円増加いたしております。 

  国民健康保険事業特別会計は年々加入者が増加しておりまして、給付費が年々膨らん

でいくということで増加はやむを得ないものかなというふうに思われます。 

  それから、次に２ページの下段、決算収支でございます。 

  表の３でございますが、１６ページの表の３、決算収支という数字がここに示してあ

るわけでございますが、この普通会計ベース、連結ベースで見ました数字は実質収支

が前年度が真ん中の実質収支というところの一番下でございますが、前年度が３億

４,２５１万７,０００円、当年度が真ん中のところの２億５１８万８,０００円という

数字でございまして、わずか実質収支では減少しております。 

  単年度収支というところで見ますと、これが２億８,７０５万７,０００円から１億

３,７３２万９,０００円とこれもマイナスが減ってきております。 

  一見、好転しているように見えるんですが、財政の収支というのは形式収支、それか

ら実質収支、それから単年度収支、それから実質単年度収支というふうに収支の計算

の種類がありまして、ご存じだろうと思いますけど、形式収支は前年度繰り越しに当

年度の収入を加えまして、支出を引いた単純な要するにお金の残った分でありまして、

実質収支は前年度繰り越しに当年度の収入を加えまして、それから支出を引いて、そ

れから当年度の収入の中に入っております繰り越し、翌年に使う繰り越し財源、これ

を引いたものを実質収支と言っております。いろんな形式があるんですが、前年度の

実質収支と当年度の実質収支の差額が単年度収支と言われるものでありまして、先ほ

どの３億４,２００万円から２億５００万円を引きますと、１億３,７００万円、これ

が単年度収支、要するに実質収支の前年度と当年度の比較であります。これを見ます
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と、単年度収支はマイナスが減って好転しているように見えるんですが、単年度収支

の段階では要するにそれ以外の基金への積み立てとか、あるいは繰り入れ、あるいは

町債の発行、あるいは償還、こういったものが入っておりませんので、それらを後ほ

どまたお話しいたしますが、それらを加算、減算いたしますと実質的に８億

２,６００万ぐらいのマイナスになっております。前年度が３,７００万円のプラスで

したから、上、下８億６,３００万ほど当年度の方が悪化しておるかなというふうに見

られるわけでございます。 

  それから、その次３ページでございますが、予算の執行状況。これは記載のとおりで

ございますが、歳入はその予算に対しまして３億７,０００万円ほどの未達であります。

また調定に対する収納率は、ほぼ横ばいで推移いたしております。 

  町税の未収欠損は、表の方に書いてあるんですが、２１ページの表中にありますが、

町税の不納欠損は１,２２８万円、不納欠損額は前年度比５７８万円増加いたしており

ます。未収の町税は当年度末で２億６,６００万円になっておりまして、前年比

１,３００万円増加しております。これに当年度処理いたしました１,２２８万円の不

納欠損を加えますと、当年度中の要するに新たな滞納の税額の純増額は２,５５０万円

になるわけでございます。これは前年度が２,０５０万円でしたので、新たに発生した

滞納が５００万円ふえておるということになります。これは不況を反映いたしまして

そういった数字になってきておるというふうに思われますが、後ほどももう一度申し

上げますが、こういった税金の徴収は早期に対応していくことが肝要ではないかとい

うふうに思われます。 

  それから歳出の方ですが、歳出は予算の執行率が９６％というふうになっております。

予算の執行率でございますが、常に私申し上げておりますように執行率が高いのは必

ずしもいいというわけではないのではないかと。できるなら残せるものは残して倹約

していくのが望ましいというふうに思います。要は支出の内容がいかに効果のあるよ

うな支出がされておるか、予算の目的どおりに支出され、住民の福祉にどれだけ役立

ってるかというのが本当の問題点ではなかろうかというふうに思います。 

  審査いたしました範囲で不当な支出はございません。ただ一部、前年と異なる節、款、

項、節の節でございますが、その節が一部でわずかですが、違う節で支出されてると

いったものが１点ございました。 

  それから３ページの下段、財政の構造でございます。 
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  今までの予算執行状況までは、予算の普通会計ベース、一般会計、特別会計、含めた

ものでございますが、以下の財政構造につきましては一般会計のみでございます。こ

れは特別会計を加えた数字をちょっと出しにくいということのようでございますので、

一般会計だけの分析でございます。 

  歳入の構成でございますが、ここに書いてありますように自主財源比率が４.２％下

がっておると、だから逆に依存財源が４.２％増加しておるということになりますが、

これは町税で２億円の減収、そしてその他のいわゆる自主財源が４,０００万円ほどの

減収、合わせまして前年度繰越金を除きまして２億４,０００万円減収になっておりま

す。 

  それから、依存財源の方でございますが、この方も実質は約３８億７,０００万円か

ら３６億７ ,０００万円と２億円依存財源減少しておりますが、町債が５億

３,０００万円起債額がふえておりますので、依存財源がふえたということになってお

るわけでございます。 

  それから、４ページにいきまして、歳出の構成でございます。 

  記載のとおりでございますが、形式的には８３億５ ,０００万円から８３億

１,０００万円と約４,０００万円減少しておりますが、前年度は２億３,６００円の基

金の積み立て、それから水道事業会計等に出資いたしましたものが１億５,８００万円

ありました。合わせて３億９,０００万円、それから土地基金に１億３,８００万円の

繰り入れがありました。合わせて５億３,０００万円ほど前年度に比べますと当年度は

そういったものがないということで５億３,０００万円、歳出ではそういったものが前

年に比べると減算して見ないといけませんので、そうしますと実質的には歳出は増加

しておるとこういうふうになろうかと思います。 

  要するに歳入は減ってきておる。歳出は増加しておる。これは前年からそうですが、

そういった傾向が明らかになってきております。 

  それから４ページの③財政分析のところでございますが、これは１８ページの表７で

ございまして、財政力指数、経常収支比率、以下が記載されておりますが、経常収支

比率が去年も３.５％悪化したんでございますが、ことしはさらにまた２.５％悪化し

て８９.２％というふうになっております。これは経常経費にほぼ変動はありませんが、

一般財源、経常一般財源が６億円ほど減少しておるということで、これでは経常収支

は当然悪くなってくるということでございます。どこを捉えましても、数字的には悪
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くなってるというのがあぶり出されてされてきておるということになろうかと思いま

す。経常収支比率というのは、下に書いてありますように、経常的な収入でどこまで

経常的な支出を賄えるかということをあらわす比率でございます。これが１００％を

超えますと通常の経常的な収入で経常的な支出を賄えないということで、パンクして

しまうという余力がなくなってくるということになるわけでございます。これは財政

規模が縮小傾向でありますのに、公債費が横ばい、あるいはないしは若干上がってく

るということで、経常収支比率が上がるのは当たり前ということになるわけでござい

ますが、この経常収支比率、去年の長期指標では平成１９年から１００％を超えると

いうふうになっておりましたが、今つくられております長期指標でいきますと、平成

１８年度にもう１００％を超えてしまうということで、段々悪く、見通しも悪くなっ

てきておるというふうに言えるわけでございます。 

  こういった財政分析、一般的に財務分析というような一般の事業会社のそういった財

務比率を出すこともあるんですが、財務分析というのは何のためにやるのかというと、

その数字の基となっている中の中身がわからない外部のものが分析をして中身がどう

いうものであろうかというふうに想像する、推定する、そのための分析でありまして、

もともとの中におるものは全部わかっておるわけでありますから、いちいち分析しな

くても悪くなってるものは悪くなっている。どこが悪いから悪くなって、すべてわか

っておるわけでございます。ここに書いてある財政分析というのは、これは国が示し

ておるような国の算式による比率でありまして、要するに国が地方を見る、地方を管

理するための比率であります。必ずしも実態をあらわしているというふうには思われ

ません。要するにその公債費も、公債の償還を多くすればそれだけ公債比率が上がる

わけで、公債の償還を先延ばしすると公債比率が下がると、先送りするとかえって比

率がよくなるようなふうに出てきたりします。だから必ずしもその数値が、それでも

っていい、悪いという本当のものをあらわしているというふうには思えない面もござ

います。 

  それから、その次５ページの５番、（５）町債の状況でありますが、表８に、１９ペ

ージの表８を見ていただきますと、町債の状況というものが示しておりますが、一般

会計、特別会計、合わせまして町債の残高は当年度末で１４０億円に達しております。

前年比約６億円余りふえております。町債は平成１３年までは減少傾向が続いておっ

たんですが、１４年度より増加に転じまして、前年は８,０００万円ほどふえたんです
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が、ほぼ当年度は一挙に６億円近く増加いたしております。 

  町債は後ほどまた申し上げますが、このほか水道事業会計で２億４,０００万円、そ

れから西和の広域一部事務組合でいろんな事業を行っておりますが、それの当町が負

担割合からすると負担せないかんだろうと言われるものが約２億８,０００万円、それ

を合わせますと１６３億２ ,０００万円という数字になります。前年比４億

７,０００万円増加しております。 

  さらに、もう一つ加えますならば、土地開発公社の借入金が１７億３,０００万円ご

ざいます。これを加えますと実に１８０億５,０００万円という借金があるということ

になってくるわけでございます。相当の債務でございます。 

  長期財政指標によりますと、一般会計だけでも毎年約５億７,０００万円ぐらい町債

残高がこれから膨らんでくるというふうな見通しになっております。 

  公共下水道会計の町債を加えますと、さらに増加いたします。これらを長期財政指標

で見ますと、年度によってばらつきは多少ありますが、新たに借り入れた借入金に対

する返済、償還の率は約６２％ございまして、差額は毎年その分累積していくという

ふうになってまいります。これは償還を抑えているというよりも、これだけしか返せ

ないというような財政の組み立てになるからではなかろうかと思います。 

  こういったところが残債、町債の残高に対する償還の財源をどういうふうにしていく

かということを明らかにやっぱりしていくべきではないかというふうに思われます。 

  それから、５ページの下の方に一般会計の結果でございますが、今まで申し上げまし

たとおり歳入は減少し、歳出は増加してきております。表９のところに一般会計の歳入決

算の状況というのが示してあるんでございますが、予算に対する達成率は９８．９％であ

ると、これは１.１％が未達でございますが、これは県及び国庫の支出金が予算より下回

ったためということになっております。 

  それから収納率は９６.９％でございます。ほぼこれは横ばいでございます。 

  町税の未収は先ほど申しましたように、２億６,６００万円未収がありまして、先ほ

ど申しましたように純増５,０００万円新たに滞納が発生しております。滞納がふえた

ということは、町税の収納率も約１％、町税につきましては後の方、次の表１０にあ

りますが、町税の収納率も１％減少している、そういったことから新たな滞納もふえ

てきているということでございます。 

  歳出については記載のとおりでございます。 
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  それから、７ページ、３、特別会計でございますが、特別会計につきましては、

２８ページの表１３に合計がここで出しておるわけでございますが、前年度と比較い

たしますと歳入で４億８,０００万円、歳出で６億１,０００万円、特別会計が増加し

ております。増加したのは国民健康保険事業特別会計の歳入で１億５,０００万円、そ

れから公共下水道の歳入で３億円、それから歳出の方は国民健康保険事業特別会計で

繰上充用を除きまして２億８,０００万円ほど増加しております。それから公共下水道

会計で３億円ほど増加しております。これが特別会計への増加しておる原因、中身で

ございます。 

  全体の収支は特別会計の実質収支は、そこの表１３の右から２行目の下のところに書

いてありますように、約１億８,０００万円ほどの全体でマイナスでございます。これ

は前年度からのマイナスが累積されておりますので、当年度だけの単年度でいきます

と１億２,０００万円ほどの赤字ということになりますが、これもしかし実質的には町

債の増加がこの中に５億１,０００万入っておりますので、それを入れますと６億

６,０００万円ほどの実質は、歳出の方が町債をのけますと多いということになるわけ

でございます。 

  特別会計の中身でございますが、記載のとおりでございますが、国民健康保険事業特

別会計、これはそこにも書いてありますように国民健康保険税の収納率が７４.２％と

前年度の７５.１％から０．９％さらに下がっております。未収健康保険税は前年度末

が２億２,１００万円で、当年度末が２億３,５９０万円ほどで、差し引き当年度に

１,４００万円ほどふえております。しかし、不納欠損が４３９万３,０００円落とし

ておりますので、これを加算いたしますと実質に当年度の未収が発生したのは

１,９００万円ほどになるということでございます。 

  これは前年度が２,８００万円、新たな未収の発生でございましたので、未収の発生

そのものが若干減ってきておるということになろうかと思います。 

  国民健康保険事業特別会計は、前年度も当年度も繰上充用で終わっております。いず

れこの件につきましては、手を打たないとこのままではいかないのではないかという

ふうに思われます。 

  それから、老人保健特別会計、大字龍田財産区特別会計は書いてあるとおりでござい

ます。 

  公共下水道事業特別会計でございますが、平成１７年度に一部供用に向けて、現在施
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工中でございますが、先ほど申し上げたように現在、町債の残高は約５０億円という

ことになっておりまして、今後、毎年５億円ぐらいの町債がふえてくるということで、

平成２２年末見通しでは現在の認可区域、２４５ヘクタールが全部完成するというこ

とでございますが、その時点では町債は８９億円になると、膨らむという見通しにな

っております。 

  平成２２年現在の年間の公共下水道の利用料収入はわずか１億２,５００万円でござ

います。８９億円の借金に対しまして１億２,５００万程度の収入しかない、とてつも

ない巨額な借金ということになろうかと思います。年間の利息の支払いだけで、その

１億２,５００万の収入を上回る１億４,６００万円の利払い、金利の支払いが要ると

いうことで相当な一般会計からの補てんをしなければ足りないということになります。

そのためには、利用率を上げる、効率のよい事業経営を目指すということで、全庁挙

げて取り組んでいかなければならないというふうに考えられます。 

  特別会計につきましては、特にその他申し上げることはございません。 

  それから、９ページ財産の状況でございますが、大きな変動はございません。若干、

前年度も申し上げましたように、遊休資産が若干ございます。 

  それから、基金につきましても記載のとおりでございますが、ほぼ前年どおりでござ

います。平成１３年までは、積立基調であったものが、もう積み立てできないように

なってきておると。平成１６年度、これからは取り崩しに変わっていくというような

見通しのようで、厳しい時代が映されているというふうに思われます。 

  基金というのは、しかしこれは財政変動のクッションのようなものだろうと思われま

す。もともと必要かどうかというのは疑義のあるところでございまして、余りため込

むほどのものではない。ようけため込むぐらいなら、それだけ減税をするとか、ある

いは効果がある事業に投資するということが必要でありまして、万が一のために少し

ためておく、これは財政調整基金と言われるものであろうかと思いますが、今現在、

約１５億円財政調整基金が残っております。これ、一般会計の資金繰りからいたしま

すと、約２カ月分ぐらいということになりますので、一般的な資金繰りの常識からい

たしますと妥当な数字であろうかというふうにも言えるかと思います。 

  以上が一般会計及び特別会計の概略でございます。あとは、これを総合いたしました

結びということで、監査委員の見解ということになるかと思いますが、先ほど申し上

げましたように、そこの１０ページ、当年度の一般会計及び特別会計を合算した普通
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会計ベースでの実質収支は、記述のとおり２億５１８万８,０００円、前年度の３億

４,２５１万７,０００円より１億３,７３２万の減となっております。だから、単年度

収支は同額とマイナスということになっているというふうに先ほども申し上げたと思

いますが、これは先ほど見てもらいましたように表の３の決算収支というところに書

いてあります。１億３,７３２万９,０００円、これだけが前年度と当年度の比較いた

しました数に単年度収支でマイナス、しかしこれだけでは先ほども申しましたように

本当の数字が示されておるわけではございません。これは、先ほど言ったように前年

度の実質収支３億４,２５１万７,０００円から当年度の実質収支２億５１８万

８,０００円を引いた差額でございます。しかし、そこに書いてありますように財政の

この収支というものは、借金をしたものも収入に入れます。借金返したものも支出に

入れます。それから積立金を積んだら支出に入れます。積立金から戻してくると収入

に入れます。通常、民間の事業会社の会計だとか、あるいは家庭の会計を考えてみま

しても、借金してきたものも収入だとはだれも考えません。借金してきたものは借り

てるだけでありますから収入ではないわけです。そういったようなことで、そういっ

たものを除外するとどうなるかということでございますが、当年度１億３,７３２万

９,０００円の単年度収支のマイナスから当年度に基金の積み立て財政調整基金の積み

立てが３７２万９,０００円ございました。それから、その他の積み立て、基金の積み

立てがありますが、これは減債基金２８０万６,０００円、公共施設整備基金に

３６５万２,０００円、以下ずっとありまして合計で１,４６８万円積み立てておりま

す。 

  それから、町債の償還が一般会計で１２億５,０００万円余りと、それから公共下水

道で１億５,０００万円余り、合計で１４億円町債を返済しております。これらは、支

出に入っておりますが、本当の支出というふうに考えない方がええのではないかとい

うことになってまいります。 

  それから、逆に収入に入っております積立金の取り崩しが減債基金が８３０万円、国

民健康保険財政調整基金が１,３４０万円、介護保険給付費準備基金が１,９６６万円、

合わせまして４,１３６万円、基金を取り崩しております。 

  また、町債は一般会計で１４億６４０万円、公共下水道で６億５,９９０万、合わせ

まして２０億６,６００万円、新たに町債を発行しております。だから、これらの収入

に入っておりますので、これらを全部のけてしまいますと、８億２,６１７万
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４ ,０００円、当年度は純粋の収入から純粋の支出を引くと８億２ ,６１７万

４,０００円マイナスになるということでございます。これが前年分、３,７０７万円

プラスでございましたので、上下８億６,３２４万４,０００円悪くなっている。収支

のバランスが悪くなっているということになります。 

  これが１３年度と１４年度を比較いたしますと、５億３,０７０万６,０００円悪くな

ってきておりましたので、合わせますとこの２年間で通算１３億９,３９９万円収支が

悪化しているということになるだろうと思われます。したがいまして、町債も平成

１４年度１３３億５,０００万円が、今年約１４０億１,５００万円という、６億

６,５００万円一般会計と特別会計でその分を反映して借金がふえてきておるというこ

とです。そこに書いてありますように、今後大型事業を控えまして財政のさらなる悪

化を少しでも食いとめるためには、あとの不急不用事業の抑制、いろんなそういった

ことに手を打たなければならないのではないかというふうに書いておるんでございま

すが、あと法隆寺駅の整備だとか、あるいは総合福祉会館という２大事業を行われま

すとますます町債がふえてくる、そういうことで何とかしてほかのところを少しでも

減らして、バランスをとっていかなければならないんではないかというふうに思いま

す。 

  ここに書いてありますように、平成２２年度末の財政の見通しでは、一般会計で

１４４億９,９００万円の町債、それから公共下水道で８９億４,４００万円の町債が

残るということ、合計２３４億４,３００万円という巨額に上るという見通しになって

います。これは、前の年にも申しましたが、現在、先ほど申しましたように１８０億

５，０００万円の全部で借金があるんですが、財政調整基金約１５億あります。これ

を引きますと約１６５億、ネットの借入１６５億、これを交付税でどのぐらい償還で

きる、あるいは利用料収入でどのくらい賄えるのか、あるいは遊休資産の売却でどの

程度充当できるのかということを充当というのか、どれだけそれで減らせるのか、そ

の残りは一般会計で負担していかなければならないんです。この辺がもう一つ明らか

になっていないのではないかというようなことで、この辺をどういうふうにしていく

のかというガイドライン的なものも示していくべきではないかというようなことから、

そこで予算の審議は単年度予算主義ですから、財政というのは会計年度独立の原則と

いうのがございまして、予算は単年度主義になるということで、予算の審議は単年度

予算について審議なさるんですが、そういった長期的な展望もひとつ考えていっても
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らわなければならないではないかというふうに考えるわけでございます。 

  そこで、１１ページの上に書いておりますそういった意味を言っておるわけでござい

ます。大型事業をやりますと資金がそこに集中する、ほかの事業を削っていくという

ことにしなければならないんですが、大きな箱物をつくりますと必ず箱物ハードには

ソフトがついてまいります。だから箱物にはそれをやりますと、その後必ず維持費に

また従来以上の費用がかかってくるということが考えられますので、その分余計にど

っかをバランスをとるために節約していくということも必要ではないかというふうに

思われます。 

  それから国民健康保険事業特別会計でございますが、先ほど申しましたように、そこ

にも書いてますように本年度も赤字決算で繰上充用で決算を終えました。ということ

でございますが、前年度が３,６００万円の繰上充用、それから本年度が１億

６,８００万円、１億６,８００万円の中には、３,６００万円入っておりますので、差

し引き１億３,０００万ほど悪くなっておるということになろうかと思います。繰上充

用ということでございまして、要するに先のお金をつまみ食いして、前の年で埋める

ということでございます。３月で決算を切りますが、役所の会計は４月、５月と出納

整理期間がございまして、その間に翌年度に入ってきた、翌年度の収入を前の年の資

金繰りに充当して埋めるという、これが繰上充用ということでやっておられるわけで

すが、実質は足りないということなんです。 

  国民健康保険事業会計の当年度のマイナスの中身をちょっと見てみますと、国民健康

保険税の前年度に対する当年度の収入は、８５０万６,０００円ふえてますが、これは

国民健康保険税の１.２％増加しただけであります。国民健康保険事業特別会計で歳入

は１億８,０００万円増加しておりますが、大方は国庫支出金の８,１００万円、それ

から一般会計の繰入金３,６００万円等でありまして、肝心の保険税は８５０万ほどふ

えただけであります。逆に支出の方は保険給付が２億６,８００万円、これ前年度に対

し２５％伸びております。２５％も保険給付が伸びております。しかし、保険税は

１.２％しか増加しておりません。保険税が伸びておらないのは、要するに対予算で前

年度が９４.８％の歳入であったのが、対予算で今年は９０.８％と約予算に対しても

４％下がっております。それから対調定に対しましても先ほど申しましたように

７５.１％が７４.２％、０．９％悪化しています。収納率も悪くなってきておるとい

うのが、保険税が伸びない理由かと思われますが、ちなみに平成１６年度分の予算、
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国民健康保険事業会計特別会計の予算を見てみますと、保険給付は７.９％伸びる、そ

れから逆に保険税の収入は１１.５％増加するというふうに組んでおられます。それで、

バランスがとれるというふうに予算はなっておるんですが、収支均衡しておるという

ことになっておるんですが、果たしてそのとおりにいくのかどうか。今年度と同じよ

うに保険税収入は１.２％しか伸びなかったら、この見積りの歳入より７,０００万円

足りないことになります。逆に保険給付が、この７.９％伸びと見ておりますが、これ

が今年度と同じように２５％もし保険給付が伸びますと２億２,６００万円保険給付が

余計要るということで、合計上下３億円見通しよりようけ要るということになりまし

て、前年度と同じ比率で保険給付と保険税の収入が伸びでありますと、約３億円今年

より悪なってくる。だから、何としても予算どおりの歳出は、抑えるというのは難し

いんでしょうが、それになるように、あるいは保険税はその見通しどおり、歳入、収

入を上げてもらうようにしないと去年と同じ率でいきますととてつもないマイナスが

出てくるということではないかと思います。 

  収納率の引き上げはなかなか難しい、ずっと横ばいできておりまして、収納率アップ

はなかなかできない、そうすると保険税を改定せざるを得ない、しかしながら、そこ

にも書いてありますように、加入の世帯はふえておりますが、低所得者の方が非常に

ふえておると。だから簡単に保険税の収入もそんなにそこそこの金額を上げるという

のは難しいのではないかと。情勢が変わってきておるのではないかというふうに思い

ます。慎重にやっていただかないと、簡単に増収ということにはいかないかもわかり

ません。 

  それから、未収保険税、当年度も不納欠損処理額が、四百何十万あるわけですが、そ

この真ん中の、１１ページの真ん中の下のところに書いてありますが保険税の未収と

は別に未収期間で保険給付が行われる、そうすると上下相当のマイナスになるのでは

ないかというふうに言っておるのですが、要するに未収、保険料が入ってこない、し

かしその間であっても被保険者でおられる限り保険給付はしていかなければならない、

だから伸びれば伸びるほど保険給付が出ていきますから、ちょっとその給付額がどの

ぐらいになるかというのもつかめないというようなところでございますが、相当の金

額になるんではないかと思います。なるだけ早い間にそういった未収が出ると対処し

ていかないと、上下余計マイナスが出てくるというようなことがあるのではないかと

いうふうに思われます。 
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  それから１１ページの下のところから、若干の遊休財産があるということを申し上げ

て、これは前年度も申し上げたんですが、町で持っております財産の遊休、それから

出資なんかにつきましても出資先が休眠状態のようなところがあったりします。ある

いは出資先基金、その他の出資先がどんな活動をしているかどうかということも、あ

んまりはっきりしないというか、つかんでおられないようなところもあるようでござ

います。この辺は要るもんか、要らないもんか、はっきりと整理していかなければな

らないというふうに思われます。 

  それから、同じく遊休資産でございますが、土地開発公社で持っております都市計画

道路代替用地が６筆ございますが、これは去年も申し上げたと思いますが、これは平

成３年から平成１１年の間に取得したものでございます。平均９.８年間保有しておる、

約１０年間持っておられるもんでございます。簿価は、帳簿上の価格は８億

６,５００万円でございますが、うち１億４,４００万円は利息が入っている。だから

利息をのけますと７億１,０００万円ぐらいのもともとの買いの分がひもつきで借入金

がついておりますから、利息が毎年どんどん上へ乗っていってるということになって

います。 

  時価は路線価ベースで３億６,８００万円ということで差し引き４億９,７００万円ほ

どの含み損が乗っかっておる、土地の中に入っておる。今年度も利息、あるいはその

他の経費で２２５万４,０００円簿価が増額されております。 

  今、一般に事業会社では、平成１７年度から減損会計というようなことがしなければ

ならないと義務づけられまして、値打ちが下がっているような資産は帳簿価格を下げ

るということに事業会社の会計はすることになったんですが、こういった含み損を抱

えているようなものは、これを減損処理をしてですね、その分借金を返した方がどう

せいずれか損が出るんですから、借金を減らして利払いも減らした方がいいのではな

いかということをそこで書いています。１２ページの上に借金を減らしたらどうかと

いうこと、そういった意味で書いてございます。 

  遊休資産ということでございますが、財政というのは民主主義というのは、国民、あ

るいは住民の代表で選ばれた方々がどういったことをしていくか、どういった事業を

して、国民の福祉を上げていくかということをなさるわけでございますが、そのため

にどういったどれだけのお金が要るか、それをどう集めるかというのが財政でござい

ます。それを予算という形で管理して運営していくのが財政だろうと思いますが、要
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るものは先くるわけですね、だから事業をするのに金が要る、これが先でありまして、

その資金をどう手当するというのが次に歳入であります。それを税金を中心に組み立

てていくという、これが財政でありまして、入ってきたものをどう使うかではありま

せん。だから、要るものをどうやって集めるかというのが財政の基本であります。だ

から、その点から見ますと余り遊休資産を持っているのは、本来の意味から外れるわ

けでございまして、理由のない限り、遊休資産というのは余り持たないというのが財

政の本質論からしますとなってくるんではないかというふうに思います。営利団体と

異なりまして、営利団体は入ってきたものをためていって、将来のためにちょっとで

もためて、それを将来に使うということになりますが、財政は逆であります。そうい

った意味から遊休資産はどうするかを検討していかなければならないということを申

し上げてございます。 

  それから、最後にいろんな細かいことが決算の終了時点で各部長さん方、お見えのと

ころでいろいろ申し上げましたので、ここでは余り申し上げることないんですが、二、

三ちょっと書いた点だけを説明しておきますと、いろんな２００を超える各種団体、

その他に補助金、支出金が出ておりますが、こういったものは公金でございますから、

公益性、公共性のあるところに使われなければならないということで、そういった事

業報告、あるいは収支報告、ちゃんとした公益的なものに支出しましたよというよう

なものをもらってもらって、それがちゃんと使われたということをこちらで明らかに

しておかなければならない、立証しておかなければならないということでございます

が、私前々からずっと申し上げておりますやや不備かなというような面も当初ござい

ました。ようやくそれは全部完備していただくことになりました。あとはその中身を

どれだけレベルを上げていくかということであろうと思います。そういったものが今

までよりは充実してこられたということをここに書いてございます。 

  それから、そこで２番目に継続費と繰越明許費ということがちょっと書いてございま

す。これはあんまりはっきりしてゆくこともなかなか難しいようでございますが、財

政では継続費と繰越明許費という、似て非なるものがございまして、継続費というの

は、一つの事業に長年かかる、だからその全体の事業、全体にどのぐらいの金を使う

かというのをまず長期の事業をまず議決しておいて、それからそのうちの当年度にそ

のうちどれだけやるかというのを当年度予算の中に入れると、こういった２段階で継

続費というのが議決をしていくと。それから、繰越明許というのは、事業は終わった
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けれども、何らかの事情で支出が当年度内に終わらない、翌期以降に繰り越してしま

すというようなそういったものを繰越明許費というように定義ではなっております。

財政法ではそういうふうに書いてあるわけでございますが、その辺非常によく似てお

ります。だからその辺の使い分けが一部当年度に精算が確定しておらない、要するに

翌年度にもう一遍精算せないかんのではないかというようなものが、繰越明許費とい

うようなところでちょっとわずかでありますが、入っておりました。この辺は定義ど

おりになかなか実際に処理が行われてないというのが、実務のようであるようであり

ますが、正確な使い分けが必要ではないかというふうに思いましたので、そこにちょ

っと書いたわけでございます。 

  それから龍田川井堰管理組合が蛾瀬と三室というのがございますが、これは町の方で

組合長が町長、それから会計の責任者が建設課長ということもありまして、これで見

ますとこれは町が管理しているというふうに見られないんではないかというふうにな

らないのではないかと。そうしますと、将来それを大改修せないかん、やりかえない

かんというときにお金はどうすんのよ、町がやってるんやったら町が出さないかんの

違うかというふうになりはしないかと、そういったそういう用水でいろんな農業、そ

の他にこれが使われておるわけでありますが、本来こういったものは受益者負担が原

則なのではないかと。それでは、それだけではちょっといかん、あるいはそういった

ものは公共性があるということで財政の負担もやむを得ないという面もあるんだろう

と思いますが、全額財政負担というのも、それによって受益しとる人がおられる限り、

受益者負担があっても当然ではないかと、それがむしろ当たり前ではないかというふ

うな面から見ますと、このまま行きますと、それのやりかえのときの資金手当はどう

なるんやろうということで、今そういったもんは向こうではもともとから持っておる

資金は持っておられますが、それだけではいろんな改修費用が足りないようでござい

ますので、将来の費用が今からどうするんかという受益者負担を入れた面での資金を

積み立てていくということ、決めておかなければならないのではないかと、そのとき

になってやいやい言うよりも、今からそういったものを入れておくべきではないかと、

そういったことを申し上げておるんでございます。 

  最後に職員の資質向上をより図られたい、これは現在でもきちっとレベルの高い仕事

をしておられるわけでありますが、今後、その財政改革、あるいは三位一体の改革、

地方分権とか言われておりまして、今現在国がいろいろキャリアが企画立案して、そ
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れを地方へお金を支出して、地方でやってみるというふうになっておるんでございま

すが、これが地方が企画立案を担当していかなければならない、そういってまいりま

すとかなりのレベルが要求される。そういった面で職員のさらなる資質向上が必要で

はないかと、なかなかこれも集合研修でやるというわけにも、仕事を一生懸命なさっ

ておられますので、なかなかできない。だから結局は寸暇を惜しんで各自が自己啓発

してもらわな仕方がない、そういった努力をしてもらって、一般の民間では非常にこ

のごろ競争が激化しておりまして、事業会社の経営者とかあるいは管理職の方は日夜

必死で仕事をしておられる。もちろん役場の職員の方々も一生懸命仕事をしておられ

るんでありますが、そういった点もいろいろ考えていただいて、よりその密度の高い

仕事をしていただくというふうに、そういった面から資質向上ということを申し上げ

ております。前にも申しましたが、この地区の要するにリーダー的な町にそういった

面からもなりたい、単なる他所がやってる、よそがやってるからうちもそういった点

までということではなしに、よそを越えたところでうちはよその模範になる、モデル

になるというぐらいの町で仕事の中身をやっていただきたいというふうなことで申し

上げておるわけでございます。 

  ちょっと長くなりましたが、以上でございます。どうもありがとうございました。 

○森河委員長 巳代表監査委員さんにおかれましては、大変ご苦労様でございました。

ただいま報告を受けました決算審査意見書について質疑があればお受けいたします。 

  ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○森河委員長 これをもって質疑を終結いたします。 

  巳代表監査委員さん、木田監査委員さんにおかれまして決算報告後、退席の申し出

がございます。これを許可することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○森河委員長 ありがとうございます。 

  退席の申し出を許可いたします。両監査委員さんには、一般会計及び特別会計決算審

査にあたり詳細な報告をいただき、ありがとうございました。委員長として心から御

礼を申し上げます。 

  それでは暫時休憩いたします。 

  どうもありがとうございました。 
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（午前 ９時５５分 休憩） 

（午前 ９時５８分 再開） 

○森河委員長 再開いたします。 

  続いて一般会計及び５特別会計決算の概要について説明を求めます。 

  中野収入役。 

○中野収入役 それでは、一般会計決算の状況並びに各特別会計の状況につきまして、お

手元の方に資料として、一般会計決算の状況ということで、資料ということで配付を

させていただいているものがございます。それに基づきまして説明をさせていただき

たいと思います。よろしくお願いします。 

  平成１５年度の予算編成に当たりましては、ともに生き心ふれあうまちづくり、すこ

やかにともに生きる福祉のまちづくり、文化の香り高く心豊かなまちづくり、潤いの

ある魅力的なまちづくり、安全で快適なまちづくり、にぎわいのあるまちづくり、新

たな地方自治への対応、以上、７項目の重点施策を掲げ、前年度当初予算と比較して

１億円、１.２％減の８３億８,０００万円で予算を編成をいたしました。 

  次に、平成１５年度の予算補正の編成でありますが、予算執行の過程におきまして第

１号補正予算から第9号まで、以上9回の補正予算を編成をいたしました。また、平成

14年度からの繰越事業は公営住宅の建設事業のほか、３事業でその額は、４億

３,５８４万３,３００円でありましたが、これらの繰越明許費等を含めた最終の現計

予算額は、８８億４,４０７万４,０００円となっています。これを前年度最終予算額

と比較をいたしますと、３億３,９１３万５,０００円、３.７％の減額となっておりま

す。 

  次に、２ページでございます。 

  平成１５年度決算収支の状況についてであります。まず、決算規模でありますが、平

成１５年度の一般会計決算額は、前年度と比較して、歳入が７,６１７万２,０００円、

０.９％の減少、歳出が４,４１８万円、０.５％の減少となりました。 

  次に、決算収支でありますが、まず歳入歳出の差し引き、いわゆる形式収支でありま

す。歳入決算額８７億４,５７３万３,０００円から、歳出決算額８３億１,４２６万

５,０００円を単純に差し引いた形式収支は、４億３,１４６万８,０００円の黒字であ

り、前年度と比較して３,１９９万２,０００円、６.９％の減少となっています。 

  次に、実質収支であります。 
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  形式収支から翌年度への繰越事業、繰越明許費で、地域集会所の整備事業費として

１,５００万円、（仮称）総合福祉会館建設事業で９４０万円、鳩水園周辺対策事業で

９００万円、道路新設改良事業で３７９万１,７２０円、法隆寺・藤ノ木線整備事業で

１,０４２万２,４７９円を１６年度に繰り越しておりまして、これらに伴う繰越財源

を差し引いた実質収支額は、３億８,３８５万３,０００円の黒字であり、前年度の実

質収支額３億９,８０８万２,０００円と比較をいたしまして１,４２２万９,０００円

減少をいたしております。 

  実質収支は地方公共団体の財政運営の良否を判断する重要なポイントでありまして、

一般的に黒字、赤字とは実質収支上のことを言います。 

  次に、単年度収支であります。 

  平成１５年度の実質収支から、平成１４年度の実質収支を差し引いた単年度収支は

１,４２２万９,０００円の赤字であり、前年度は１億６,７７３万３,０００円の赤字

でありましたが、これに比較をいたしまして１億５,３５０万４,０００円の改善とな

っております。 

  次に、財源留保等であります。 

  将来の財政負担を軽減及び年度間の財源調整をするため、当該年度の歳入の一部を後

年度の支出に備えて、財政調整基金に積み立てた積立金、後年度における公債費の負

担を軽減するために行った町債の繰上償還額とを加えたものから財政調整基金の積立

金取崩額を控除した財源留保等の額は、３７２万９,０００円で、前年度の財源留保等

の額、２億１,３４８万円と比較をいたしまして２億９７５万１,０００円減少いたし

ております。 

  次に、実質単年度収支であります。 

  単年度収支に財源留保等の額を加減、これは実質的な黒字要素である積立金及び任意

の繰上償還金を加え、実質的な赤字要素である積立金取崩額を控除した実質単年度収

支は１,０５０万円の赤字となり、前年度の４,５７４万７,０００円の黒字と比較をし

て、５,６２４万７,０００円減少いたしております。 

  次に、3ページにつきましては、今申し上げた数字を過去５年間の決算収支の推移を

表にしたものでございます。内容につきましては省略をさせていただきます。 

  次に、４ページでありますが、歳入の状況であります。 

  概要でありますが、平成１５年度の歳入決算額は、８７億４,５７３万３,０００円と
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なり、前年度の８８億２,１９０万５,０００円と比較して、７,６１７万２,０００円、

０.９％の減少となりました。 

  平成１５年度決算における歳入の特徴を見ると、自主財源の中心である町税は前年度

と比較して軽自動車税で１３３万６,０００円、４.８％、たばこ税で１,２５７万

６,０００円、６.９％が増加いたしましたものの、町民税では１億５,７２９万

２,０００円、１０.７％、固定資産税では４,６７５万円、３.９％、都市計画税では

９８７万７,０００円、７.５％が減少したことにより、町税全体で対前年度費２億

７,０００万円、６.６％の減少となりました。 

  地方交付税では、普通交付税で昨年度に引き続き、臨時財政対策債発行に伴う基準財

政需要額の振り替え等により、対前年度費４億１,５４８万５,０００円、１５.０％の

減少となりました。 

  この結果、一般財源総額が４億２,８８２万６,０００円、５.８％の減少となり、歳

入に占める割合は７９.０％となりました。 

  また、その他の歳入では、国庫支出金は、障害者支援費制度に係る国庫補助負担金、

学校施設整備費補助金、市町村合併準備補助金が増加したこと等により、１億

３,４８６万８,０００円、４１.５％の大幅な増加となりました。 

  県支出金は障害者支援費制度に係る県補助負担金、地域活性化事業総合補助金、緊急

地域雇用創出特別交付金事業補助金、市町村消防施設整備費補助金、選挙費委託金が

増加したこと等により、９,２８９万２,０００円、３７.６％の増加となりました。 

  繰入金については、基金繰入金が減少したことにより、８０万円、８.８％の減少と

なりました。 

  財産収入は、橿原伝染病棟組合財産処分売却に伴う分配金、基金の繰替運用による利

子及び配当金が増加したこと等により、２４３万８,０００円、９５.６％の大幅な増

加となりました。 

  また、町債では、公営住宅の建設に係る特定資金公共投資事業債、水道事業出資債が

減額となったものの、中宮寺跡史跡用地購入事業債、駒塚古墳等史跡用地購入事業債

の増加、そして地方一般財源の不足に対処するため、地方財政法第５条の特例として

発行が認められている臨時財政対策債の借入等により、５億２,８２４万９,０００円、

６２.１％の大幅な増加となりました。 

  次に、５ページの表につきましては、今申し上げた内容を表にまとめたものでござい
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ます。 

  また、６ページにつきましても、先ほど４ページで説明をいたしました内容を表にま

とめたものでございます。省略をさせていただきます。 

  次に、７ページであります。 

  歳出の状況でありますが、まず概要であります。 

  平成１５年度の歳出決算額は、８３億１,４２６万５,０００円で前年度の８３億

５,８４４万５,０００円と比較して、４,４１８万円、０.５％の減少となりました。 

  歳出の内容を目的別に見ると、商工費が緊急地域雇用創出特別対策事業債の増加によ

り、３,０８３万５,０００円、３３.８％、教育費が史跡中宮寺跡史跡用地購入事業費

及び町史跡駒塚古墳等史跡用地購入事業費の増加により、２億８,４４４万円、

３１.８％、民生費が障害者支援費事業の増加により、１億２,０９２万５,０００円、

８.７％増加したものの、農林水産業費が土地改良事業費の減少により７,７０２万

６,０００円、３５.７％、総務費が財政調整基金積立金及び土地開発基金繰出金の減

少により、２億９,１７６万１,０００円、２２.３％、衛生費が水道事業会計出資金の

減少により、１億５,４３７万６,０００円、１３.１％減少したため、全体で

４,４１８万円、０.５％の減少となりました。 

  この結果、歳出の構成比の順は、１番目に民生費でその構成比が１８.１％、２番目

には公債費で構成比１７.６％、３番目には土木費で構成比１７％、４番目には教育費、

構成比１４.２％等となっております。 

  また、歳出の内容を性質別に見ますと、義務的経費は、人件費が１６億９,６６１万

２,０００円、構成比で２０.４％、伸び率でマイナス２.６％、扶助費で３億

９,４４０万４,０００円、構成比で４.７％、伸び率で５３.８％、公債費で１４億

６,６５４万７,０００円、構成比で１７.６％、伸び率でマイナスの４.２％となって

おり、義務的経費全体では３５億５,７５６万３,０００円、構成比で４２.８％、伸び

率０.８％となっています。 

  投資的経費は、普通建設事業費で１５億１,０９０万７,０００円、構成比で

１８.２％、伸び率３１.９％となっています。 

  その他の経費では、物件費１５億６,６３９万９,０００円、構成比で１８.８％、伸

び率１.２％、補助費等７億２,８０５万１,０００円、構成比８.８％、伸び率０.３％、

積立金では１,１９７万１,０００円、構成比で０.１％、伸び率でマイナス９５.２％、
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繰出金で７億９,１４８万１,０００円、構成比で９.５％、伸び率マイナス９.２％等

となっております。 

  その下に義務的経費と、消費的経費及び投資的経費の内容につきまして説明をさせて

いただいておりますが、省略をさせていただきます。 

  次に、９ページの表につきましては、今、先のページで７ページで申し上げました内

容を表にしたものでございます。 

  次に、９ページの性質別の内訳の表でございます。若干、増減のあったものにつきま

して、その内容につきまして説明をさせていただきます。 

  増減の大きなものにつきまして説明させていただきます。 

  まず、人件費でありますが、前年度比４,５４２万９,０００円の減となっております。

これにつきましては、給料表の改定が前年度比１.０７％のマイナスの改定、それから

期末手当０.２５月分減額になったことによるものでございます。 

  扶助費で１億３,８０４万１,０００円、増減額１億３,８０４万１,０００円の増とな

っております。その内容の大きなものでは、支援費制度の導入に伴います更正施設等

の支援費支給事業で１億１,５４３万５,０００円の増、それから居宅介護等の支援費

支給事業で２,８２４万６,０００円の増、それから障害者福祉施設の措置費、これに

つきましては支援費に移行したことによりまして２,８６３万８,０００円の減という

ことでございます。 

  それから公債費で前年度比６,３８２万７,０００円の減となっております。元金で

２,５４７万４,０００円の減、それから利子分で３,８３５万３,０００円の減となっ

ております。 

  次に、普通建設事業費では前年度比３億６,５０１万６,０００円の増となっておりま

す。その内容につきましては、法隆寺・藤ノ木線の整備事業で９ ,１８６万

９,０００円の増、それから公営住宅整備事業では前年度比マイナス８,２３８万

７,０００円、それからコミュニティ施設の整備事業で６,３１４万１,０００円の増、

土地改良事業でマイナス７,１２７万９,０００の減、それから法隆寺線整備事業で

８,９１９万８,０００円の増、それから中宮寺史跡用地の購入等で３億１,１７４万

１,０００円の増となったこと等によるものでございます。 

  次に、積立金、下から６行目のところ、積立金ですが、前年度比２億３,６２０万

６,０００円の減となっております。これにつきましては、財政調整基金の前年度積立
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がありましたものから、マイナスで２億９７５万１,０００円の減、それから公共施設

整備基金で積立額マイナスの１,８７９万８,０００円の減等によるものでございます。 

  次に、投資及び出資金では、前年度比１億５,７８７万７,０００円の減となっており

ますが、一般会計出資債、水道事業への出資債でありますが、１億５,７６０万円の減

となったことによるものでございます。 

  また、その下の繰出金でありますが、前年度比７,９８２万円の減となっております。

国保健康保険事業特別会計への繰出金では２,２９９万６,０００円の増、それから公

共下水道事業への繰出金１,９９４万３,０００円の増となっております。土地開発基

金への繰出金、前年度比１億３,８００万２,０００円の減ということで、こうした数

字になってございます。 

  次に、１１ページの方をお願いをいたします。 

  財政構造等であります。 

  まず、経常収支比率でありますが、歳出のうち経常経費に充当された一般財源を歳入

のうち経常一般財源で除して得られる経常収支比率は、財政の硬直性、弾力性等を判

断する指標の一つとされています。 

  平成１５年度決算による経常収支比率は８９.２％となり、前年度の８６.７％と比較

して２.５ポイント上昇いたしております。 

  経費別に見ると、公債費は０.３ポイント下降しているものの、その他の経費は上昇

しており、その中でも特に繰出金が０.９ポイント、扶助費が０.７ポイント、物件費

が０.６ポイント上昇いたしております。 

  経常収支比率の推移ということで表にまとめておりますが、省略をさせていただいて、

なお欄外にありますように、平成１３年度から経常収支比率の算式において、臨時財

政対策債及び減税補てん債については、一般財源収入に加算することとなっておりま

して、平成１２年度までの経常収支比率の算定方法と変わっておりますが、以前の算

式方法で行った場合の平成１５年度の経常収支比率は１０１.６となるということであ

ります。 

  それから、次に公債費比率であります。 

  標準財政規模に対する公債費の割合である公債費比率は、２１.８％となり、前年度

の２２.４％と比較して０.６ポイント下降いたしております。表の説明につきまして

は、省略をさせていただきます。 
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  次に、１２ページ財政力指数でございます。 

  財政力指数は、地方公共団体の財政力の強弱を示す指標として用いられており、国の

補助・負担金の額の算定に用いられたり、財政支援の対象団体を指定する場合に用い

られています。 

  普通交付税の算定に用いる基準財政収入額を基準財政需用額で除して得た数値の過去

３カ年間の平均値を用いてあらわし、平成１５年度では０.５３３となっています。 

  なお、この指数が１に近く、あるいは１を超えるほど財源に余裕があると見られてい

ます。 

  以上で一般会計の概略の説明を終わらせていただきます。 

  次に、各特別会計の状況でありますが、まず国民健康保険事業特別会計決算の状況で

あります。 

  平成１５年度国民健康保険特別事業会計当初予算は、前年度当初予算と比較して、

１億２,７２０万円、６.６％増加の２０億５,０７０万円で予算を編成をいたしました。 

  その後、予算執行の過程におきまして第１号から第４号まで、４回の補正予算を編成

をいたしまして、最終現計予算額は２１億７,３８６万５,０００円となっています。

これを前年度最終予算額と比較をいたしますと２億８,４１９万６,０００円、

１５.０％の増加となっております。 

  平成１５年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算は、歳入総額１９億

６,７４８万６,０００円、歳出総額２１億３,５６２万５,０００円で、収支差引マイ

ナスの１億６,８１３万８,０００円となりました。このため平成１６年度予算より繰

上充用の予算措置をし、決算を終えています。なお、翌年度に精算交付を受ける療養

給付費等国庫負担金２,５０７万７,０００円と退職者医療療養給付費等交付金

１６０万円が含まれていることから実質的な収支額は１億４,１４６万１,０００円の

赤字となっております。 

  次に、１４ページの一番下の歳出決算の推移ということで、表にいたしておりますが、

先ほど申し上げました国民健康保険事業につきましては大幅な赤字決算となっており

ますが、その内容でありますが、歳出決算の推移の２行目、保険給付費でありますが、

平成１４年度が１０億５,４９３万８,０００円、平成１５年度が１３億２,３０９万

４,０００円と療養給付費で２億６,８１５万６,０００円の増加をいたしております。

主には一般被保険者の療養給付費で２億９３６万６,０００円増加をいたしております。
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また、退職被保険者の療養給付費では２,９９１万２,０００円前年度より増加をいた

したことが大きな理由でございます。 

  次に、１５ページ老人保健特別会計決算の状況であります。 

  平成１５年度老人保健特別会計当初予算は、前年度当初予算と比較して、２億

９６５万円、９.２％の減少の２０億７,６２０万円で予算の編成をいたしました。 

  平成１５年度予算補正の状況でありますが、予算執行の過程におきまして、第１号補

正予算の１回の補正予算を編成いたしまして、最終の現計予算額は２１億２２０万

８,０００円となっています。これを前年度最終予算額と比較をいたしますと２億

９１３万８,０００円、９％の減少となっております。 

  平成１５年度老人保健特別会計歳入歳出決算は、歳入総額２０億５,５００万

７,０００円、歳出総額２０億８ ,３７２万２,０００円、収支差引マイナスの

２,８７１万５,０００円となりました。 

  本特別会計の制度上の仕組みにより、平成１６年度会計において医療費負担金分とし

て支払基金から５７２万８,０００円、国庫から１,８７５万９,０００円、県から

４７３万４,０００円の合計２,９２２万１,０００円が精算交付されるとともに、事務

費負担金として支払基金に５０万６,０００円を精算還付することとなっています。 

  以下の表につきましては、省略をさせていただきます。 

  次に、１７ページ大字龍田財産区特別会計決算の状況であります。 

  平成１５年度大字龍田財産区特別会計当初予算は、前年度当初予算と比較して１９万

５,０００円、４.０％減少の４６８万円で編成をいたしました。 

  平成１５年度大字龍田財産区特別会計歳入歳出決算は、歳入総額４６８万

７,０００円、歳出総額１８万５,０００円で、収支差引４５０万２,０００円となりま

した。 

  以下の表につきましては省略をさせていただきます。 

  次に、公共下水道事業特別会計決算の状況であります。 

  平成１５年度公共下水道事業特別会計当初予算は前年度当初予算と比較して、２億

７,８９０万円、２５.４％増加の１３億７,８４０万円で予算を編成をいたしました。 

  予算執行の過程におきまして、第１号並び第２号、２回の補正予算を編成をいたしま

した。 

  また、明許繰越を含めた最終の現計予算額は１４億４,５１２万円となっています。
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これを前年度最終予算額と比較したしますと２億６４９万７,０００円、１６.７％の

増加となっております。 

  平成１５年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算は、歳入総額１４億４,４０５万

６,０００円、歳出総額１４億４,４０５万円５,０００円、収支差引１,０００円とな

りました。 

  以下の表につきましては、省略させていただきます。 

  次に、２１ページ介護保険事業特別会計決算の状況であります。 

  平成１５年度介護保険事業特別会計当初予算は、前年度当初予算と比較して

２,２００万円、１.９％減少の１１億８００万円で予算を編成をいたしました。 

  平成１５年度予算補正の状況でありますが、予算執行の過程におきまして第１号から

第３号までの３回の補正予算の編成をいたしまして最終現計予算額は１１億

４,０３０万５,０００円となっています。これを前年度最終予算額と比較をいたしま

すと３６２万８,０００円、０.３％の減少となっております。 

  平成１５年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算は、歳入総額が１１億１,９８１万

１,０００円、歳出総額は１１億６１２万６,０００円、収支差引１ ,３６８万

５,０００円となりました。 

  なお、翌年度に精算交付を受ける国庫支出金等で２５８万３,０００円、精算還付す

べき支払基金の交付金で１７６万３,０００円が含まれていることから、実質的な収支

額は１,４５０万４,０００円の黒字となっています。 

  以上が一般会計並びに各特別会計の状況でありました。 

  あと、財産の状況につきまして若干説明をさせていただきたいと思います。お手元の

資料の中で財産に関する調書をお開きをいただきたいと思います。 

  財産に関する調書の中で、平成１５年度で異動のあったものだけをかいつまんで申し

上げてまいりますので、よろしくお願いをいたします。２ページの方をお開きをいた

だきたいと思います。 

  上から行政財産で上から３行目、斑鳩町営興留団地であります。これにつきましては、

普通財産に移管をいたしましたことから、行政財産で減となっております。建物につ

きましても１０５平方メートルの減となっております。 

  それから、その下３行目、３行下で斑鳩町五百井団地であります。これにつきまして

も、土地１,８５７平方メートル、これにつきまして普通財産の方に移管をいたしたも
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のでございます。 

  それから１行おいて、斑鳩町営長田団地であります。非木造で８５平メートル、これ

につきましては集会所施設を普通財産の方に移管をいたしております。 

  その下の目安北団地であります。これにつきましては、建物で１,５３１平方メート

ル増となっております。１５年度で新築をいたしたものでございます。 

  次に、３ページの表であります。 

  上から８行目史跡中宮寺跡、それから駒塚古墳、それから調子丸古墳につきまして、

それぞれ購入をいたしまして、８,３７３平方メートル、９４２平方メートル、

２１１平方メートル土地で増加をいたしております。 

  それから、その下で服部川東公園、西公園、服部コモン公園、服部川東調整池、それ

から服部川西調整池につきましては、開発による帰属に伴いまして増加をいたしたも

のでございます。 

  次に、５ページの方をお開きをいただきたいと思います。 

  下から４行目であります。普通財産の下から４行目であります。峨瀬集会所用地であ

りますが、土地につきまして２４８平方メートルの減となっております。これにつき

ましては、無償譲与による減であります。 

  それから一番下の昭和町の集会所３７平方メートル減、これにつきましては道路用地

に移行をいたしたものでございます。 

  次に、６ページ普通財産、一番上の目安北団地集会所でありますが、新築に伴いまし

て集会所の建物７０平方メートルが増となっております。 

  その下、長田町の会館であります。先ほど行政財産から移管をいたしまして８５平方

メートルが増となっております。 

  それから、その下稲葉車瀬の集会所の土地につきまして、６０９平方メートル購入に

よります増であります。 

  その下、高安睦集会所３１４平方メートル、これにつきましても購入、それから建物

につきまして１０４平方メートル、新築による増でございます。 

  それから、そのページの普通財産の下から３行目であります。 

  道路改良用地１７平方メートル、これにつきましては寄附に伴います増でございます。 

  それから五百井団地跡地１,８５７平方メートルと興留団地跡地１,４５１平方メート

ルにつきましては行政財産から移管をいたしましたものでございます。行政財産で減、
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普通財産で増となっております。 

  それから、木造の建物につきまして行政財産から移管をいたしまして取り壊しをいた

しております。したがって、建物につきましてはゼロという状況でございます。 

  次に、８ページの方をお開きいただきたいと思います。 

  物品の関係でありますが、ＬＧＷＡＮサービス提供装置が新たに１５年度で増となっ

ております。 

  それから９ページ、乗用車につきましては、１５年度増が２台、減が３台で、年度末

現在高１５台となっております。 

  貨客車につきましては、１５年度の増が１、減が３で年度末現在高５となっておりま

す。 

  次に、１０ページの中段のごみ収集車でございます。新たに増が１、廃棄が１という

ことで、年度末現在高１０となっております。 

  それから１１ページ、消防ポンプ自動車につきましても、入れかえによりまして増が

１、減が１で、年度末３台となっております。 

  次に、１２ページの方をお開きをいただきたいと思います。 

  出資による権利であります。下から２行目、大阪湾広域臨海環境整備センターであり

ます。年度中の増減高１０万円、これにつきましては昭和５７年３月１日に設立をさ

れております。現在まで財産調書に記載もれということで、新たに記載をさせていた

だきました。また、その下の奈良県食肉公社につきましても、昭和６１年７月２８日

に出資をいたしておりまして１００万円の出資をいたしておりましたが、現在まで財

産調書に記載がなかったということで、今回改めて記載をさせていただいております。 

  次に、１３ページの基金の状況でございます。 

  まず、公共施設整備基金につきましては、寄附金３５１万１,０００円と利息の積み

立てで年度中の増減高３６５万２,４３９円となっております。 

  都市開発基金につきましては、利子の積み立てで２円の増となっております。 

  財産調整基金につきましては、積立額３５０万２,８７８円と利子分２２万６，

３０９円で、３７２万９,１８７円の増となっております。 

  土地計画事業整備基金につきましては利息分の積み立てであります。 

  減債基金につきましては、８３０万円の取り崩しと新たに積み立てをいたしましたの

が、２７６万円、それと利子分４万５,７３０円で５４９万４,２７０円の減となって
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おります。 

  福祉基金につきましては、寄附金の積み立てで６０万円の増となっております。 

  藤ノ木古墳整備基金では寄附金１万２,８０２円と利息分の積み立てで２万

８,４５２円の増となっております。 

  文化振興基金につきましても、寄附金で５０万円の増となっております。 

  スポーツ振興基金の寄附金の積み立てで５０万円の増となっております。 

  次に、国民健康保険財政調整基金では１,３４０万円の取り崩しをいたしましたもの

と、利息の１万１,４３２円の積み立てで１,３３８万８,５６８円の減としております。 

  介護保険給付費準備基金では１,９６６万円の取り崩し並びに積み立てをいたしまし

たのは、６４０万５,８２４円、それと利息分２万２,５６６円で、１,３２３万

１,６１０円となっております。 

  以上で財産調書について終わらせていただきます。以上で概略説明とさせていただき

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○森河委員長 ありがとうございます。 

  説明が終わりました。５０分まで暫時休憩いたします。 

（午前１０時３４分 休憩） 

（午前１０時５０分 再開） 

○森河委員長 再開いたします。 

  先ほどに続きまして、これに対する質疑をお受けいたします。 

  浦野委員。 

○浦野委員 １２ページのね、奈良県食肉公社が、財産に関する調書の中で１２ページ、

奈良県食肉公社の、去年に記載されてなかったのが、ことし記載という説明ありまし

たですけども、ちょっと納得できないんですけど。 

○森河委員長 中野収入役 

○中野収入役 奈良県食肉公社につきましては、昭和６１年の７月２８日に出資をいたし

ております。その当時に財産調書に上げるべきだったわけですが、今日まで財産調書

の中に上がってなかったと。これにつきましては、合併協議会の資料の中で各町がす

べて上がっておりまして、斑鳩町だけが抜けているということで調べましたところ、

６１年当時に設立された時点に出資金を出しておりましたが、それが財産調書に記載

されていなかったということで、今回錯誤ということで、改めて計上させていただい
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たということでご理解をいただきたいということです。 

○森河委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○森河委員長 ないようですので、これをもって概要説明に対する質疑を終結いたします。 

  続いて、認定第４号平成１５年度斑鳩町一般会計歳入歳出決算の認定についての各款

ごとの審査に入ります。 

  まず、第１款、議会について説明を求めます。 

  浦口議会事務局長 

○浦口議会事務局長 それでは議会費に対する説明をさせていただきます。 

  まず、一般会計の議案書の方を朗読させていただきます。 

  認定第４号 

     平成１５年度斑鳩町一般会計歳入歳出決算の認定について 

  標記について、地方自治法第２３３条第３項の規定により、別紙のとおり提出し、議

会の認定を求めます。 

  平成１６年９月１日提出 

斑鳩町長 小城利重 

  それでは、議会費の方の決算概要についてから説明をさせていただきます。 

  施策の成果報告書の５４ページの方をお開きいただきたいと思います。 

  平成１５年度の議会費の歳出決算額は、１億１,０１７万８０６円、執行率９７.０％

でございます。前年度１億５９１万９,２２９円と比較いたしまして４２５万

１,５７７円の増となりました。前年度と比較し、歳出の主な増としては人件費におい

て、議員任期満了による町議会議員選挙が行われたことにより、平成１４年度では

２名の欠員があり、平成１５年度と比較して増となったものでございます。 

  また、議会費における住民一人当たりに占める額は、３,８２１円で、前年度と比較

し、１５１円の増となっております。 

  次に、平成１５年度中におけます議会活動の状況につきましては、一つには住民意識

の醸成と参加機会の充実であります。定例会４回、臨時会１回及び各委員会、計

７４回の開催がされております。前年度は７７回でございました。 

  次に、市町村合併問題につきましては、合併協議会において議論が行われております

が、町の将来を見越した重要な審議事項でもあり、何らかの住民の意思を確認する必
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要性も委員会において議論がなされ、住民投票条例制定に向けて住民投票条例検討小

委員会４回が開催されたところでございます。この中で、条例素案の検討が行われま

した。本条例案につきましては、平成１６年６月定例議会最終日に議員発議によりま

して提案がされ、満場一致で可決、同月２１日に条例公布がなされておるところでご

ざいます。 

  また、議会に与えられました地方自治体の意思決定機関として、具体的施策の決定と

執行機関が行う行財政の運営や事務処理に事業の実施が適法、適正になされているか、

その批判と監視に努められ、このことによって行政への住民意思の反映と行政水準の

向上に成果を上げられました。 

  また、開かれた議会を目指し、定例会においては延べ４５人の議員から１４７項目に

及ぶ一般質問がされております。前年度は延べ３７人、１２０項目でございまして、

質問者数、質問項目数も増加し、活発な議論がされてきたところでございます。 

  また、議員発議として７議案が提出され、３件の意見書が議決、各関係機関へ送付が

されたところでございます。 

  次に、議会公開の推進のためにすべての会議において公開を原則とし、住民の参加機

会の充実を図り、一人でも多くの住民の方に議会を傍聴していただくために議会だよ

り及び町の広報紙を活用し、議会開催日の日程について周知を行ってまいりました。

本会議、一般質問、各委員会等の開催日においては延べ３３３人の方が傍聴をされて

おります。また、会議録の作成、閲覧につきましては、本会議における速記者による

会議記録作成を委託し、役場庁舎ロビー、図書館、公民館等において会議録を置き住

民の方に自由に閲覧をしていただけるようにしておるところでございます。 

  次に、２つ目の広報活動の充実についてであります。 

  議会活動の一環として、定例会ごとに議会だよりを年４回発行されております。住民

の方には議会活動への理解を深めていただき、町政の発展に寄与していただいている

ものと考えております。今後も経費の削減等に努めながら、より一層の内容の充実と

親しみやすい広報づくりに努めていきたいと考えています。また、町ホームページの

リニューアルに伴い、議会のページを設け、議会組織と活動状況についてインターネ

ットでの周知も図ってまいりました。 

  以上、簡単ではございますが、議会費の決算状況についての説明とさせていただきま

す。よろしくご審議くださいますようお願いをいたします。 
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○森河委員長 ご苦労さんでした。 

  説明が終わりました。第１款 議会費についての質疑をお受けいたします。 

  木澤委員。 

○木澤委員 以前、予算委員会のとき、ちょっと質問が出たので、今改善されていたらお

答えいただきたいんですけども、その会議録がばらばらとれるというんですか、今、

改善されていますでしょうか。 

○森河委員長 浦口議会事務局長。 

○浦口議会事務局長 以前予算委員会の方で委員の方からご指摘がありました予算書の乱

丁の件でございますが、業者さんの方にその辺は確認させていただきました。今はち

ゃんと整理されてるということでございます。よろしくお願いいたします。 

              （「なし」と呼ぶ者あり）               

○森河委員長 ほかにございませんか。 

○森河委員長 ないようですので、これをもって第１款、議会費についての審査を終わり

ます。 

  次に、第２款、総務費について説明を求めます。 

  植村総務部長。 

○植村総務部長 それでは、総務費に係ります施策の成果につきまして、各科目ごとにご

説明申し上げます。 

  ページの５６ページから９３ページにかけてでございます。 

  まず、第２款の総務費全体では予算現額１０億７,０７２万１,０００円に対しまして、

決算額は１０億１,９５１万３,３７４円で総務費全体の執行率は９５.２％でございま

す。第１項総務管理費では予算現額８億１,２９５万３,０００円に対しまして決算額

は７億７,６４７万３,０２４円で執行率は９５.５％となっております。 

  まず、初めに第１目の一般管理費、５６ページでございますが、予算現額５億

９９０万８,０００円に対しまして決算額は、４億８,４９４万２,５９１円で執行率は

９５.１％となっております。 

  まず、コミュニティ推進組織の確立でありますが、地域コミュニティの中心となる地

元自治会の事務事業費等の負担軽減等を図るため、自治会に対し文具料の助成を行っ

たほか、自治会連合会に活動助成のための補助金の交付を行うなどコミュニティ組織

の育成について行いました。 
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  次に、地域単位の活動拠点の整備・充実についてでありますが、地域住民の福祉増進

と地域のコミュニティの育成を図るため、自治会等が行う地域集会所の整備に対しま

して補助金といたしまして平成１５年度は４自治会に補助金を交付し、より一層の地

域社会の福祉と充実に努めてまいっております。 

  ５７ページのコミュニティバスの運行でありますが、平成１２年度の延べ乗車人員

１万４,６７８人、平成１３年度は３万２,８１８人、平成１４年度は３万４,９７３人

と利用者が増加し、その運行が定着してきたところであることから、平成１５年度も

住民の皆様の日常生活上の交通機関として引き続き活用していただくため、町内巡行

バスを運行いたしております。その結果、平成１５年度の延べ乗車人員は３万

７,８６０人ということで、昨年と比べまして３,０００人の増加となっております。 

  次に、人権教育・同和教育の推進についてであります。 

  町職員の人権問題に対する理解を深め、資質の向上を図るため、職員研修を実施し、

人権教育の推進に努めてまいりました。また、人権擁護でありますが、人権尊重思想

の啓発活動や相談業務も行っている人権擁護委員会協議会運営の支援もしております。 

  次、５８ページでございます。 

  相談体制の強化でありますが、相談体制の充実を図るため、昨年度に引き続き無料法

律相談を月２回開催するとともに、行政相談、人権相談を月１回開催し、住民が抱え

ている諸問題の相談に応じ、問題解決への助言を行っていただいているところでござ

います。平成１５年度につきましては、無料法律相談で１６９件、行政相談で６件、

人権相談で２件となっております。無料法律相談の相談内容でありますが、民事関係

で９８件、火事関係で５７件、刑事関係で２件、税務関係で４件、その他の関係で

８件となっています。 

  また、総合的な情報化の推進でありますが、例規執務サポートシステムの稼動により、

町例規集をデジタルデータ化し、庁内ＬＡＮシステムに組み込むことでＬＡＮ端末機

により条例、規則等の迅速な検索や改正時の新旧対照表の作成など例規執務の効率化

を図るとともに、平成１４年１０月からは住民の皆さんにも町のインターネットホー

ムページ上からも例規書を閲覧していただけるようにということで、情報の拡大と情

報提供の拡大に努めています。 

  次に、５９ページでございます。パートナーシップの構築でありますが、平成１３年

度から実施しております行政出前講座についてでありますが、住民が関心のある行政
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課題等について住民の自主的な学習活動を支援するため、職員が地域住民のところに

出向いて説明を行うことにより行政と住民との相互理解と信頼感を高め、住民参加の

まちづくりの推進を図る目的で開催しているところであります。平成１５年度の開催

講座数は３７件でありました。 

  また、表彰審査会の運営につきましては、表彰審査会において平成１５年度の被表彰

者を審査を行い、その結果、行政功労のあった６名に対しまして表彰を行うことによ

り、文化祭の式典においてその栄誉を称えたところでございます。 

  次に、６０ページに移ります。 

  情報公開制度の充実でございます。 

  斑鳩町公文書の開示に関する条例に基づきまして、公文書開示請求による平成１５年

度中の１年間における義務開示請求及び任意開示の申し出は合わせて２９件ありまし

た。また、斑鳩町個人情報保護条例に基づきます平成１５年度中の個人情報開示請求

は８件ありました。今後、引き続き住民の啓発に努め、参加しやすい情報公開制度の

推進を図り、町政に対する住民の理解と信頼を深め、公正で開かれた住民本位の町政

の推進に努めてまいりたいと考えております。 

  次に、広域行政の推進でありますが、生駒郡町村会との連携により、郡内での広域的

な対応を必要とします行政課題については、共同事業として取り組むことなど一層の

連携の強化の推進を図りました。 

  次に、６１ページに移ります。 

  個性豊かなまちづくりの推進でございます。条例規則等の審査を行い平成１５年度中

に制定・廃止・改正を行いました条例、規則について町例規集の追録加除を行いまし

た。 

  次に、人材育成についてであります。平成１５年度における職員研修につきましては、

平成９年度に策定いたしております。職員研修計画に基づきまして、多種、多様化す

る行政事務が住民の要望に的確にこたえられるよう職員の資質の向上を目指して研修

体制のより一層の充実を図ったところでございます。 

  具体的には、派遣研修といたしまして奈良県市町村会の実務研修として職員１名の派

遣を行いましたほか、より深い知識を習得できる市町村職員中央研修所への派遣、ま

た一般的、専門的知識の習得のための研修といたしまして奈良県市町村会館管理組合

及び生駒郡町村会主催の各種研修への参加、自由研修といたしましては、斑鳩らしさ



 

－ 40 － 

ウォッチング研修や、先進地視察研修の実施、さらには職場研修といたしましてメン

タルヘルス研修、上級救急救命研修を町独自で行うなど、これらの研修を通じて住民

全体の奉仕者としての意識を高め、町の重要施策をよりよく理解できる機会として住

民への一層のサービス向上を目指してまいります。 

  また、地方自治の人材に対応していくためには、社会情勢の変化に柔軟に対応できる

職員が必要となってきており、長期的かつ総合的な観点で職員の能力開発を効果的に

推進するため斑鳩町職員人材育成基本方針を本年４月に策定したところであり、今後

も人材育成について職員の意識改革を図り、職員の資質向上を努めるとともに、効率

的な事務事業の遂行に邁進してまいりたいと考えております。 

  次に、６２ページの行政サービスの充実でございます。 

  地域住民の皆様から行政の仕組みや手続等、行政サービスに関する行政相談を実施し、

住民と行政との円滑な推進に努めてまいっております。 

  また、同じページの中ほどでございますが、職員福利厚生の充実についてであります。

労働安全衛生法に基づく職員健康対策といたしまして、全職員が受診できるよう配慮

しながら定期健康診断及び成人病検診を実施したほか、職場外の安全や衛生の確保等

を図るため、産業医や衛生管理者等で構成いたします衛生委員会を開催し、働きやす

い職場づくりを図りました。まずは、職員構成につきましては、職員互助会が福利厚

生等の事業活動を行っており、そのための助成として補助金を交付し、職員が健康で

安心して働ける職場づくりに努めてまいりました。 

  次に、６３ページでございます。 

  ６３ページから６４ページにかけてでございますが、第２目の文書広報費でございま

す。予算現額７００万６,０００円に対しまして決算額６２８万１,１１３円で執行率

は８９.６％となっております。 

  初めに情報提供の充実といたしまして、町内在住の外国人の方に対し、町内主要施設

の案内を初め、火災、犯罪、交通事故等といった緊急時の対応、ごみの分け方、出し

方、教育、福祉等といった日常生活を営む上で必要な行政情報を取りまとめた斑鳩町

行政ハンドブックを英語版、スペイン語版、ポルトガル語版に続きまして、平成

１５年度では朝鮮語版を作成するとともに、既に作成しております英語等の外国語版

ハンドブックの内容の更新を行いました。 

  次に、広報活動の充実におきましては、住民と行政が共通の認識を持ち、相互の信頼
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関係と役割分担をもとにまちづくりを進めるため、住民の身近な生活関連の情報提供

を行えるよう行政サービスのさまざまな側面からとらえた特殊記事の掲載など各種行

政サービス情報を積極的に広報するとともに町の行政運営や方針、また環境問題や男

女共同参画の推進など町の施策等について理解と関心を持っていただけるようわかり

やすい表現と平易な言葉を用いて、広報「いかるが」を発行いたしております。平成

１５年度では全世帯の行政情報提供の最大の手段として、よりタイムリーな情報の提

供を行えるよう新たに毎月の中間にお知らせ版を発行して、その充実を図っておりま

す。 

  また、インターネットの急速な普及に伴いまして、この特性を生かし、昨年４月に実

施されました県議会議員選挙、町議会議員選挙、１１月に実施されました県知事選挙、

衆議院議員総選挙において投票率の状況や開票速報を町のホームページより提供いた

しております。さらに、町ホームページを町内外に向けた新たな情報発信手段として、

最大限に活用できるよう１８８ページでその内容の説明をしておりますように、緊急

地域雇用創出特別対策事業を活用いたしまして、より使っていただきやすくわかりや

すい内容へと町ホームページを一新して積極的な行政情報の提供に努めております。 

  また、町ホームページの一層の利活用が図られるよう、職員に対しましてもホームペ

ージ作成の研修を実施いたしております。 

  次に、６４ページに戻っていただきますが、公聴活動の充実であります。 

  多様化する住民ニーズを的確に把握するとともに、行政サービスに対する満足度の把

握を行い、日々の行政活動に生かすため町政モニター７０名の方を対象にアンケート

方式による調査を実施いたしました。 

  平成１５年度においては、平成１５年１２月２３日から翌年２月１５日の間に「道路

について」「ごみ減量・資源化について」「生涯学習について」「健康について」な

どの１０項目４７設問について調査し、５５人、７８.６％のモニターの方からご回答

をいただいたところでございます。アンケート調査に寄せられましたご意見やご質問

については、関係各課に配付して回答するとともに調査結果については、今後行政活

動の貴重な資料として活用させていただくため職員に対して周知を行っております。 

  次に、６５ページ第３目、財政管理費では予算現額２５５万７,０００円に対しまし

て決算額は２４４万６,２６０円で、執行率は９５.６％となっております。 

  適正な財政運営を図るため、また住民のストック情報の関心の高まりにこたえるため
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に、町広報紙、町ホームページを通し、予算、決算の概要をお知らせするとともに、

財政状況の公表や貸借対照表などを作成して、財政の状況についてお知らせいたして

おります。 

  本町の財政状況は、歳入面では長引く景気、経済状況による町税の減収、地方交付税

総額の減額など極めて厳しい状況にあります。一方、歳出面におきましても扶助費が

障害者支援費制度の開始に伴い、大幅な増加となっております。 

  また、都市計画道路整備やＪＲ法隆寺駅周辺整備などの生活基盤の整備、史跡藤ノ木

古墳整備や史跡中宮寺跡整備などの文化財の保護、保全、少子高齢化による福祉事業

の充実、さらには今日的課題であります資源循環型社会の形成など、各分野において

相当額の財政需用がありました。そのほか実費単年度収支が赤字に陥るなど厳しい状

況となっております。 

  同じく６５ページの中ほどでございますが、第４目の会計管理費におきましては、予

算現額６８万円に対しまして決算額は５９万３,０６０円、執行率は８７.２％となっ

ております。庁内で供用で使用いたします事務用品等の購入と決算帳等の印刷費用等

となっております。なお、これらの調達に当たりましては、斑鳩町グリーン調達手順

書に基づき環境に配慮した物品等の調達を行っております。 

  また、資金管理並びに運用基準等に従い、適正な資金管理を行うとともに、平成

１７年４月から新たに実施されます預金保険制度に備えて公金管理検討会議を開催し、

その対応を確認しております。 

  次に、６６ページの第５項目の財産管理費でございます。 

  予算現額８,０８３万７,０００円に対しまして決算額は７,６７１万１,８３２円で、

執行率は９４.８％となっております。庁舎及び庁舎設備の適正な維持管理を実施する

とともに、後年度の財政負担の軽減等を図るために財政調整基金等、各基金に基金利

子及び指定寄附金を原資として基金積立をしております。 

  また、入札及び契約の適正化を促進するため、平成１５年度から設計金額

３,０００万円を超える建設工事を対象として、郵便入札の試行的導入も行い、入札契

約手続の一層の透明性・競争性の向上を図っております。 

  次に、６７ページの第６目の企画費でございます。 

  予算現額１億７,３１３万２,０００円に対しまして、決算額は１億６,７７８万

８,６６２円で、執行率は９６.９％となっております。 
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  初めに６７ページから６９ページをごらんいただきたいと思います。 

  男女共同参画社会推進体制の充実におきましては、町、事業者、町民の責務を明確に

した上で、家庭、地域、学校、職場等のあらゆる分野で取り組みを一体的に推進する

よりどころといたしまして、また町として積極的に施策展開する意思表明を行うため、

斑鳩町男女共同参画推進条例の制定に取り組みました。 

  また、男女平等教育、啓発活動の推進といたしまして「わたしが私らしくあるため

に」をテーマに、引き続き町広報紙を通しまして男女共同参画の啓発を行うとともに、

ジェンダーにとらわれることなく女性がさまざまな活動に参加できるよう女性のエン

パワーメントを図り、地域の中でのリーダーとして活躍できる人材を育成するために

自分のやりたいことを発見し、その実現方法や活用方法を学ぶ男女共同参画社会づく

りセミナーを開催いたしました。まずは、男女共同参画の啓発、実践を行うグループ、

「いかるがＫＡＩＧＩ」が企画運営を行う「児童と留学生の交流」、講演会「自分ら

しく輝いてみよう！」の２事業を支援して女性のエンパワーメント活動の支援を図り

ました。 

  次に、６９ページに移ります。 

  相談・救援体制の整備であります。 

  女性の人権を侵害する深刻な問題や女性が抱えるさまざまな問題に対しまして適切な

相談、助言を行うために、毎月第２、第４金曜日にフェミニストカウンセラーによる

女性総合相談を実施いたしました。 

  平成１５年においては、２３名、延べ６３回、平成１４年度は１９名、延べ５９回に

なりましたが、それらの相談が行われました。 

  次に、総合的な情報化の推進でありますが、平成１５年度より電子政府・電子自治体

の構築に向けた総合行政ネットワークＬＧＷＡＮへの接続が全国自治体で始まってお

ります。本町においても、これら情報通信プランの整備を今後における行政運営の戦

略的な課題としてとらまえ、機器の整備に着手いたしました。また、これらにあわせ、

現在の電算室が手狭になることから、また個人情報等の情報管理の徹底を図るため、

企画財政課横会議室を電算室として改造工事を施工しました。 

  次に、７０ページでございます。 

  文化財の保存・継承では、地域文化の保存と共存では、法隆寺地域の仏教建造物が世

界遺産に登録されてから１０周年という節目の年に当たることから、記念シンポジウ
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ムを関係機関の協力のもとにいかるがホールで開催いたしました。この記念シンポジ

ウムでは、法隆寺の歴史と聖徳太子の周辺をテーマに梅原猛氏に基調講演をしていた

だき、大野法隆寺館長、作家の立松和平氏らによるパネル討議が行われ、法隆寺が今

なお聖徳太子の精神を受け継いできた文化遺産であることが確認され、新しい時代の

文化、遺産のあり方を示す貴重な意見をいただきました。また、日本が世界遺産条約

を批准した意義と人類共通の貴重な文化遺産を後世に伝えるとともに、地域の歴史を

知ることから始まる地域文化の活性化を発信いたしました。 

  次に、７１ページの伝統文化の発掘・継承であります。 

  太子の和の精神を未来に引き継いでいくために、太子の日フォーラムを引き続き開催

するとともに、川西町、大淀町と連携のもと、大和猿楽サミットを開催して、伝統文

化の発掘・継承に取り組みました。 

  また、７２ページから７３ページの推進体制の充実でありますが、文化・芸術の振興

として、その核となる財団法人斑鳩町文化振興財団を支援するとともに、拠点施設で

あるいかるがホール、いつでもその機能を発揮するために、住民ニーズに合った管理

運営を実施いたしました。 

  次に、７４ページでございます。 

  自主的なまちづくりへの活動の支援であります。 

  住民の方の創意・工夫を生かした活力あるまちづくりへの取り組みを主体的に行なっ

ていただける人材を育成することを目的にまちづくり人材育成講座太子塾を平成

１３年度から開講してきましたが、平成１５年度では都会に一番近い田舎宣言をテー

マといたしまして、竜田川ウォーキングや竜田川流域フォーラムが開催され、これに

対する活動支援を行いました。 

  次に、７５ページでございますが、行政改革の推進であります。 

  斑鳩町行政改革大綱第３次に基づき、本町の行財政構造を前例としようとする行政管

理型システムから経済性、効率性、効果性をより重視した行政経営型システムに転換

し、中・長期にわたり健全で柔軟な行財政運営を可能とする行財政改革を進めるため、

これらの改革の内容を具体的に明らかにし、計画的に推進するための全期実施計画の

策定に取り組んでおります。 

  続きまして、同じく７５ページの第７号の公平委員会費であります。 

  予算現額８万４,０００円に対しまして決算額は３万６,５００円で執行率は
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４３.４％となっております。登録職員団体の記載事項変更の審議、登録のための委員

会を１回開催いたしております。 

  次に、７６ページから７７ページの第８目の交通安全対策費でございます。 

  予算現額６３１万８,０００円に対しまして、決算額は６２４万９,０５７円で、執行

率は９８.９％となっております。 

  まず、交通安全対策の推進事業といたしまして、広報活動及び交通安全教室等を開催

するほか、関係団体に対し助成をしたところであります。また、施設整備では交通事

故防止のための対策といたしまして道路反射鏡の設置及び車並びに歩行者の安全確保

のための白線整備、あるいは転落防止を図るための防護さくの設置等を行ったところ

でございます。今後も引き続き経過にも配慮しながら、交通安全施設整備に取り組ん

でまいりたいと考えております。 

  また、平成９年度に斑鳩町放置自転車等の防止に関する条例を施行いたしました。こ

れを受けましてＪＲ法隆寺駅周辺に自転車等放置防止指導員を配置し、放置自転車等

の一掃に努めているところでございます。この結果、平成９年度では放置自転車を移

送いたしました自転車等の台数が４９２台でありましたが、年々減少傾向にありまし

て平成１５年度での放置自転車等の移送は６９台でありました。一定の効果が上がっ

ているのではないかと考えておるところでございます。 

  次に、７７ページの第９目の自転車等駐車場運営費でございます。 

  予算現額２,１９２万９,０００円に対しまして、決算額が２,１７８万３,８３５円で、

執行率は９９.３％となっております。 

  自転車等駐車場の利用状況でありますが、平成１５年度は前年度と比較いたしますと

北口自転車等駐車場では若干の利用増となっておりますが、全体では前年度より２％

減の６万８,０１９台の利用状況となっております。これは少子化等というより、近々

の利用者数が従来の利用者が退職等の理由によって利用されなくなった数を上回らな

かったことによるものではないかと考えております。 

  次に、７８ページでございます。 

  第１０目の防犯対策費でございます。 

  予算現額７９０万９,０００円に対しまして、決算額は７７５万９,８１２円で執行率

は９８.１％となっております。 

  まず、防犯意識の高揚でありますが、平成９年１２月に制定いたしております斑鳩町
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安全で住みよいまちづくりに関する条例の趣旨に基づきまして、斑鳩町生活安全推進

協議会が中心となりまして、安全で安心して暮らせるまちづくりに努めてまいりまし

た。平成１５年度は空き巣や空き巣商法等の軽犯罪から地域を守るために８月に第

２回身近な犯罪から家庭を守る講演会を開催し、住民皆様の自主、防犯意識の高揚に

向けて取り組みました。 

  また、引き続き「こども１１０番」の家について、古くなった旗の交換等、適宜行い、

より一層の充実を図ったことや、春休み、夏休み、冬休みや年末における特別巡回の

実施、また平成１６年３月には第６回目の安全と安心を守る町民の集いを開催し、地

域の安全確保について、啓発を図るなど安全で住みよい地域社会の確立に向けて取り

組んでいただいたところでございます。 

  また、防犯体制の充実におきましては、防犯灯維持管理への助成といたしまして犯罪

等の防止を図るため、自治会が設置管理していただく防犯灯の設置工事並びにそれら

の自治会管理の防犯灯に要します電気料金等の維持経費に対しましてそれぞれ補助金

を交付し、防犯対策の取り組みも行いました。なお、自治会の区域に属さない箇所に

おいては、町が防犯灯の設置を行っておりまして、平成１５年度では６灯の新設を行

っております。 

  ７９ページでありますが、さらに警戒活動といたしまして１２月２８日から３０日ま

での３日間、夜から翌日の朝にかけまして町消防団によります巡回を行っていただき、

より一層の安心して暮らせる町の推進を図っているところでございます。 

  また、地域防犯の推進といたしまして、先ほど申し上げました「こども１１０番」の

家、また徘回高齢者や行方不明者の早期発見のため、一斉ＦＡＸを利用したＳＯＳネ

ットワークの利用などより一層の地域の防犯体制の充実に努めてまいります。 

  次に、８０ページ第１１目、青少年対策費であります。 

  予算現額２５９万３,０００円に対しまして、決算額は１８８万３０２円で、執行率

は７２.５％となっております。 

  青少年がかかわる事件、事故等が多発する中、青少年の健全育成に向けた取り組みを

行なうため、青少年問題協議会を中心とし、警察、防犯員と連携しながら、学校の休

業期間中における青少年に対する声がけなどを行う育成部会の巡回指導を長期休業中

に延べ１０回実施し、非行防止に努めてまいりました。 

  また、強調月間にあわせ行います啓発用の横断幕の設置や啓発部会によります街頭啓
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発、広報車での広報活動などを３回実施し、町民の方々に対し青少年の健全育成につ

いての意識の高揚や、協議会、組織に対する認識と理解をいただいたところでござい

ます。また、青少年や保護者からの悩みに対し、専門の指導員が相談を受ける相談部

会の悩み事相談事業につきましては、３５件の相談があり、年間延べ１４１日間にわ

たり学校等と連携をしつつ、それぞれの悩みに対しアドバイスなどを行い、悩みの解

消に努めたところでございます。このように３つの部会を中心に青少年の健全・育成

に取り組んでまいりました。 

  続きまして、８１ページの第２目、徴税費でございます。 

  まず、町税の収納状況についてご説明申し上げます。 

  平成１５年度の町税収納済み額は、総額で２８億３,４５１万３１７円となり、予算

額に比較いたしまして１,８８８万９,６８３円減となっております。収入額の前年度

との比較では、２億６,９１９円の減となっております。 

  税目別に説明いたしますと個人住民税現年度分におきましては、前年度と比較いたし

まして１億４,４７０万６,３７６円の減となっております。最近では経費が回復基調

であると言われておりますが、個人住民税では１４年中の所得に対して課税されるこ

とから、長引く景気低迷による所得の低下がその主なものであります。 

  法人町民税につきましては、個人住民税等々より現年度では前年度と比較いたしまし

て１，３６８万８,２００円の減となっております。 

  固定資産税の現年度分では、土地について地価が下落したことによる減や、平成

１５年度の評価替えで所用の原価補正による減、家屋では在来分、家屋の減価を行っ

たっことにより前年度と比較して４,５３１万５,９３６円の減となっております。 

  また、軽自動車税は登録台数の増加により、前年度と比較いたしまして１１６万７，

８００円の増となっております。 

  たばこ税につきましては、全国的に需要が減少していますが、税率改正による増と販

売店の努力によりまして販売本数が増加したことにより、前年度と比較いたしまして

１,２５７万６,３３６円の増となっております。 

  次に、歳出面における執行状況でございます。 

  第２項の徴税費でございますが、予算現額１億３，３３２万４,０００円に対しまし

て、決算額は１億２,６３２万１２４円となっております。執行率は９４.７％でござ

います。 



 

－ 48 － 

  まず、第１目の税務総務費でございますが、予算現額８,０７６万２,０００円に対し

まして、決算額は８,０２３万７,８７１円で、執行率は９９.３％となっており、これ

は職員の人件費が主なものでございます。 

  また、８１ページの固定資産評価審査委員会の開催につきましては、任期満了による

委員長選任及び委員の資質向上を図るための研修会の開催により委員会を１回開催さ

せていただいております。 

  次に、８２ページの第２目の賦課徴収費でございます。 

  予算現額５,２５６万２,０００円に対しまして、決算額が４,６０８万２,２５３円で、

８７.６％の執行率となっております。自主財源であります町税の確保と徴収率の向上

を図るため、滞納者には催告書の送付、夜間、休日の訪問徴収、徴収嘱託員による定

期的な訪問徴収を行うとともに、徴収月間を儲け、徴収の強化を図ってまいりました。

また、徴収困難なものには斑鳩町町税等特別徴収対策本部で徴収班を組織し、訪問徴

収を行うことにより、繰り返し納付指導に当たるとともに、平成１４年度から行って

おります県税職員の派遣事業を１５年度も引き続き取り組み、滞納処分等を行い、一

定の効果を得ているものの長引く景気低迷と町内大型企業の倒産の影響を受け、町税

全体の収納率は９１.１％と前年度より１％の減となっております。 

  今後、さらに滞納者については訪問徴収と直接面談することにより、納付に対する理

解を求めるとともに、納期内納付を推進するとともに、滞納整理についても積極的に

進めてまいりたいと考えております。 

  また、地方税法の規定に基づき、収納見込みのないものにつきましては、執行停止不

納欠損処分を行っており、平成１５年度は１,２２８万１２４円の不納欠損処分を行い

ました。町税の課税につきましては、適正な課税及び徴収事務を行うため、電算処理

料を執行しております。固定資産の課税では、固定資産税の家屋の評価について、家

屋評価システムにより適性かつ迅速な事務処理を行いました。今後もより一層適正な

課税と収納率向上に努めてまいりたいと考えております。 

  なお、納付書三連式様式にて指定金融機関や郵便局以外でも納付できるよう利便性を

図るとともに、自動交付機より税関係証明について休日時間外の交付もできるようサ

ービスの向上に努めております。 

  次に、８６ページから８８ページ、第３項の住民基本台帳費、第１目の戸籍住民基本

台帳費であります。 
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  予算現額７,３９２万７,０００円に対しまして、決算額は７,０７４万９,２３９円で、

９５.７％の執行率となっております。 

  平成１５年２月から戸籍事務の電算化によりますシステム管理を行っているところで

あります。このことから、迅速でかつ正確な戸籍記載が可能になり、事務処理の効率

化や戸籍の発行事務にかかる待ち時間の短縮などを図っているところでございます。

また、住民記録の電算システムや自動交付機により、迅速、正確な窓口対応等、事務

処理に努めたところでございます。 

  平成１５年８月２５日から住民基本台帳ネットワークシステムの第２次稼動を実施い

たしましたが、個人情報の法に万全を喫する中で、住民票の写しの広域交付や、住民

基本台帳カードの交付業務を行い、住民サービスの向上に努めますとともに、平成

１５年６月から身近な郵便局を利用していただくことで、よりきめ細やかな住民サー

ビスに取り組むといった観点から、竜田、法隆寺、斑鳩興留の３郵便局で住民票の写

しや、印鑑証明書などの交付に取り組んでいるところでございます。 

  次に、８９ページの選挙費でございます。 

  第４項、選挙費でありますが、予算現額３,８５３万９,０００円に対しまして、決算

額は３,４４０万７,７３３円で、執行率は８９.２％となっております。 

  まず、第１目、選挙管理委員会費では、予算現額１５９万５,０００円に対しまして、

決算額は１４４万５,２８３円で、執行率は９０.６％となっております。選挙管理委

員会の運営等に要します経費でありまして、定時登録等、定期的な委員会の開催や研

修会、また政治倫理条例による審査請求による署名等の確認のための委員会の開催を

初め、県会議員選挙、町会議員選挙、知事選挙、衆議院議員総選挙の適正かつ迅速な

執行を図るための委員会を開催いたしております。 

  第２目の常時啓発費であります。 

  予算現額９万円に対しまして、決算額は６万８,７５８円で、執行率は７６.３％とな

っております。 

  明るい選挙啓発の推進として、新成人への白ばらノートや選挙啓発資料の配布による

選挙の仕組みや選挙違反防止等の啓発や明るい選挙推進協議会の委員研修を行うなど、

委員の資質向上にも努めてまいりました。 

  また、小・中学校の児童・生徒にも選挙への理解と関心を高めていただくため、明る

い選挙を題材といたしました啓発ポスターの募集を行い、さらなる啓発の推進に努め
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てまいっております。 

  次に、９０ページの奈良県議会議員選挙であります。 

  予算現額は８３４万９,０００円に対しまして、決算額は８３０万１,６６２円で、執

行率は９９.４％となっております。 

  平成１５年４月１３日執行の県会議員選挙の事務に要した経費のうち、平成１５年度

に執行したものの経費でございます。 

  第４目、斑鳩町議会議員選挙費でありますが、予算現額６４８万４,０００円に対し

まして、決算額６４７万９,２９３万円で、執行率は９９.９％となっております。 

  平成１５年４月１７日執行の町会議員選挙の準備に要した経費のうち、平成１５年度

の分として執行した経費でございます。 

  次に、９１ページであります。 

  第５目の奈良県知事選挙費では、予算現額１,０３２万円に対しまして、決算額は

６４１万７,７７３円で、執行率は６２.１％となっております。 

  平成１５年１１月９日の奈良県知事選挙の執行に要した経費であります。なお、この

選挙におきましては、衆議院議員総選挙との同時選挙となっております。 

  第６目、衆議院議員選挙費では、予算現額１,１７０万２,０００円に対しまして、決

算額１,１６９万４,９６４円で、執行率は９９.９％となっております。 

  平成１５年１１月９日の衆議院議員総選挙の執行に要した経費でございます。 

  次に、９２ページの第５項の統計調査費であります。 

  予算現額１８１万４,０００円に対しまして、決算額は１５１万３,９０１円で、執行

率は８３.４％となっております。 

  初めに第１目の統計調査総務費では、予算現額１万１,０００円に対しまして、決算

額は１万９００円で執行率は９９％となっております。 

  第２目の指定統計調査費では、予算現額１８０万３,０００円に対しまして、決算額

は１５０万３,００１円で執行率は８３.３％となっております。 

  個人情報の保護等に細心の注意を払いながら、毎年実施いたしております工業統計調

査及び５年ごとの実施の住宅・土地統計調査を実施いたしております。 

  次に、９３ページの第６項の監査委員費、第１目、監査委員費であります。 

  予算現額１,０１６万４,０００円に対しまして、決算額は１,００５万９,３５３円で、

執行率は９８.９％となっております。 
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  決算額の内訳といたしましては、監査委員報酬及び職員の人件費が主なものでござい

ます。なお、本年度は社団法人斑鳩町シルバー人材センターに対し、財政援助団体等

監査を実施いたしております。 

  また、峨瀬自治会集会所補助金等についても、平成１６年３月１９日及び２２日に住

民監査請求が提出されているところでございます。 

  以上、簡単でございますが、第２款の総務費でございます。 

  決算の概要を説明させていただきます。よろしくご審議を賜りますようよろしくお願

いいたします。 

○森河委員長 説明が終わりました。 

  第２款、総務費について質疑をお受けいたします。 

  浦野委員。 

○浦野委員 ちょっと細かい話で申しわけないんですけども、まず５６ページ、右側の真

ん中あたりにコミュニティ推進組織の確立ということで、自治会への助成金の中で自

治会文具料等助成金を交付したと書いてますけども、この自治会文具料というのは適

切な言葉ではないと思うんですけども、旧来からずっとこの言葉使われてて、私も自

治会長をした経験があるんですけども、先ほど 巳監査委員の監査の結果、報告の中

で、各種団体の助成金に対しても細部にわたりチェックする必要があると、財政的に

苦しい中で、適切な助成ということで言われたと思うんですけど、今現在、この文具

料等助成金を交付している内容について知りたいと思います。 

  次に、４点ほどありまして、６１ページ、右側の表の下から４つ目ですか、斑鳩らし

さウォッチング研修２件ということで、報告ありましたですけども、これについての

具体的な内容について聞かせていただきたいと思います。 

  それと３点目は、ページ７０ページ、世界遺産登録１０周年記念事業ということで、

いかるがホールでパネルディスカッション方式で４人の先生を交えて行われたわけな

んですけども、これは私も出席させていただいてたわけなんですけども、これについ

ての４４７万円余りの経費が使用されたわけなんですけど、事業の成果について町長

のご意見、成果はどのようにあったということで受けとめておられるのかを聞きたい

と思います。 

  それと、９１ページ、左上、奈良県知事選挙費の事業執行率６２.１％ということで、

予算が１,０３２万に対して、決算が６４１万何がしということなんですけども、これ
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予算の立て方がちょっと余りにもかけ離れた立て方をされてるんじゃないかなと思い

ますし、右の細部の表に見ておるんですけども、予算の現額と決算額ほぼ一致しない

と予算の立て方についてまずかったんじゃないかなと思うんですけども、その点の意

見を。 

  以上、４点についてお伺いいたします。 

○森河委員長 田総務課参事。 

○ 田総務課参事 では、１点目のコミュニティ推進組織の確立の中で、自治会の助成と

いうことで、文具料についてのお問い合わせでございますが、これにつきましては昔

は筆墨料という名目で補助金を交付しておりました。この内訳といたしましては、文

具料、今で言いますと文具料等の中には、事務手数料ですね、それが１世帯当たり

８００円、ごみ袋配付手数料５０円、一自治会に均等割りとして１万円を交付してお

ります。 

  以上でございます。 

○森河委員長 西本総務課長。 

○西本総務課長 それでは、私の方から６１ページのいかるがらしさウォッチング研修、

それと９１ページの奈良県知事選挙費の関係につきましてお答えをさせていただきま

す。 

  まず、斑鳩らしさウォッチング研修でございますが、昨年度は２名行っております。

２名が一緒に行っておりまして、行き先は滋賀県のごみ焼却炉の視察で、１日ウォッ

チング研修ということで行っております。 

  次に、９１ページの奈良県知事選挙費の予算現額と決算額の相違の関係でございます。

これにつきましては、本来選挙が終わりました後、補正予算をもちまして精算を行っ

てきておるところでございますが、この県知事選挙費の県委託金の確定が３月に間に

合いませんでして、本年の４月以降に確定がずれ込んだため、３月の補正予算で精算

することができませんでした。これにつきましては、同時選挙、衆議院議員との同時

選挙ということで、本来、単独の選挙でございましたら予算現額にございます金額が

おおむねかかってくるところではございますが、同時選挙ということで、経費が若干、

半減されております。こういった中での決算額ということ、それと先ほど申しました

ように、この県委託金の確定が本年４月にずれ込んだということで、補正予算ができ

なかったということでこのような決算結果になってることをご理解賜りますようお願
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い申し上げます。 

  以上でございます。 

○森河委員長 小城町長。 

○小城町長 ページ７０ページの世界遺産登録１０周年記念事業の開催に伴って、この事

業の成果ということでございます。浦野委員もそのときにご来場いただいて、拝聴し

ていただいた。特にこの関係等については、やはりこの法隆寺の管長さん、あるいは

またベルバラ等、また斑鳩の宮をかかれた池田理代子さん、あるいは立松和平さん、

武田佐知子さん、超一流の方をお招きしたわけですけれども、やはりこの満杯になる

ぐらいの盛況、特にやっぱり千何人の応募があって、抽選で７２０ということでした

わけです。非常に関心が高い。私はやっぱりなぜこの１０周年の記念講演の中で、や

はり池田理代子さんが申されるように斑鳩というその地名がやっぱり行政区域を変え

てはいけない、あるいはそういうことをやっぱりそのなぜ飛鳥から斑鳩へ、この中で

もたくさんの中でこの地を選ばれたのかということをやっぱりかなり立証されてられ

る。やっぱりその中で、特に池田理代子さんは、斑鳩の都、聖徳太子という本も書か

れてますけれども、それを読ませていただいても非常に興味深く以前にもベルバラが

宝塚にあったように、斑鳩の宮と聖徳太子がなぜＮＨＫの大河ドラマに出ないのかと

いうことも、かなりいろんな意見があったわけですけども、聖徳太子として大河ドラ

マじゃないですけども、そういうことをされたこともございます。それほどやっぱり

私はこの世界遺産の第１号として登録されたそういう意義あるものでございますから、

私はこの世界遺産のある斑鳩から、あるいは発信をしていくそういうことが非常に大

事であろうと思うし、我々が後世にこの関係等については、十二分にこの歴史風土、

特にやっぱりこの法隆寺の裏山から、あるいは法起寺、法隆寺を臨むやはりこのバッ

ハゾーン、特にそういうものを残していただいた、それがやっぱり私は規制を受けな

がら、自分の土地でありながら家を建てようと思っても建てられない、そういう風致

の景観を守ってこられたというところに非常にその規制を守られたことに対する意義

深いものがあると思うし、これからもその後世にそれを引き継いでいく、我々はそれ

が一番大事であろうと思うし、この世界遺産の登録された斑鳩というこの法隆寺、あ

るいは法起寺、仏教建造物の中にそういうものの背景があるということは、私はやっ

ぱり意義深いものであろうと思いますし、ちょうど１０周年の記念でございますから、

特にこの発信は斑鳩からされたと読売新聞にも後刻そういう関係の内容を掲載いただ
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いたところでございますし、やはりその反響は非常に大きかったと思っています。 

○森河委員長 他にございませんか。 

  三木委員。 

○三木委員 １点だけお聞きします。 

  ページ数で言いますと５８ページと６２ページのですね、相談体制の強化の件ですが、

人権相談、無料法律相談、それから行政相談、この３つなんですが、これ３つとも電

話交換室の前の会議室で行われているもんだと思いますが、人権相談、これについて

人権侵害等に関する相談、月１回、こういう相談は少ない方がいいだろうとは思いま

すが、ただ相談件数なんですが、まずこれは月１回、ということは年１２回、１２回

のうち２件かということですね。この金額がかかった金額が１,５００円、それからこ

の相談件数がちょっと少ないな、またこの１,５００円の内訳は何なのか。 

  それと、この行政相談もそうなんですが、これは日時、月何回ということを定めてな

いようです。これはどういう形で随時指定した日を相談があれば、受け付けてるのか、

これもちょっと１５年度で６回ということです。これも５００円、この５００円なる

内訳はどういうものなのかなと。まず、この点についてちょっとお聞かせください。 

○森河委員長 西谷住民課長。 

○西谷住民課長 行政相談の方なんですけれども、行政相談の方は第３火曜日しておりま

す。その方は、今、費用５００円となっておりますけれども、この方は旅費の職員の

出張旅費５００円を計上させていただいております。 

  そして５８ページの人権相談の１,５００円にいたしましても出張旅費を計上させて

いただいております。 

  相談件数２件ということで、大変少ない件数ではございますけれども、人権擁護員さ

んが人権相談は第２水曜日なんですけれども、お昼１時から４時まで設置していただ

いてるんですけれども、町内での相談等は人権相談もございますし、無料法律相談、

また消費相談等もございますので、実際人権相談だけということになりましたら２件

の相談しかなかったということでございます。 

  そして、無料法律相談の方は、弁護士さんがしております。 

  以上です。 

○森河委員長 三木委員。 

○三木委員 ということはですね、行政相談は毎月第３火曜日、ということはここにうた
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っておけばいいわけですね、ちょっと抜けてるのが私不定期にやってるのかなという

ふうに解釈したんですが、その辺ちょっと確認させていただきました。 

  この無料法律相談なんですが、私もちょっと相談された方とご一緒に行かしていただ

いた経緯があるんですが、これ１５年度で１６９回、そうしますとこれ月２回ですね、

そうすると２４回、平均すると７人の相談者になると思うんですが、このほかの人生

相談、行政相談に比べて非常に相談件数が私多いと思うんですが、まず一つ目として

これ人数限定されてると思うんですね、時間の制約があるので。これ、何人でしたか

ね、ちょっと私何人だったかちょっとわからないんですが、もしですね、これ多けれ

ばもう少し枠を広げるとかですね、回数をふやせるとか、という形にしてはどうかな

と。法律相談というのは、私も何回か行ってますけど、いつも満杯になったというケ

ースがあるんでね、その辺はちょっとどうでしょうか、お聞かせください。 

○森河委員長 西谷住民課長。 

○西谷住民課長 無料法律相談の件数でございますが、１時から４時までお一人２０分、

ですから８人さんがしていただくことになります。２０分、弁護士さんの休憩ござい

ますので、８人ということでさせていただいております。前もって予約を受けており

ますので、委員さんおっしゃるようにキャンセル待ちをしていただく場合もございま

す。その場合、キャンセル待ちをお聞きいたしまして、当日予約されてた方がキャン

セルされた場合は、そのキャンセル待ちの方に随時確認をさせていただいて相談をし

ていただくようにさせていただいております。 

  おっしゃるようにもう少し枠を広げてしてはどうかということなんですけれども、奈

良弁護士会ともご相談をしておりますけれども、その方、ちょっと予算等にも費用も

かかるということで、今現在、こういう状況でさせていただいております。ですから、

急に例えば相談をされる場合でしたら、奈良弁護士会の方に直接ご相談していただく

か、また内容をお聞きいたしまして実際弁護士さんにお聞きする内容か、また消費者

相談員さんでもいける内容であれば、そこでまた相談を相談員さんの方にご相談して

いただくというふうな形で対応しております。 

  以上です。 

○森河委員長 三木委員。 

○三木委員 できましたら今もキャンセル待ち有無あるようでございます。ちょっと一工

夫していただければということをお願いしておきます。 



 

－ 56 － 

  それと確認ですが、この９３万４,５００円というのは、これは弁護士さんの報酬と

解釈してよろしいです。よろしければもう結構です。 

○森河委員長 西谷住民課長。 

○西谷住民課長 ９３万のその方でございますが、その方は奈良弁護士会の委託費用にな

ります。その内訳を申し上げます。先ほどの９３万５,０００円、ちょうどが委託費用

に当たります。 

  以上です。 

○森河委員長 三木委員。 

○三木委員 弁護士さんは２人ですか。 

○森河委員長 西谷住民課長。 

○西谷住民課長 弁護士さんはお一人。輪番制で来ていただいております。 

○森河委員長 三木委員。 

○三木委員 順番は、その人一人だけがもう１年間ずっとやられてるという解釈ですが、

それとも変わるんですか、僕違ったように思うんですが、どうでしょうか。 

○森河委員長 西谷住民課長。 

○西谷住民課長 月２回なんですけれども、その方は輪番制ですので、奈良弁護士会の方

で輪番制になっておられますので、同じ方が来られるんじゃないんです。だからその

都度、弁護士さんはかわっておられますので、前回ご相談した方は次のときにもしか

予約とられてされましても弁護士さんはかわっておられるということになります。 

  以上です。 

○森河委員長 三木委員。 

○三木委員 毎月変わってくるということで理解させていただきます。 

○森河委員長 木澤委員。 

○木澤委員 ３点お聞きいたします。 

  ５７ページのコミュニティバスの運行なんですけども、これは２本運行していただい

てると思うんですけれども、高齢者の方、利用していただいて今後の利用を求める声

も含めてですね、福祉課の方で声を聞いておられた反応等、ちょっとお聞かせいただ

きたいと思います。 

  ５９ページの出前講座なんですけども、合併の問題で出前講座を採用していただいて

いるということをお話聞きましたけども、普段そういう要望があったときにはどうい
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った体制で臨んでいただいているかということでお聞きしたいと思います。 

  次ですね、６９ページの女性の総合相談の実施のところで、件数として回数として

６３回となってますけど、このうちドメスティックバイオレンスの相談というのは何

件あったのか、この３点お聞きします。 

○森河委員長 田総務課参事。 

○ 田総務課参事 コミュニティバスの運行について老人の声ということですけども、便

利に使わせていただいてるというのは聞いております。 

  それと出前講座ですけども、１５年度の出前講座につきましては、その時の市町村合

併については、１件の団体の方から申込みがあります。今後につきましては、この間

も市町村合併の出前講座は積極的に入れていきたいというふうに聞いております。 

○森河委員長 藤原企画財政課長。 

○藤原企画財政課長 女性相談やってますＤＶの件数ということでございますけども、

１５年度中の相談件数のうち５件ございました。 

○森河委員長 木澤委員。 

○木澤委員 ちょっと聞き方が悪かったかもしれませんけども、合併問題のことに関して

の出前講座じゃなくて、ふだんの項目挙げていただいてますけど健康づくりについて

等とか、１名で行って、各固定での話ではないと思うんですけども、２名いかれると

かどういった開催をしているとか、そういうことをお聞かせいただきたいなと思いま

す。 

 あと、ドメスティックバイオレンスの件ですけども、緊急を要するどうしても保護をし

なければいけないそういった状況はあったんでしょうか。 

○森河委員長 藤原企画財政課長。 

○藤原企画財政課長 ご質問の中では緊急を要するというのはございませんでした。仮に

そういうことがあれば、警察、あるいは県の女性センター等に連絡をしていくと思っ

ております。 

○森河委員長 田総務課参事。 

○ 田総務課参事 出前講座につきましては、今現在行われておるのは職員大体２名程度

行っておられる体制をとっておられます。 

○森河委員長 他にございませんね。 

  嶋田委員。 
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○嶋田委員 町税の徴収のことに関してちょっとお聞きしたいと思います。 

  先ほど口頭でたばこ税、１億九千何がしかの報告がありましたが。 

○森河委員長 ページ数。 

○嶋田委員 ページは書いてないんですわ。たばこ税のここには。そやからそれに関して

ですね、近隣の町村と比べてどうなんかというのをちょっとお聞きしたいと思います。 

○森河委員長 植嶋課長。 

○植嶋税務課長 たばこ税でございますが、今、近隣の町村でございますが、１５年の分

はちょっと持ち合わせておりません。まだ入手しておりません。１４年の分でよろし

いでしょうか。近隣の市町村で１４年度分のたばこ税でございますが、平群町が

７,２０３万７,０００円、三郷町が７,５０８万６,０００円、安堵町が４,２３９万

８,０００円ということになっております。ちなみに斑鳩町でございますが１億

８,１２６万４,０００円ということになっております。 

○森河委員長 嶋田委員。 

○嶋田委員 安堵町は人口少ないと思うんですけれども、平群、三郷と比べて断とつに多

いというのは、これは原因はどこにあるとお考えですか。 

○森河委員長 植嶋税務課長。 

○植嶋税務課長 たばこ税の場合でございますが、たばこ税の場合は仕入れ先が斑鳩町に

ある場合は斑鳩町に入ることになっております。斑鳩町の場合、特に近隣から比べま

すと人口比率から見ても高いわけでございますが、販売業者の方が斑鳩町で仕入れら

れて、他町村で販売していただいてると、この購買等も相当努力していただいてると

いうふうにも考えております。 

○森河委員長 ありがとうございます。 

  ありませんね、まだありますの。 

  木澤委員。 

○木澤委員 ８６ページの住民基本台帳に伴っての郵便局での住民票等などの交付なんで

すけども、窓口で確認が要る等などで何か問題、トラブル起きてないですか。 

○森河委員長 西谷住民課長。 

○西谷住民課長 おっしゃるとおり郵便局でされる場合は、特に本人確認を窓口で提示し

ていただいておりますけれども、それに関しまして問題は起きておりません。 

  今現在、斑鳩町の住民課の窓口で発行する場合にもお願いということなんですけれど
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も、本人確認、例えば免許証、保険証等を提示していただいて本人確認を行っている

状況です。 

  以上です。 

○森河委員長 ありがとうございます。 

  ほかにございませんね。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○森河委員長 これをもって第２款 総務費について審査を終わります。 

  １３時まで休憩いたします。 

（午後１２時０４分 休憩） 

（午後１３時００分 再開） 

○森河委員長 再開いたします。 

  次に、第３款 民生費について説明を求めます。 

  中井住民生活部長。 

○中井住民生活部長 それでは、主要な施策の成果報告書の９４ページから１２９ページ

の第３款 民生費の執行状況について、ご説明を申し上げます。 

  まず、民生費全体での決算額は、１５億８４４万9,７９７円となっておりまして、執

行率は９３％でございます。すこやかにともに生きる福祉のまちづくりの実現を図るた

め、障害福祉の充実に努め、子どもから高齢者、障害を持った人たちなど、誰もがとも

に助け合いながら、安心してあたたかいふれあいの中、家庭や地域で生活ができるよう、

施策の推進に努めてまいりました。 

  まず、９４ページ、９５ページの第１項 社会福祉費の第１目 社会福祉総務費でご

ざいます。予算現額２億2,３７５万円に対しまして、決算額は２億1,０６８万

9,６１１円で、９4.１％の執行率でございます。職員１３名の人件費及び国保特別会計

への繰出金、並びに社会福祉協議会等への補助金が主な支出となっております。また、

篤志家から福祉基金への寄附金としまして、６０万円の受け入れを行い、平成１５年度

末での福祉基金の積立額は３億2,３６５万1,４３４円となっているところでございます。 

  なお、基金の運用益につきましては、福祉施策の充実を図るために活用をいたしてお

り、平成１５年度におきましても、７０歳以上の方に交付をいたしております高齢者優

待乗車券交付事業に充当をさせていただいております。 

  また、社会福祉協議会におきましては、介護保険指定事業者として、介護保険サービ
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スの提供を行いますとともに、町から委託を受けました他の福祉事業や、地域の福祉向

上の推進役として活動をしていただいているところでもございます。さらに、平成

１５年度からは支援費制度によります在宅介護サービスの提供も行っているところでご

ざいます。 

  次に、９６ページの第２目の国民年金事務取扱費でございます。予算現額が９３１万

3,０００円に対しまして、決算額は９２８万4,４８０円で、執行率は９9.６％でござい

ます。国民年金制度に伴います事務は、国が行う業務でございますが、しかし、第１号

被保険者の資格関係届で、一部の年金最低請求、保険料の免除手続、学生の納付特例な

どの事務手続につきましては、法定受託事務として、町の方で行っているところでござ

います。公的年金につきましては、老後の生活安定を保障する住民に最も密接な制度で

あり、中でも国民年金は厚生年金や共済組合の加入者も含めた基礎的な年金であるとい

うことは言うまでもないところでございます。昨今の年金に関します多くのマスコミ報

道により、年金制度に関心を持たれる方はふえてまいりました。窓口や電話などでの相

談が多く寄せられているところでもございます。 

  年金保険料の未納率が全国平均で３７％に達するなど、制度に不信感を抱く方が多い

との報道もされているところでございますが、公的年金は社会保険制度であることや、

障害及び死亡に対する給付があることを知らなかったりするなど、誤解されている場合

も少なくございません。相談等には親切丁寧に対応を行い、制度の正しい普及啓発に努

めているところでございます。 

  次に、９７ページから１０６ページの第３目の老人福祉費でございます。予算現額

２億3,４４５万1,０００円に対しまして、決算額は２億2,５２２万8,９６４円で、

９６％の執行率でございます。高齢福祉の増進を図るため、要援護高齢者や一人暮らし

高齢者等に対しまして、日常生活を支援するサービスとか、介護サービス、家族介護を

支援するサービスの提供によりまして、自立と生活の質の確保を図りますとともに、高

齢者が生きがいやすこやかで活力ある地域づくりを推進し、要援護高齢者、一人暮らし

高齢者等の福祉の向上のための各事業に取り組んでまいりました。 

  まず、地域ケア体制づくりでございますが、要援護高齢者や、その家族等が各種保健

福祉サービス、介護などにつきまして、２４時間総合的に相談が受けられるよう、社会

福祉協議会及び第二慈母園に在宅支援介護センターの運営を委託をいたしているところ

でございます。 
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  また、高齢者の自立した生活の確保や、生きがいと社会参加を促進することにより、

できる限り要介護状態に陥ることなく、健康で生き生きとした生活を送り、また住み慣

れた家庭や地域で暮らすことができるよう、介護予防、生活支援サービスの提供も行っ

ているところでございます。 

  主な事業といたしましては、一人暮らし高齢者等の安否確認のための配食サービスや、

愛の訪問サービス及び緊急通報装置の設置事業を推進しているところでございます。 

  これら事業の利用登録者数は、配食サービスでは９０人、愛の訪問サービスでは

１０６人、緊急通報装置の設置では６３人の方に実施をいたしております。なお、緊急

通報システムでございますが、安否確認の通報先が、従来は付近住民の方とか知り合い

の方というシステムをとっておりましたけれども、留守であったり、ファクシミリ電話

の利用などといったことによりまして、緊急通報というシステム機能が発揮できないこ

とも考えられますことから、平成１５年度からは緊急通報先を２４時間３６５日体制が

とれます委託業者に変更をいたしまして、利用者からの通報による緊急時の対応が図れ

る新しいシステムへの変更を行ったところでございます。設置者数は、昨年度より７人

多い６３人となっております。このうち、入院等といった個人的な理由によりまして、

新しいシステムに移行されてない人も、数人の方がおられるところでございますが、そ

れ以外の方につきましては、新しいシステムへ切りかえが終了をいたしているところで

ございます。 

  また、高齢者の生きがいづくりでございます。高齢者の社会参加を促進するため、

７０歳以上の方を対象に、「高齢者優待乗車券」の交付を行っております。それととも

に、人生経験豊かな高齢者の知識と経験を生かし、生きがいづくりと健康づくりのため

の多様な社会活動をされている老人クラブの活動に対しまして、助成も行っているとこ

ろでございます。さらに高齢者を敬愛し、長寿を祝うため、９月１３日にいかるがホー

ルで「敬老式典」を開催をいたしたところでございます。 

  また、介護保険サービスの推進といたしましては、低所得者のホームヘルプサービス

の利用料の一部につきまして助成を行い、介護保険サービスの円滑な利用の支援をいた

したところでございます。 

  続きまして、介護予防生活支援の推進でございます。要援護高齢者や一人暮らし高齢

者の生活を支援するため、シルバー人材センターの会員が、援助の必要な高齢者宅を訪

問し、日常生活の簡単なお手伝いを行います「軽度生活援助事業」、居宅に訪問して昼
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食の提供や乳酸飲料の配達を行いながら、高齢者の安否確認を行います「配食サービ

ス」、「愛の訪問サービス」、理容師等が居宅に訪問します「訪問理美容サービス」、

寝具の衛生管理のための「寝具洗濯乾燥等サービス」などを実施をいたしたところでご

ざいます。 

  また、介護保険で非該当と認定された方などを対象に、ホームヘルパーを居宅に派遣

します「生活管理指導員派遣支援サービス事業」や、高齢者の社会的孤立の解消及び自

立支援のため、「地域住民グループ支援事業」を実施をし、小地域福祉会の育成、組織

化に努めますとともに、外食に頼りがちな単身者に対しまして、自分で料理ができ、よ

り自立した生活を送るための高齢者男性料理教室を引き続き開催をいたしまして、男性

高齢者の介護予防に努めたところでございます。 

  また、家族介護支援の推進でございますが、常時、失禁状態にあります高齢者を介護

されている方を対象に、「紙おむつ等の支給事業」を実施いたしますとともに、介護保

険の要介護４、または５の認定を受けた高齢者を介護されている家族の方に、介護手当

の支給及び要介護４、及び５の認定を受けた高齢者が過去１年間、介護保険のサービス

を利用されなかった場合で、現に在宅で介護をされている家族の方に、「家族介護慰労

金」の支給を行うなど、在宅介護の支援を行ったところでございます。 

  さらに、痴呆性高齢者を介護している方を対象に、徘徊されたときに、その居場所を

早期に発見できるシステムの使用料を助成します「徘徊高齢者家族支援サービス」も実

施をいたしました。 

  そのほかに、家族介護教室や家族介護者交流会を開催をいたしまして、介護者間の交

流の輪を広げることにも努めたところでございます。 

  また、老人保健法に規定をされております負担割合に基づきまして、老人保健特別会

計に１億2,２７１万5,０６３円の繰り出しを行ってもおります。 

  次に、１０６ページの第４目 老人憩の家運営費でございます。予算現額が

1,８７２万8,０００円に対しまして、決算額は1,７９６万3,７９２円で、９5.９％の執

行率でございます。東西の老人憩の家を合わせまして４万2,６２２人の方々にご利用を

いただき、入浴やカラオケ、囲碁、将棋といったことで楽しんでいただき、また、老人

会の集会等にも利用されます。それとともに、月１回健康相談教室を開催をいたしまし

て、高齢者の生きがい対策や健康づくり及び介護予防、そして社会参加の促進に役立っ

ているのではないかと、このように考えております。 
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 また、この施設の運営に関しましては、維持補修や衛生面にも注意をはらいながら、万

全を期して行っているところでございます。 

  次に、１０７ページの第５目 新生活振興費でございます。予算現額１０万

5,０００円に対しまして、１００％の執行でございます。平成１５年度は斑鳩町がＩＳ

Ｏ１４００１の認証取得をいたしましたことに伴いまして、環境問題、特にビニールご

みの減量化をテーマにされまして、マイバック運動を会員には実践を、そして住民の

方々には大型店舗前で啓発活動を実施をされました。住みよい地域づくりに努めていた

だいているところでございます。 

  次に、１０８ページから１１０ページの第６目 医療対策費でございます。予算現額

１億２８４万9,０００円に対しまして、決算額は１億２５３万１９８円で、９9.６％の

執行率でございます。乳幼児、母子家庭、老人、障害者を対象に、医療費の自己負担の

助成としまして、約9,９６０万円の支出を行いました。これら助成は、原則としまして

県補助の対象事業でございますが、町といたしましては、さらなる健康の保持及び福祉

の増進、また子育て支援を考える中で、障害者や乳幼児の助成対象枠を拡大し、町単独

事業として実施もしているところでございます。昨年度と比較をいたしますと、乳幼児

医療にかかります助成額は減少となっております。これは、平成１４年度の医療保険の

制度改正に伴いまして、３歳未満児の保険給付の割合が７割から８割となり、その分、

自己負担が減少したことにより、助成額も減少したのではないかと考えております。 

  しかし、一方老人保健の完全定率負担制の導入や、被用者保険の自己負担割合の引き

上げが行われたことが医療費助成に負担がかかることとなり、乳幼児医療を除くすべて

の分野で助成が増加をし、結果といたしまして、医療対策費全体の決算額は前年度と比

較をいたしまして約８９３万円、１2.４％の増となっております。 

  次に、１１０、１１１ページの第７目の人権対策費でございます。予算現額１６３万

7,０００円に対しまして、決算額は１３８万1,２４７円で８4.３％の執行率であります。

２１世紀は人権の世紀といわれております。世界各国でもあらゆる人権に対する取り組

みが行われているところでございます。しかし、我が国では今なお、部落差別を初め、

女性や子ども、高齢者や障害者、外国人等にかかわります人権問題が存在をいたしてお

ります。また、最近ではインターネット等を悪用した人権侵害や、ドメスティックバイ

オレンス、児童虐待が顕在化しているところでもございます。すべての人々の人権がさ

らに尊重される自由で平等な社会を実現するためには、一人一人の人権意識の高揚を図
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ることが不可欠であります。引き続き、あらゆる差別の撤廃に向けたなお一層の取り組

みをしてまいりたいと考えております。 

  次に、同じページの第８目 国民健康保険医療助成費でございます。予算現額

9,６０１万3,０００円に対しまして、決算額は9,６０１万９６５円で、９9.９％の執行

率でございます。低所得者に対します国民健康保険税の軽減措置にかかります補填が主

なもので、法令の定めによりまして、国民健康保険事業特別会計に繰り出しを行ったも

のでございます。このうちで町が負担をいたしますのは４分の１ということで、残り、

国と県で負担することになっております。 

  次に、１１２ページの第９目 あゆみの家管理運営費でございます。予算現額

１９４万1,０００円に対しまして、決算額は１８８万2,２４２円で、９6.９％の執行率

でございます。あゆみの家の維持管理に伴います経費が主なものとなっております。当

施設は、斑鳩町福祉作業所と療育教室の活動場所として利用をしてもらっているところ

でございます。 

  斑鳩町福祉作業所では、指導員やボランティアの協力によりまして、作業を通して、

作業生の自立の助長を図っているところでございます。しかし、調理室が老朽化してき

ておりまして、天井や壁面の塗装の剥離が甚だしく、クッキーやマドレーヌといった食

品を製作いたしますのには、非衛生的なことから、衛生面も考慮をいたしまして、改修

工事を行ったところでございます。また、療育教室では、心身の発達などについて、心

配のあります幼児に対しまして、遊びを通した集団活動等により、身体の発達、知的活

動、情緒の安定、社会生活などの調和的発達に努めております。 

  次に、同じページの第１０目 福祉会館管理運営費でございます。予算現額２３９万

6,０００円に対しまして、決算額は２１８万2,７５９円で、９1.１％の執行率でござい

ます。福祉会館の維持管理に伴います必要経費が主なものとなっております。当該施設

を斑鳩町社会福祉協議会へ無償貸与をいたしまして、福祉活動の拠点として、また福祉

団体やボランティアグループなどの活動の場として活用をいただいているところでござ

います。年間の利用団体数は、延べで３３１団体、4,９２１人の方の利用があったとこ

ろでございます。 

  次に、１１３ページから１２０ページの第１１目の障害福祉費でございます。予算現

額が２億4,２６９万8,０００円に対しまして、決算額は２億６７０万2,７２２円で、執

行率は８5.１％でございます。障害者の方々が、家庭や地域社会の中で安心して暮らせ
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るように、その施策の充実に努めたところでございます。社会参加の促進・支援につい

てでございますが、一般就労が困難な障害者に、就労能力及び生活能力の向上の場とし

て、斑鳩町福祉作業所、さをりひろば香織福祉作業所及び虹の家の３施設の運営に対し

まして、補助を行ったところでございます。現在、斑鳩町福祉作業所には１０名の方が、

天理市のさをりひろば香織福祉作業所には１名の方が、また虹の家には８人の方が通所

をされております。また、精神障害者の社会復帰を促進するため、引き続きふれあい工

房の運営に助成を行いますとともに、平成１５年度からｃｏｍ．きろらめきに対しまし

ても、助成を行いました。ふれあい工房には１名の方が、ｃｏｍ．きらめきには３名の

方が通所をされております。また、常時車いすを使用され、外出機会が少ない重度の身

体障害者の方のために、リフト付乗用車によります移動支援や、知覚や言語障害の方の

ために、本年度も引き続き庁舎内に手話通訳者を配置をいたしまして、庁内での窓口業

務の対応のほかに、障害者等の要請に応じまして、学校、病院等や各種講演会等にも、

手話通訳者を派遣をいたしたところでございます。本年度も引き続き、手話奉仕員の養

成講座を開催いたしたところでございます。 

  また、知的障害者（児）、身体障害者及びその家族を対象に、例年実施をいたしてお

りますふれあいの集いでございますが、身体障害者の方につきましては、７月に三重県

の方へ、心身障害者（児）につきましては、８月に和歌山県の方へ出かけました。保護

者の方にはそれぞれ、日ごろの疲れを癒していただけたのではないかと、このように考

えております。 

  続きまして、自立支援の充実でございます。平成１５年度から、行政がサービスの内

容等を決定していた措置制度から、利用者がサービスを選択し、事業者と対等の関係で

サービスの利用を行います支援費制度へと移行されたことに伴いまして、当該制度の円

滑な運営や住民周知に努めました。このことから、身体障害者ホームヘルプサービスの

利用者数は５８名の方で、延べ３６９回、短期入所では７名の方で延べ２３日、施設へ

の入所は１１名の方がありました。また、知的障害者ホームヘルプサービスの利用者数

は１１名の方で、延べ７９回、短期入所で７名の方で延べ３１日、グループホームでは

６名の方が延べで６６回、施設への入所は３２名の方でありました。 

  また、児童ホームヘルプサービスの利用者数は４名の方で、延べ３１回、短期入所の

方で５名の方が延べ３５日の利用となっております。また、精神障害者ホームヘルプサ

ービスにつきましては、社会福祉法人「ふらっと」に補助を行い、必要なサービスを提
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供し、家族の負担軽減を図ったところでございます。１名の方の利用で、１５１時間の

利用となっております。 

  また、重度心身障害者等の生活の安定を図るため、重度心身障害者福祉年金の支給や、

社会参加の推進を図るための福祉タクシー利用料金の助成を引き続き実施をいたしてい

るところでもございます。障害者の方の人数が、年々増加傾向にありますことから、引

き続き、施策の充実に努めてまいりたいと、このように考えております。 

  次に、１２１ページの第１２目 ふれあい交流センターいきいきの里管理運営事業費

であります。予算現額3,５８７万1,０００円に対しまして、決算額は3,３４８万

2,５１８円で、９3.３％の執行率となっております。職員の人件費及び施設の維持管理

に伴います経費が主なものでございます。当該施設は、多世代間の交流の場としての、

多くの方にご利用をしていただいているところでございます。本年度は３万8,９１４人

の方の利用がありましたが、前年度と比較をいたしますと、９２９名の減となっており

ます。 

  入館者減の主な要因といたしましては、娯楽室の利用減によるものであると、このよ

うに考えております。娯楽室の利用につきましては、前年度と比較をいたしますと、

８６６人の減少となっております。 

  また、施設別の利用状況を申し上げますと、入浴者数では３万4,７８４名、娯楽室で

は2,４９２名、小広間は1,４８０名、ゲートボール場は１５８名の利用となっておりま

す。前年度と比較をいたしますと、先ほど申し上げました娯楽室の利用を除きまして、

他の施設につきましては、ほぼ横ばい状態の利用状況となっております。平成１４年度

の利用が大幅に減少いたしましたことから、平成１５年度では、利用増を図りますため

に、試行的に入浴時間の延長を行うなどをいたしたところでもございます。 

  また、障害者の方のために、毎月第１木曜日の午前中を開放をさせていただいたとこ

ろでございます。しかし、利用状況の改善が見られないことから、他市町村の類似施設

の状況等を調査をする中で、料金体系の見直しも含めまして、利用促進の方策を検討し

なければならないのではないかと考えてもいるところでございます。 

  次に、同じページの第１３目の介護保険事業繰出費でございます。予算現額１億

7,８５２万8,０００円に対しまして、決算額は１億7,３８３万2,２３４円で、９7.３％

の執行率であります。介護保険事業特別会計にかかります介護給付費、職員給与費、事

務費等に要します所要額につきまして、当科目より繰出を行いまして、介護保険事業の
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円滑な推進に努めたところでございます。 

  次に、１２２ページの第１４目 （仮称）総合福祉会館建設事業費でございます。予

算現額3,６００万円に対しまして、全額未執行に終わった状況でございます。昨年の

５月より用地確保のため、地権者と幾度となく用地交渉を重ねてまいったところでござ

いますが、地権者の方々の協力を得るにいたらず、このため予定をいたしておりました

計画地での整備を断念せざるを得ない結果となりました。このことから、測量設計や実

施設計等に着手することもできず、平成１６年度に繰り越しをさせていただき、１６年

度に用地取得が可能になれば、すぐに実施設計等が着手できるようにということでさせ

ていただいております。 

  続きまして、第２項 児童福祉費でございます。 

  まず、１２３ページの第１目の児童福祉総務費でございます。予算現額1,７７８万

3,０００円に対しまして、決算額は1,７４０万4,９７９円で、９7.８％の執行率でござ

います。職員の人件費が主なものとなっております。母子・父子福祉の推進ということ

で、遺児福祉年金を両親のいない遺児には、一人当たり年額３万6,０００円を、片親の

いない遺児に一人当たり年額１万8,０００円の給付を行い、遺児の自立支援をいたしま

した。対象児童は３３名で、対象世帯数は２１世帯でございました。 

  また、子どもを取り巻く環境が大きく変化をしている中、一人で子育てに悩んでいる

保護者たちを応援する子育てサポーターの養成講座を、引き続き開催をいたしました。

１４人の方が講座を終了され、前年度終了の方とともに、現在は保健センターなどにお

いて実施をいたしております乳幼児健診、子育て教室に参加をしていただき、子どもの

遊び相手や絵本の読み聞かせ、また保護者の相談相手等といった活動を通じまして、子

育ての支援に参加をしていただいているところでございます。 

  次に、１２４ページの第２目 児童手当費でございます。予算現額8,１７２万

4,０００円に対しまして、決算額は8,１４２万4,６０１円で、９9.６％の執行率でござ

います。児童手当の給付に要した経費が主なものでございます。次世代を担う児童の健

全な育成を図るため、３歳未満の児童を対象とした児童手当の給付を５４５人に、３歳

以上義務教育就学前までの児童を対象とした児童手当の給付を６３８人に対して行った

ところでございます。 

  次に、１２５から１２７ページの第３目 保育園費であります。予算現額が３億

2,１２０万3,０００円に対しまして、決算額は３億1,３４６万1,８８３円で、９7.５％
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の執行率でございます。保育士等の職員の人件費等、施設の維持管理に伴います経費が

主なものとなっております。両保育園に２７１人の園児を受け入れまして、通常保育以

外に、特別保育といたしまして未満児保育、長時間保育、延長保育等を引き続き実施を

いたしました。また保護者の多様なニーズや緊急時等の対応といたしまして、一時的保

育事業を実施をいたしました。さらに電話での子育て相談を初め、家庭支援講座の開催、

園庭開放を行い、地域での子育て支援にも努めているところでございます。 

  また、高齢者や地域の未就園児などとの交流も行い、より地域に根ざし、地域に開か

れた保育園を目指して、その運営に努めますとともに、常に園児の安全と衛生面に十分

な注意を払いながら、子どもを安心して生み育てられる環境づくりを進めるため、日々、

保育運営に取り組んでいるところでございます。 

  午後５時から午後６時半まで保育を行います長時間保育では、たつた保育園で９５人、

あわ保育園で１３１人の園児の利用がございました。また、午後８時まで保育をいたし

ます延長保育では、たつた保育園では延べで６０人、あわ保育園で延べで２６８人の利

用となっております。また、あわ保育園で実施をいたしております一時的保育事業では、

延べ４９人、延べ日数で３９０日の利用があったところでございます。また、保護者の

勤務の都合等によります多用な保育ニーズに対応するため、市町村を超えて保育を行い

ます広域入所でございますが、９市町へ６０人の保育委託を行ったところでございます。

これに要しました経費として、4,１９０万8,４７０円の支出となっております。 

  逆に、６市町から１９人の児童を、逆に受託事業として受け入れを行っているところ

でもございます。 

  次に、１２７ページの第４目 一日里親会費でございます。予算現額５１万

9,０００円に対しまして、決算額は４４万9,２７０円で、８6.５％の執行率となってお

ります。 

  毎年、両親または片親のいない小中学生の子どもたちを、町長が親がわりとなりまし

て実施をいたします一日里親会は、７月２５日に京都の方に赴きまして、厚生常任委員

さんや、民生児童委員さんなどのボランティアの方の協力のもとにいたしまして、

４８名の、当日参加した子どもたちが、楽しい夏休みの思い出をつくってくれたもので

はないかと思っております。 

  次に、１２８ページの第５目 学童保育運営費でございます。予算現額1,５１８万

7,０００円に対しまして、決算額は1,４４３万2,３３２円で、９５％の執行率でござい
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ます。職員の人件費及び施設の維持管理に要しました経費が主なものとなっております。

保護者が労働や疾病等で、放課後帰宅しても保護を受けることができない児童の健全育

成を図ることを目的に実施をいたしております。近年の共働き家庭の一般化、就労形態

の変化に伴いまして、受け入れ児童数も年々増加をしている状況となっております。東

学童保育室で６２名、斑鳩学童保育室で７８名、西学童保育室で３３名、合計１７３名

の児童を放課後及び学校休業日に開設をいたしまして、児童の健全育成に努めたところ

でございます。 

  次に、１２９ページの第３項 災害救助費でございます。これにつきましては、未執

行という状況で終わっております。 

  以上で、第３款 民生費の説明とさせていただきます。よろしくご審査のほど、お願

いを申し上げます。 

○森河委員長 説明が終わりましたので、第３款 民生費についての質疑をお受けいたし

ます。 

  三木委員。 

○三木委員 短めにご質問させていただきます。 

  ９９ページ。この２段目の高齢者優待乗車券の交付８０３万5,０００円、これは高齢

者の社会生活の拡大と健康で楽しく生きがいのある生活を送っていただくための、高齢

者優待乗車券と書いてございます。延べ人数と書いてあるんですが、その次のところな

んですけども、高齢者優待利用券の交付と書いてあるんですが、右側の欄なんですけど

も、斑鳩町高齢者優待乗車券の交付したと書いてあるんですね。これ、左側は優待利用

券の交付になってて、右側が優待乗車券になってます。これ、どうなんでしょうかね。

私は、これを見る限りでは、上の欄が、高齢者７０歳以上、今、斑鳩町ではバスといき

いきの里の利用券発売してますね、無料で渡してます。これ、下のやつはいきいきの里

の利用券と違いますの。私の勘違いでしょうか。 

○森河委員長 西川福祉課長。 

○西川福祉課長 今、ご質問いただきました高齢者優待利用券の交付と、右側の文章の中

でありますが、これにつきましては、優待利用券の交付ということで、よろしくお願い

したいと思います。 

  上の方は、優待乗車券の交付ということで、そのとおりでございます。下の優待利用

券の交付の欄につきましては、今、斑鳩町高齢者優待乗車券と書いておりますが、斑鳩
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町優待利用券の交付ということで、間違い。 

  これにつきましては、高齢者優待利用券につきましては、法隆寺さんの無料拝観等に

利用できる、身分証明書がわりにもなる、写真が張ってございます優待利用券という形

のものでございます。 

○森河委員長 三木委員。 

○三木委員 確認しました。ということは、上がバスで、下が法隆寺の利用券ということ

ですね。これはただということですか。これもただ。 

  ということは、この優待乗車券のところの乗車券というやつが利用券の間違いであっ

たということですね。 

  じゃあこの、ちょっとそれるかもしれませんけど、いきいきの里のこれはどうなって

いるのか。 

○森河委員長 小城町長。 

○小城町長 いきいきの里は、１６年度から一応、１５年度で皆さん方にお諮りして、

１６年度からですから、これは１５年度の決算ですから、まだいきいきの里には入って

ない。このバスの利用の優待券だけで、下の方は法隆寺さんと話をして、７０歳以上の

方々の拝観を法隆寺を無料にしようということです。 

  この無料にさせていただくことについても、現在、２４７人しか利用してない。いか

に法隆寺を無料ですよというたかて、行かないというのは、やっぱり地元の人が行って

いただいたらいいんですけれども、なかなか地元の人が行かないのにほかの観光客、来

い来いってやかましい言うけども、やっぱり地元の方が法隆寺さんへお参りするいう気

持ちを持っていただいて、皆さん方が私も法隆寺、無料で行きますよ。また来てくださ

ったら案内しますよというぐらいの気持ちを持たなかったら、もっとこれふえたらええ

話やと思いますけれども。 

○森河委員長 三木委員。 

○三木委員 それじゃあ、これも、今後も当然続けていっているわけですね。１６年度も。 

  それともう１つ、確認です。１２１ページと１０６ページの老人憩の家とふれあい交

流センターのところの何かの項目の委託料なんですけど、これちょっと確認なんですが、

どこの委託ということで。両方一緒だと思うんですけど。１０６ページと１２１ページ。

老人憩の家といきいき。老人憩の家、東と西と、ふれあい交流センターの両方の委託料

なんですが、これはどこへの委託になるんでしょうか。 
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○森河委員長 西川福祉課長。 

○西川福祉課長 まず、１０６ページの老人憩の家の運営委託料でありますが、これにつ

きましては、施設の委託料ということで、地下タンクの点検とか、または地下タンクの

清掃、またろ過装置の点検委託という形での委託料でございます。 

  次に、１２１ページのふれあい交流センターいきいきの里管理運営事業費の委託料に

つきましても、同じく施設管理、今申しましたろ過器の点検とか、そういうものの委託

料でございます。 

○森河委員長 木澤委員。 

○木澤委員 済みません、３点お聞きしたいと思います。 

  まず、９７ページの老人福祉電話基本料金の助成というところなんですけれども、こ

れ、経過措置というふうに書かれているんですけれども、どういった状況であったのか

と、次に、１２２ページのこの総合福祉会館の建設なんですけども、監査委員さんもお

っしゃってましたように、経常収支比率が今後、平成１８年度で１００％を超えてしま

うというところで、巨額の予算を使った総合福祉会館の建設ということも、町として見

込んでいるということですけれども、合併問題もあって、今後、合併しないで単独でや

っていくとしたら、やはり町として、収入をふやしていかないと、総合福祉会館を建て

ていくのは、どうしても借金で、公債費をどうしても返還していかないといけないとい

うところでは、今でもかなり公債費の返還がパーセントを占めていて、今後、それの関

係でどのように考えておられるのかなということをお聞きしたいと思います。 

  それと、１１０ページ、ちょっと戻りますけども、人権問題職員研修の実施というこ

とですけれども、これまあ、これまでにも、去年の決算の際にも、私どもの党の議員の

方から言われていただいていると思いますけれども、この部落解放同盟という１つの同

盟に対して、職員さんを派遣するということにつきまして、今後の考え方等も含めて見

解をお聞きしたいと思います。 

○森河委員長 小城町長。 

○小城町長 私の方から、１２２ページの総合福祉会館の関係でもって。 

  木澤委員もおっしゃるように、公債費が、あるいはそういうことで、今後、福祉会館

をどうされる。木澤委員が選挙前に駅前で、福祉会館は建設しますということでおっし

ゃっているという約束もされている話をしながら、我々としたら、合併するからどうか、

しないからどうかというよりも、やっぱりこれは計画があるわけですから。斑鳩町には
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福祉会館がないのが、やっぱり皆さん方のニーズが高いもんやから、福祉会館と保健セ

ンターから上がったそのものをしようということで進めておるんです。 

  確かにだれだって、この建物を建てなかったら金は必要じゃないわけです。ただ、や

っぱりそういうことの必要性を考えたら、斑鳩町が合併しようが合併しないにかかわら

ず、やっぱり福祉保健センターは当然必要やろう。ただ、一番心配されているのは、だ

れでも一緒なんです。バブルのときがあったら、もうとにかく町長、あんなん、議員さ

んの皆さん方から、そんなもんはよ言うたかて、平群や三郷や、皆コミュニティーセン

ターやってるのに、何で斑鳩でできへんのと、生涯学習センターで。そんなもんしたか

て、別に国が潰れへんなら、別に、市町村つぶれへんわないう気持ちもあったんです。 

  ただ、こういうことはシビアなもんで、財政が悪化してきたら直ちに、もうやめとけ

とか、もうそんな職員を減らせとか、必ず出ますけれども、私はやっぱりこういう１つ

の計画に則って、必ずこれは何年に返還するなんてもう決まっているわけですから、そ

ういう計画を、今、財政シミュレーションをやっているわけですから。だから、こうい

うことをやっぱり考えていく中で、その監査委員さんがそういうことのご指摘あったよ

うな中で、我々の計画ですから、やっぱり今、福祉会館については、今、担当常任委員

会で場所等を探す中で、一応、そういうことが定まったら報告申し上げて、早い時期に

福祉会館を建設しようということになってますから。 

  木澤委員さんおっしゃるように、何もしなかったら一番いいわけですから。借金を返

してたら返せるわけですから。だけど、やっぱり皆さん方のニーズを考えたら、やっぱ

りこの保健センターだけで、今、福祉会館がもうひとつ、町としては、やっぱりこれだ

けニーズ高い中でないやないかということから、もう既に何年か前にそういう計画があ

った。それが用地交渉で問題あって進んではおりませんけども、現在、そういうことで

状況を、環境づくりをしながら、今、用地をある程度定まれば、また担当常任委員会に

も報告申し上げるということを申し上げているわけですから、私はやっぱり、今、木澤

委員がおっしゃっていただくような、福祉会館がどうかとかいう問題よりも、もう福祉

保健センターが、斑鳩町でも単独でもやるという、常任委員会で私は言うてるわけです

から、当然、これをやっていかんならん。 

  ただし、公債費比率は高くなっていきます。高くなっていきますけれども、いずれは

やっぱり、それを返すときには返していかなかったら、それは財政シュミレーションで

でてるわけです。そういうことをやっぱり計画を持って、何年か先にはこれは返さなあ
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かん。用地、そのまま合併のときにできるように、後世に借金を負うのかと言われたか

て、必ず借金は返さなあかんわけです。そやから、そういうことは、もう必ずそういう

ことで、毎年国から、よく言われるように、あんな８％も９％も国に借ったよりも、何

でもっと早く、今の低利に返さないのかと。向こうは、郵政とかいろんな関係で貸して

いるやつは、それを返されたら、直ちに自分とこがいきませんので、だからそういうこ

との計画ちゅうのは、必ずこうありますと。だから、できるだけ町としても、余力があ

った場合は、その先に高い高利のやつを安くまた借りかえるとか、いう努力をしながら

進めているわけですから、やっぱり今、おっしゃっていただくような、それも木澤委員

が、あるいはそういうことで駅前通り、私も聞いてたら、いやもう、直ちに福祉会館は

来年度でも建設にかかれますよという話をされてるからね、そういうこと自体がやっぱ

り、私はそういうことで町民の信頼を得るためには、皆さん方、当然これはやっていか

ざるを得ないと思いますよ。 

  そういうことで、財政は大変厳しい中ですけれども、どこかでやっぱり倹約もせない

けませんし、できるだけそういうことについては、計画の持っているものは、やっぱり

進めていかないといけないなと思います。 

○森河委員長 西川福祉課長。 

○西川福祉課長 １１０ページの人権対策費についてのご質問でございます。 

  これにつきましては、先ほど、部長の説明のありましたように、人権の世紀と言われ

ておりますので、あらゆる人権に対して、取り組みがこれから必要であると考えており

ます。いろいろ機会を通じまして、職員も参加することによりまして、人権啓発につい

ての意識を高めていきたいと思っております。 

○森河委員長 中井住民生活部長。 

○中井住民生活部長 ９７ページの老人福祉電話基本料金の助成というところの経過措置

ということでご質問をいただいておるんですけれども、上の、関連しますのは９７ペー

ジの表の上の緊急通報装置等の設置というところで、これは、そちらの方へ、制度へ移

行をされている、していくという段階の中で、今現在、これの助成を受けておられる方

が１５年度で１名おられると。その方が亡くなられるか、もしくはその制度へ移行をし

てもいいということで承諾をいただけたら、この制度がなくなってしまうというような

状況になってしまいます。 

  利用されておられる方がいるという段階なので、この制度はまだ続いていると。最終
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的には、上の緊急通報装置等の設置事業の方に移行がされていくということで、ご理解

をいただきたい。そのための経過措置ということで、書かせていただいていると。 

○森河委員長 木澤委員。 

○木澤委員 まず、２番目の人権研修の問題ですけれども、その人権研修に対して、職員

さんが参加するということは理解できるんですけども、先ほども言いましたように、

１つの同盟に対して、やはり公費を使って職員さんを参加させるということは、少し、

ちょっと理解ができないかなというふうに申し上げておきます。 

  それと、総合福祉会館の関係なんですけれども、その必要な事業として検討していた

だくということで、私も別に、すぐにやめろと言うてるわけではございません。 

  監査委員さんもおっしゃってましたように、建てるんやったら建てるで、今後の、今、

町税がぐっと収入が下がっている中で、どうやって財源をしっかりつかまえていくんか

と。その方向がはっきりしない、明確に見えないという中では心配がされるということ

ですので、そういったところで、今後、その財源の方も、しっかり明確にわかるような

形で提示していただく方向で、検討についても、今後についてご説明をいただきたいと

いうふうに思います。 

○森河委員長 芳村助役。 

○芳村助役 総合福祉会館の大型プロジェクトの関係なんですが、町長も言われましたよ

うに、この（仮称）総合福祉会館建設については、これまで町の検討委員会をもちまし

て提言をいただいております。 

  そこには、やはり福祉活動の拠点として、ぜひ斑鳩町には必要な施設やと。実行すべ

きであるということの方針をいただいております。それに基づきまして、やはり町とし

ては、その実施に向けて努力をしていくものでございます。 

  言われるように、財政の状況なんですが、これは当然、総計におきまして位置づけた

内容での考えで進んでいるわけでございまして、平成２６年度までの中長期財政資料の

推移の中で、ちゃんとその中に入れまして、町としてはやっていけるという状況におい

て、位置付けしているということでございますから、今後、この財政厳しい状況の中で

は、どういう事態に変わってくるかわかりませんねんけども、そういうときには、やは

り町民全部の協力を得る、また痛みをともに分かち合うということをしていただくよう

な点がございます。しかし、町としては、ぜひ必要な施設でございますから、やはり決

まったように、これやっていかなければならない。町民も期待されておると思いますの
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で、その辺のところもお願いをいたしたい。 

○森河委員長 木澤委員。 

○木澤委員 今後の収入等の状況を見る中で、柔軟に検討をしていただきたいというふう

に思います。 

  それと、町民の方も期待されているということですけれども、一部にはやはり箱物を

つくるということに対して、理解がされてないという意見も、私の方でお聞きしている

ということを申し上げておきます。 

○森河委員長 小城町長。 

○小城町長 今、木澤委員は日本共産党の立場、もう一人の方も厚生常任委員会にいます

けれども、町長は合併して、福祉会館は斑鳩町ではつくりませんかという話もあります

けれども、私は斑鳩町で今現状、必ずやりますよということも明確に申し上げますし、

もう一人の方は、必ず福祉会館をつくってほしいというあれですから、そこら統一して

もらわんと、私は、片一方では、住民の方はつくらんでもええやないか、片一方ではつ

くらないかんという話になりますから、そこらはやっぱり、議会で皆さん方はやっぱり、

こういうことは計画を持ってやってますから、何か片一方、つくらないかん。片一方で

はつくらんでええというようなことには、私は相ならんと思います。 

○森河委員長 ほかにございませんか。坂口委員。 

○坂口委員 ９７ページの緊急通報装置の設置のことなんですけれども、今まで初期連絡

のところが、２４時間緊急センターに委託されたということの、すべてがここに通報さ

れるようになったのか、それとも、今までのところはそのまま残っているのか、その辺、

ちょっとお聞きしたいんですが。 

○森河委員長 西川福祉課長。 

○西川福祉課長 切りかえの方は、センターの方に委託して、今、運営しておりますが、

すべての方が切りかえを終わっております。 

  今現在、すべての通報はセンターの方にいくという状態になっております。 

○森河委員長 木澤委員。 

○木澤委員 少しちょっとわからなかった、理解できなかったのでお聞きしたいんですけ

れども。 

  １００ページのところで、社会福祉法人福祉サービス利用料の助成ということ、これ、

金額としてはゼロとなっているんですけれども、そのサービス利用者、平成１５年度で
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３名上がっているんですけれども、これはどういうふうに理解したら。 

○森河委員長 西川福祉課長。 

○西川福祉課長 これにつきましては、社会福祉法人を利用されておる方が３名ありまし

て、その方が軽減されるということで、当初、予定しておりました数が３名でございま

す。結果的には、最終、対象額には達することができなかったため、ゼロという形にな

っております。 

○森河委員長 木澤委員。 

○木澤委員 利用者はあったけども、助成はしていないということですね。 

○森河委員長 西川福祉課長。 

○西川福祉課長 利用者がありまして、最終、その利用料の助成を受けられるということ

で予定しておりましたが、結果的には対象額に、最終達することがなかったということ

でございます。 

○森河委員長 飯髙委員。 

○飯髙委員 １２４ページ、ちょっと参考にお聞きしたいんですけれども、児童手当の給

付ということで、今までは小学校就学前ということで受給されてまして、ことしから小

学３年まで対象になったということで、その３年までの現在における対象者数と申請者

数というんですか、受給者数、わかればお聞きしたいんですけれども。 

○森河委員長 西川福祉課長。 

○西川福祉課長 今、ことし児童手当の額が拡充されております。その拡充された対象者

の数ということですか。ちょっと、今現在、手持ちにその数を持っておりませんが、金

額的には、県の方からこの前、文書等を送ってきておりますので、人数の方も確認でき

ると思うんです。今現在、ちょっと持っておりませんので。 

○森河委員長 また後で、報告だけ、それちゃんとしといてあげてください。 

  ほかにございませんね。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○森河委員長 これをもって、第３款 民生費についての審査を終わります。 

  次に、第４款 衛生費について説明を求めます。 

  中井住民生活部長。 

○中井住民生活部長 申しわけございません。まず、ご説明を申し上げます前に、施策の

成果表のご訂正をお願いしたいと思います。 
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  決算審査のときにご訂正をお願いしておきながら、この特別審査の委員会でもご訂正

をということでお願いを申し上げなければならないんですけれども、修正を忘れておっ

たような状況でありますので、まことに申しわけございませんけれども。 

  報告書の１６４ページのところで、一番上の段のところの平成１５年度の「ビン・缶

類」というところで、１６４ページの種類別のところ、区分のところ、「ビン・缶類」

というのがございます。平成１５年度のところで２９3.４トンという形の数字、

２９3.４という数字が入っておりますけれども、これを３０1.０にご訂正をお願いした

いと思います。３０1.０。そして、合計のところが、平成１５年度でございます。

7,８７4.３という数字が入っておりますが、これを7,８８1.９にご訂正をお願いしたい

と思います。 

  まことに申しわけございません。 

  それでは、第４款 衛生費につきまして、ご説明を申し上げます。 

  この第４款 衛生費全体の決算額は１０億2,０３９万２１７円で、９4.５％の執行率

となっております。 

  まず、１３０、１３１ページの第１項 保健衛生費の第１目 保健衛生総務費でござ

います。予算現額が１億6,３６０万2,０００円に対しまして、決算額は１億6,２４８万

8,５２４円の、９9.３％の執行率でございます。職員にかかります人件費等、西和衛生

試験センター組合分担金及び水道事業会計への繰出金というのが、支出の主なものとな

っております。 

  自己水源の確保と良質な水の安定供給に資するため、施設整備や企業債の償還に要し

ます経費の一部を水道事業会計に繰り出しを行っております。 

  また、保健事業におきましては、昨年度に策定をいたしました「健康いかるが２１」

計画に基づきまして、脳卒中、高血圧の予防を健康課題に掲げ、運動・たばこ・食事・

健康管理に重点を置き、生活習慣病の予防に取り組むため、概要版の各戸配布、そして

広報にシリーズで記事の掲載や出前講座といった各事業を通しまして、啓発に努めたと

ころでございます。 

  また、「愛と輝き夢フェスタ」を９月１３日に開催をいたしまして、約2,０００人の

方の参加を得たところでもございます。この催しにおきましても、「健康いかるが

２１」の啓発などを行い、健康について考えていただく機会づくりをしたところでござ

います。 
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  次に、１３２ページから１３４ページの第２目の感染症予防費でございます。予算現

額が3,４２５万２,０００円に対しまして、決算額は3,３５８万３３４円の９８％の執

行率となっております。日本脳炎、二種混合、三種混合、風しん、麻しん、高齢者のイ

ンフルエンザ予防接種を個別方式で、乳幼児のポリオ予防接種は集団方式で実施をいた

しまして、感染症の予防に努めたところでございます。 

  個別接種では、主として西和広域圏の医療機関に委託をいたしまして、延べ

5,４１１人の方が接種をされております。ポリオの予防接種は、保健センターで集団で

実施をいたしました。４０３人の方が接種をされました。中でも高齢者のインフルエン

ザは、前年度より５３７人増の2,６８５人の方の接種の状況となっております。高齢者

の方々は、自分の健康管理について関心も高まり、年々受診者数は増加傾向をたどって

いるところでございます。平成１５年度は、ＳＡＲＳ感染の外国人の方が日本に滞在し

たことがニュースとなりまして、初期症状が似ているインフルエンザの予防接種をして

おくことが、ＳＡＲＳ感染の早期発見につながるということで、予防接種をされたこと

が増加となった要因の１つではないかというように考えております。 

  次に、１３５ページの第３目の結核予防費でございます。予算現額が１６４万

5,０００円に対しまして、決算額は１６３万８５９円で、９9.１％の執行率となってお

ります。住民結核検診は、昨年に変更いたしました受診場所も定着をみてきました。ま

た、広報車によります健診の呼びかけも行った結果、1,１７８人の方の受診がありまし

た。平成１５年度から小中学生のツベルクリン反応検査、ＢＣＧ接種が中止となりまし

て、乳幼児のみを対象に実施をいたしまして、ツベルクリン反応検査に２２５人が受診

をされております。そのうち２１１人に対しまして、ＢＣＧ接種をいたしました。今後

も結核の早期発見と健診の必要性を認識してもらいまして、受診率の向上に取り組んで

まいりたいと考えております。 

  次に、１３６ページから１４０ページの第４目 母子衛生費でございます。予算現額

が４８３万7,０００円に対しまして、決算額は４２９万9,５３２円で、８8.８％の執行

率となっております。乳幼児の健診、妊婦の一般健診を行い、母子の健康管理や相談体

制の充実に努めました。 

  新生児と産後間もない母親の健康状態を把握し、特に低体重児の健康管理については、

保健所とも連携を図りながら、生後二、三カ月までの新生児の家庭を訪問いたしますと

ともに、妊産婦の相談事業を拡大し、産じゅく期における心身の相談や子育ての相談に
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応じ、パパママスクール、離乳食クッキングなどといった各種教室の実施とともに、子

育ての楽しさ、子どもの健康管理の大切さを伝えるなど、育児不安の解消などに努めた

ところでございます。 

  また、平成１４年度から広報いたしております父子手帳も好評を得ており、父親の育

児参加のきっかけづくりに役立っているというように考えております。 

  子育て教室につきましては、３公民館で開催をいたしまして、子育ての情報交換の場

として活用をしていただいておりまして、参加者の中からは、その後も自主グループを

つくられまして、何らかの交流も図られているところでございます。 

  平成１５年度から小中学校に保健士、看護師が赴きまして、妊婦シミュレーターをつ

かった妊婦疑似体験や、たばこの害性に関する学習を通しまして、自分の健康を守るこ

とや、命の大切さ、人を思いやる心を培うきっかけや、親子で健康について考えてもら

う機会となりました。大変有意義であったのではないかと考えております。今後も、教

育委員会及び学校と連携をとりまして、少子化が進む中、子どもの健康教育の充実を図

ってまいりたいと考えております。 

  次に、１４１ページから１４６ページの第５目 老人保健事業費でございます。予算

現額が5,７１９万8,０００円に対しまして、決算額は5,６８８万７３円で、９9.４％の

執行率となっております。基本健康診査、各種がん検診などを実施をいたしますととも

に、生活習慣病を予防するための事業に取り組んだところでございます。 

  基本健康診査は個別健診で、がん検診のうち大腸がん、胃がん、肺がんは集団検診で、

前立腺がんは個別検診で、乳がんと子宮がんにつきましては集団と個別の両方で実施を

してきたところでございます。この結果、基本健康診査は2,９１０人の方が、またがん

検診では延べで7,１９９人の方が受診をされております。基本健康診査の結果では、医

療が必要とされた方は1,４９５人、指導が必要な方は６９３人ということで、疾病別で

見ますと、高脂血症が全体の４2.８％と、次いで高血圧、糖尿病と続いているところで

ございます。改めてこの結果を見ますと、生活習慣病が多いことを再認識させられる結

果となっております。 

  基本健康診査を受診をしていただきまして、みずから自分の健康状態を知っていただ

くことは、予防の第一歩でございます。その上で、適切な栄養や運動を行うことが必要

となってくると考えております。この基本健康診査の結果をもとに、個々に応じました

健康指導を行ったり、各種教室に参加をしてもらったり、また要指導、要観察者や各種
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健診の要精検者には、訪問によります健康指導を行うなど、自分の健康は自分でつくる

という意識をもっていただくことに努めたところでございます。 

  さらに、健康教室では、保健士、看護師、栄養士、理学療養士が連携をとりまして、

血圧、食事、運動に重点を置いた教室の開催をいたしております。その結果、特にスリ

ム教室では、参加者に体重の減少、体脂肪率の減少、血圧データの改善、生活習慣の改

善などではっきりとした効果があらわれておりまして、好評を得ているというような状

況にもなっております。 

  Ｃ型肝炎検査や脳ドック健診に対します費用の助成も、引き続き実施をいたしている

ところでございます。国民健康保険事業特別会計で実施をいたしております人間ドック

受診費用の助成とともに、健康管理の向上に努めたところでございます。 

  次に、１４７、１４８ページの第６目 健康づくり推進事業費でございます。予算現

額は４８万円に対しまして、決算額は４５万6,６４４円で、９5.１％の執行率となって

おります。生活習慣病を予防する、あるいは進行させないようにするには、まさに日常

の生活習慣を健康的なものに改善する必要がございます。このことによりまして、高血

圧を予防すれば、脳卒中のみならず心疾患やがんなどの病気の発生確率を下げることが

できるということでございます。このため、食事、運動、休養などの生活習慣の改善と

いった観点から、食生活改善、リハビリ教室等を開催をいたしました。 

  食生活の改善につきましては、食生活改善推進委員協議会及び町栄養士会の活動を支

援をいたしますとともに、生活習慣病予防に重点をおきました、季節の家庭料理教室や

男性料理教室などを開催をいたしました。受講された方が薄味、減塩を中心といたしま

した調理や試食をすることで、日々の食生活を振り返っていただきまして、摂取エネル

ギーや塩分の取りすぎに気づいていただきまして、今までの食生活を改善することが、

生活習慣病の予防につながっていくという意識づけができたのではないかと考えており

ます。 

  また、リハビリ教室では、介護予防、特に痴呆や身体機能の低下予防に重点を置いて

実施をいたしました。要介護認定で自立から要介護２と判定された方が中心に参加をさ

れておりまして、介護度も変わることなく、心身機能の維持改善が図られております。

引き続き、これらの事業を通しまして、健康づくりの推進に努めてまいりたいと考えて

おります。 

  次に、１４９ページの第７目の狂犬病予防費でございます。予算現額が８０万
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3,０００円に対しまして、決算額は６３万8,０５２円で、執行率は７9.４％でございま

す。狂犬病予防法に基づきまして、畜犬、登録業務及び狂犬病予防注射表済交付業務を

行いますとともに、奈良県獣医師会の協力のもと、４月に町内の４会場で狂犬病予防集

合注射を実施をいたしました。このときに、犬の散歩時に携帯をいたします糞処理用具

を引き続き配布を行います。また、広報車によります啓発活動を行うなど、正しい犬の

飼い方などのマナーアップの啓発に努めたところでございます。平成１５年度におけま

す新規登録の頭数は８５頭ということで、1,６５８頭の犬が、現在、登録をされている

状況となっております。 

  次に、１５０ページの第８目の火葬場費でございます。予算現額 2,０５９万

9,０００円に対しまして、決算額は1,９１２万2,５２４円で、９2.８％の執行率となっ

ております。火葬場施設の適切な維持管理及び火葬業務に努めたところでございます。

当該施設の維持管理・運営に要します経費が主なものでございます。 

  次に、１５１ページから１５３ページの第９目 環境対策費でございます。予算現額

２９０万2,０００円に対しまして、決算額は２５６万7,１６４円で、執行率は８8.４％

でございます。継続した取り組みを行っております第３回目の自治会別環境問題学習会

が、平成１４年度で終了をいたしましたことから、平成１５年度からは、もっと気軽に

環境問題について、住民の方と意見交換を行いまして、住民と行政の協働によります環

境共生型のまちづくりを進めるため、名称も環境問題学習会からエコトーク２１に変更

いたしまして、住民の方々の最も身近な問題でありますごみ問題をテーマにして開催を

してきたところでございます。平成１５年度は、龍田地区の２０自治会で開催をさせて

いただきまして、５２３名の方の参加があったところでございます。過去３回の環境問

題学習会の平均参加率は２０％であったわけですが、平成１５年度では、参加率も

２７％と７％アップをいたしております。これは、身近なごみ問題をテーマにしたこと

もありまして、住民の方々のごみ問題に対します意識の高さのあらわれではないかと考

えております。平成１６年度におきましても、引き続き、実施をいたしていきたいと考

えております。 

  また、各地区の環境問題のリーダーとして、地域の環境保全活動を行っていただいて

おります環境保全推進委員の数を、従来３３名体制でありましたのを、平成１５年度か

らは５０名ということで増員を行いまして、監視強化を図ったところでございます。不

法投棄や迷惑駐車、その他の環境問題につきましては、自治会及び行政と連携をとる中
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で、身近な環境問題の解決に取り組んでいただいているところでございます。 

  一方、行政の施策及び活動も、地球環境問題に深くかかわっておりますことを認識し、

地球環境の保全と創造への先導的役割を担うため、平成１５年２月２６日に認証取得を

いたしましたＩＳＯ１４００１につきましても、手をゆるめることなく、さらに環境負

荷の提言に対しまして、取り組みを強化をいたしました結果、１年次サーベイランス審

査によりまして、当町が構築いたしました環境マネジメントシステムが構築時より向上

しているとの評価を受けたところでございます。 

  現在、エコいかるが運動を初め、各事務事業におきましても、２年次のサーベイラン

ス審査や更新審査で引き続き向上という評価が受けられるよう、全職員が一丸となって

取り組みを実践をしているところでございます。 

  また、各家庭におきましても、ＩＳＯに取り組んでいただこうということで、町独自

の家庭版ＩＳＯを構築いたしました。これをもとに、平成１５年度では１２０組の申請

があったところでございます。現在、各家庭内で役割分担をするなどして、環境にやさ

しい生活に心がけていただいているところでもございます。 

  また、親子で地域の環境を考えていただく機会の場を提供し、環境問題の認識を深め

ていただき、取り組みを始めるきっかけづくりになればということで、親子水生生物探

検教室、親子ケナフ紙すき教室を開催をいたしました。２教室での参加者は、延べで

１５１名の参加があったところでございます。参加者へのアンケート調査の結果から、

親子で環境を考えるよい機会になったのではないかと、このように考えております。 

  そのほかには、引き続き、竜田川流域市町村とともに、廃食用油の回収事業や、河川

等を中心とした清掃活動を実施し、河川の水質汚濁防止に対する啓発活動や、飼い猫の

不妊、避妊手術に要します手術の一部を助成する制度を引き続き実施し、ネコの不用な

繁殖の抑制に努めますとともに、飼い主の意識向上に努めたところでございます。 

  次に、１５４ページの第１０目の保健センター費でございます。予算現額７４４万

7,０００円に対しまして、決算額は７０３万８３９円で９4.４％の執行率でございます。

保健センターの維持管理に要します経費が主な支出となっております。保健センターは、

各種健診や予防接種、各種教室を開催をいたしますほか、ボランティアグループや各種

教室終了後のグループ活動の場としても利用していただいております。今後も創意工夫

をいたしまして、健康づくりに関する情報の発信拠点として、その運営に努めてまいり

たいと思います。 
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  次に、１５５ページの第１１目 在宅歯科診療費でございます。予算現額４４万

2,０００円に対しまして、決算額は４０万1,６０６円で９0.８％の執行率となっており

ます。この事業は、国民健康保険事業において補助対象事業となりましたことから、事

業の一部を特別会計に移行をいたしております。また、それにつきましては、特別会計

の方でご説明を申し上げます。 

  訪問指導や要介護認定の訪問調査などの際に、在宅歯科診療の必要な方には、制度の

説明や受診の勧奨を行っているところでございますが、平成１５年度では２名の方に対

しまして、３回の診療を行ったところでございます。 

  次に、１５６ページの第１２目精神保健費でございます。予算現額１０２万

5,０００円に対しまして、決算額は１０２万2,３８１円で、９9.７％の執行率でござい

ます。精神障害者の相談や助言等は、保健センターにおきまして、随時対応をいたして

いるところでございますが、より専門的な知識や経験をもって相談者と対応することや、

信頼関係を築くことが肝要でありますことから、専門職であります精神保健福祉士が常

駐をいたします精神保健地域生活支援センターに委託を行いまして、相談体制の強化を

図っているところでございます。平成１５年度におけます相談件数は、２７人の方から

延べ６３１回の相談を受けて、今後も福祉課を初め、保健所、精神保健福祉センター及

び地域生活支援センターと連携をとりながら、円滑な対応に努めたいと考えております。 

  続きまして、第２項の清掃費でございます。ごみ減量化及び再資源化の促進を目的に、

平成１２年１０月から導入をいたしましたごみ処理有料化でございますが、平成１５年

度の家庭系廃棄物の排出量は5,４８0.８２トンで、有料化導入前の前年度と、前の年度

と比較をいたしますと、約1,７００トン、２3.６％の減量となっております。これは、

住民の方々が有料化の趣旨をご理解いただき、ご協力、ご努力をいただいた結果ではな

いかと感謝をいたしているところでございます。しかしながら、一般的にごみ処理有料

化の導入によります減量の効果は一過性のものであると言われております。このことか

ら、今後は住民の方の意識を低下させることなく、むしろ、さらに住民の意識が向上す

るようなごみ減量化・再資源化への取り組みが必要であると考えております。 

  一方、事業系、一般廃棄物は、ここ数年増加の傾向にあります。現在、事業者が処理

施設へ搬入する際に、ごみ質等のチェックを行うことにより、再資源化のための分別の

徹底、またごみを出さないなどといった意識づけの指導を行い、減量に努めているとこ

ろでございます。 
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  それでは、１５７ページの第１目の清掃総務費でございます。予算現額が2,５５２万

7,０００円に対しまして、決算額は2,５３４万2,７７２円で、９9.２％の執行率となっ

ております。職員にかかります人件費が主な支出となっております。 

  次に、１５８ページから１６４ページの第２目 塵芥処理費でございます。予算現額

が５億4,９２８万円に対しまして、決算額は５億８９６万3,３０１円で、９2.６％の執

行率となっております。ごみ収集時のステップ乗車は道路交通法に抵触する恐れがあり

ますことから、平成１５年１月１７日からステップ乗車によりますごみ収集を廃止をい

たしました。このことから、各自治会にご協力をいただきまして、可燃ごみにつきまし

てもステーション化を進めてまいったところでございます。この結果、平成１５年度末

では１３２ございます自治会のうち、１２９の自治会でステーション化の整備が終了を

いたしているところでございます。残り３自治会につきまして、現在も自治会長さんを

初め、役員の方々とステーション化に向けて協議を進めているところでございます。 

  また、一時、埋立処理をいたしておりました食品トレーについてでございますが、平

成１５年度からリサイクル協会を通じまして、リサイクル処理が可能なものについて、

リサイクル処理を再開をいたしました。公共施設を中心といたしまして、１６カ所の拠

点におきまして、回収した量は６２０キログラムでございます。平成１６年度では、さ

らに拠点回収の場所の増設を図る中で、回収率のアップを図っていきたいと、このよう

に考え、取り組んでいるところでございます。 

  また、各家庭や各地域でのごみ減量化、再資源化に対します支援事業といたしまして、

引き続き、家庭生ごみ減量化に対する奨励事業、集団回収によります資源物回収に対す

る奨励事業、空き缶リサイクル奨励事業などの充実にも努めました。家庭生ごみ減量化

に対する奨励では、これまでに生ごみ処理容器、処理機など1,６３６台に対しまして助

成を行ってきたところでございます。これによりまして、年間約４２０トンの生ごみが

減量をされているのではないかと、このように推測をいたしております。 

  また、資源物の集団回収では、約1,８９０トンの資源物が回収をされており、ごみの

減量化や資源化に努めていただいているところでございます。さらに空き缶につきまし

ても、発券式の空き缶回収機を東及び西公民館にも増設をいたしまして、より住民の方

の利用促進を図りました。この結果、平成１５年度の空き缶回収本数は、平成１５年度

より約１３万7,７００本多い３１万7,１７４本で、広く住民の方に回収機の設置が浸透

し、リサイクル意識やポイ捨てのないまちづくりに一定の効果が上がっているのではと、
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このように考えております。 

  また、ごみ資源物が最終処理されるまでの様子を追跡をすることによりまして、ごみ

問題について意識を高め、もってごみ減量化を、再資源化を促進することを目的として

実施をいたしておりますごみの行方探検ツアーでございますが、平成１５年度は瓶類の

中間処理工場、再資源化工場を４２名の参加者で追跡を行ったところでございます。参

加者には、普段見ることができない排出された瓶がいろいろな工程を経て、再び新しい

瓶に生まれ変わるところを目のあたりにされたことによりまして、分ければ資源、混ぜ

ればごみの排出原理を再認識していただけたものと考えております。 

  また、全国的に問題となっております特定家電、産業廃棄物等の不法投棄につきまし

ても、引き続き、週１回の環境パトロールを実施するなど、監視を続けるとともに、ポ

イ捨てなどによりますごみを早期に除去し、不法投棄などがしにくい雰囲気づくりにも

努めたところでございます。 

  また、現在、埋立処理を行っておりますビニールごみ、不燃ごみでございますが、地

球環境保全といった観点及び、より適正な処理方法といった観点から、その処理方法に

ついて調査研究を重ね、それぞれにおきましてリサイクル処理が可能であることが判明

をいたしましたので、近い将来にリサイクル処理を行うための排出基準、排出方法など

につきまして、現在、検討を行っているところでございます。今後は、廃棄物減量等推

進審議会のご意見もお伺いしながら、町の方針を定めてまいりたいと、このように考え

ております。 

  一方、衛生処理場及び最終処分場の設備につきましても、保守及び点検を実施しなが

ら、適切な維持管理を行い、良好な稼働に努めたところでもございます。なお、平成

１４年度から繰り越しをさせていただいておりました衛生処理場周辺対策事業の高安睦

自治会集会所用地購入費の一部でございます１２３万5,０００円につきましては、すべ

ての手続が終了し、執行済となっているところでございます。 

  次に、１６５、１６６ページの第３目 し尿処理費でございます。予算現額２億

７０３万9,０００円に対しまして、決算額は１億9,４１３万3,７６２円で、９3.７％の

執行率となっております。鳩水園の良好な稼働を行うため、設備の点検及び補修を行い、

維持管理、運営に努めているところでございます。また、河川の水質汚濁防止のため、

合併処理浄化槽の設置者に対しまして、補助金を引き続き交付をいたしているところで

もございます。 
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  次に、１６７ページの第４目 美化推進費でございます。予算現額１８６万

4,０００円に対しまして、決算額は１８３万1,８５０円で、９8.２％の執行率でござい

ます。美化意識、環境問題、並びに生活保持に努め、もって良好な生活環境を創造をす

るため、いかるがの里クリーンキャンペーンや、自治会内美化キャンペーン、清流復活

大作戦などの清掃活動を、住民の方の参加によりまして実施をしたところでございます。

とりわけ、いかるがの里キャンペーンにつきましては、活動のコースを一部見直しを行

うなどをいたしまして、広範囲にわたります清掃活動を実施をいたしまして、住民の

方々のマナー向上に努めたところでもざいます。 

  以上で、第４款 衛生費の説明とさせていただきます。よろしくご審査のほどお願い

を申し上げます。 

○森河委員長 説明が終わりました。第４款 衛生費について質疑をお受けいたします。 

  三木委員。 

○三木委員 ４件ございます。 

  まず、１３０ページ。一番下の保健衛生総務費のところの医師会との連携のところで

すが、１１７万５,７５７円、町医師会と歯科医師会との連携により、町民の健康管理

の充実を図ったということなんですが、これの実施はどのような内容だったか、この費

用はどういう内容のものかお聞かせ願えますか。 

○森河委員長 清水健康推進課長。 

○清水健康推進課長 医師会の連携ということでございますが、内容的には、町民健康管

理の充実を図るということでございます。町医師会へのこの金額の関係につきましては、

町医師会へは３３円掛ける人口ということでございまして、歯科医師会につきましては、

８円掛ける人口で支払いしておるということでございます。 

  この関係につきましては、広域医師会と広域７町の中で契約されているものでござい

ます。 

  以上です。 

○森河委員長 三木委員。 

○三木委員 ７町で広域で契約しているものということでございますね。 

  次に１５２ページ、飼い猫不妊手術費の助成ということですが、これ１４年度と

１５年度見ますと、件数が５０件、５０件になってます。予算が２０万ということなん

ですが、これ、１４年度、１５年度、ちょうど５０、５０という件数が偶然なのかとい
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うことなんですが、これ、５０件で打ち切ってらっしゃるんですか。それで、助成金も

１件当たり4,０００円というふうにやっているのかどうか。これをちょっとご説明いた

だきたいんですが。 

  多分これ、打ち切ってらっしゃるのかなという気もするんですけれども。できました

らこの猫の不妊手術費の金額というのは、大体、幾らのものなのか、ちょっとその点、

お知らせいただきたいと思います。 

○森河委員長 清水環境対策課長。 

○清水環境対策課長 今、三木委員の質問の件でございますけれども、予算が２０万円取

っておりまして、お察しのとおり、１頭当たり上限が4,０００円の助成という形になっ

ておりまして、その予算の範囲内で助成を行うという形になっておりますので、お察し

のとおり、５０頭の4,０００円で２０万円という形になっております。 

  今、１頭当たりの手術費がどのぐらいかかるのかということでございますけれども、

雌雄といいますか、雄と雌によって金額も違うというふうに聞いておりますけども、雄

の場合、１万5,０００円から２万円、雌の場合でしたらそれよりも高額というふうに聞

いております。 

  失礼しました。質問をはき違えてしまいました。 

  ５０頭を超えてしまいますと、もう予算の範囲内でということでお断りしている状況

ですので、全体であと何件あるというところまで、ちょっと把握しかねてない状況でご

ざいます。 

○森河委員長 三木委員。 

○三木委員 やはりこれ、どうでしょう、最近は猫が、野良猫等、飼い猫同士もあるんで

しょうけども、やはり困っている方も多いと思うんです。そういう意味では、ここら辺

の予算の立て方ですけれども、ちょっと、２０万で５０件に切っているということなん

で、どのぐらい来ているのか把握できて、調べられるようでしたら、また後で結構なん

で教えていただきたいのと、数が多ければ、やはりもうちょっと助成してもいいんじゃ

ないかなと思いますので、その辺、ちょっと検討材料にしていただきたいと思っており

ます。 

○森河委員長 清水環境対策課長。 

○清水環境対策課長 申しわけございません。お言葉を返すようでございますけども、あ

くまでもこれは飼い猫の管理保護等につきましての助成でございまして、あくまでも猫
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を飼う場合は、基本的には飼い主の自己の責任においてやっていただくのが一番妥当な

ものかなというふうに、一方でございました。 

  あと、そういうことについて、あと派生してくる、野良猫等の発生、これについては、

飼い猫のマナー、飼い主のマナーということが当然出てくるわけでございますけれども、

その野良猫等につきましては、通報があった段階で、職員、あるいは保健所が駆けつけ

まして、その都度、処理しておるという状況でございます。 

○森河委員長 三木委員。 

○三木委員 その処理しているというのは。野良猫等は処理しているわけですね。その処

理の仕方はどうされているんですか。 

○森河委員長 清水環境対策課長。 

○清水環境対策課長 保健所によって、焼却処理という形になっております。 

○森河委員長 三木委員。 

○三木委員 焼却ですか。 

○森河委員長 清水環境対策課長。 

○清水環境対策課長 そうです。 

○森河委員長 三木委員。 

○三木委員 ガスと違いますの。ガスと違いますの、焼却ですか。 

○森河委員長 清水環境対策課長。 

○清水環境対策課長 聞いておりますのは、ガス処理して、後、焼却いうふうに聞いてい

るんですが、また確認をした後、また正確なやつは答えさせてもらいます。 

○森河委員長 三木委員。 

○三木委員 正確なやつ、確認して教えてください。 

  次、いきます。先ほどの事業費と、５０のページのところです。先ほどちょっと間違

えましたけどね。火葬場費のところのちょうど区分のところの補償補填及び賠償金なん

ですが、この補償補填したのはどこか、また賠償金なんかは実際にあったわけ、この金

額の内訳、教えてください。 

○森河委員長 清水環境対策課長。 

○清水環境対策課長 お待たせしました。 

  １５０ページの補償補填及び賠償金でございますけれども、これにつきましては、火

葬場の建設に伴います補償工事が、２自治会、東里と三井でございますけれども、補償
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工事のうち、これは町単独の事業の場合、地元補償金、地元で施行した場合の補償金、

町が補助するものと地元施工の分の金額を支払うという形になりますので、補償工事の

場合でしたら、それの地元が分担する金額を町がまた、別途補償するという形をとって

おります。その金額が２３４万2,５００円でございます。 

  済みません、説明不足で申しわけございません。 

  その事業そのものは、町道の側溝の改修工事、これは東里でございますけれども、あ

と三井におけます道路拡幅整備事業でございます。 

○森河委員長 三木委員。 

○三木委員 その中に賠償金というのも入っているんですか。 

○森河委員長 清水環境対策課長。 

○清水環境対策課長 賠償金といいますか、地元分担金をこの補償補填で行っているもの

で、賠償金というものではございません。 

○森河委員長 三木委員。 

○三木委員 この中に一応、これが入っているということで、これについてはないという

ことですね。確認しました。 

  それでは、１５８ページお願いします。この中の、この区分の中のその他のところな

んですけども、このほかの項目見ても、その他というのは確かにありますが、この項目

に関しては、その他の金額が非常に大きい、１億６５６万５１７円ということで、その

他の、どういう項目なのか、内容なのか。金額的にはどういうことになっているのか、

ちょっと教えていただけますか。 

○森河委員長 清水環境対策課長。 

○清水環境対策課長 ちょっと待ってください。 

  決算書の１３６ページ、１３７ページをお開きいただけたらと思うんですけども。 

  １３４ページからですね。１３４ページの下段に塵芥処理費支出済額で５億８９６万

3,３０１円、これが決算額のすべてでございますけれども、そこから主な支出といたし

まして、こちらの施策の成果に上げておりますのが給料、職員手当等でございまして、

それ以外のものが決算書に上げられております、例えば役務費でございますとか、大き

いものでは工事請負費、負担金補助金等々の総計がその他１億６５０万余りという形で

表記させていただいてるものでございます。 

○森河委員長 三木委員。 
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○三木委員 そのその他という部分について、どれを見れば、その他の項目になるんでし

ょうか。ここに書いてございますか。それとも書いてませんか。 

  報酬、給料、現場手当等を引けば、わかりました。 

○森河委員長 ほかにございませんか。坂口委員。 

○坂口委員 １点だけ、済みません。１５３ページ、公害指導の実施というところなんで

すが、そこの公害指導発生４０件、解決３７件ということなんですけれども、この発生、

どういうあれが発生しとるかということをちょっと、わかっている範囲内でお聞きした

いなと。 

  継続が３件あるというの、これはどういう状況なのかお聞かせ願いたいと思います。 

○森河委員長 清水環境対策課長。 

○清水環境対策課長 １５３ページの公害指導でございます。発生４０件、解決３７件、

継続３件という形で上げさせてもらいますけども、その内容でございます。一番多いの

が、近隣の騒音の振動、騒音や振動、そして水路や浄化槽等の悪臭。あと生活環境の面

で申しますと、ハチが発生したとか、ハチの巣がありますよと、そういった苦情等々が

寄せられておるわけでございまして、そのうち、解決したのが３７件、残り３件継続と

書いてありますのは、野焼きの問題がございます。そのうちの３件のうち２件が野焼き

のものでございますけれども、そのたびに指導を行っておるんですけれども、その後も

また近隣の方から、まだ燃やしているよということがあって、ただいま指導中というも

のが２件ございます。あと、水路に放置されるごみについて、ある店舗の横の水路でご

ざいますけども、そこにその店舗の包装紙等が落ちているという苦情がございまして、

それを対応をしておるんですけれども、その後もなかなか改善がされていないというこ

とで、継続という形で１件上げさせているもの、合計３つでございます。 

○森河委員長 木澤委員。 

○木澤委員 １４１ページなんですけれども、現在、基本健康審査実施ということで、

４０歳以上の方ということで、実施をしていただいているというふうに思うんですけれ

ども、その、今まあ若い方で成人病になられる方が非常に多いと。だんだんそういう傾

向になってきているという中では、やはり正規で働いている方は会社なんかで健康診断

を受けられていると思うんですけれども、フリーターの方なんか、そういった受けれる

場がないという点では、今後その対象年齢、受けれる年齢を引き下げていく方向も検討

していくべきではないかというふうに思うんですけれども、実際にそういった方から、
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４０歳より若い方から健康診断を受けれますかとか、そういう問い合わせなど等、受け

たことはあるかどうか、わかりましたらお教えいただきたいと思います。 

○森河委員長 清水健康推進課長。 

○清水健康推進課長 今おっしゃっていただいておる内容のことにつきましては、担当課

の方へは連絡は入っておらないという状態でございます。 

○森河委員長 木澤委員。 

○木澤委員 若い方、自分もそういう年齢に当たるんかというふうに思うんですけれども、

またそういった方向でも、ぜひ検討をいただきたいというふうにお願いをしておきます。 

  それと、次に、１５９ページなんですけれども、粗大ごみのリクエスト収集というふ

うに書かれているんですけれども、現在、粗大ごみの方は町の方からシルバーさんの方

に依頼をして、引き取りをお願いしているというふうに思うんですけれども、そのとき

に、立会いを必ずしていただくように、してもらっているというふうに聞いているんで

すけれども、そういったところで、少し住民の方から、もうちょっと簡略化できないか

なということで、意見をいただいております。 

  家の中から重いものを運び出すときには、当然、家の中に入りますので、家の方がお

られないと難しいとは思うんですけれども、表に、例えばシールなんかを張って出して

おくと。そのシールについても、管理できる、町が管理するのでしたら、一定の金額を

払っていただいてチケット制にするなど、もうちょっと簡略化ができないかなというこ

とをお聞きしておりますので、これは意見として検討していただきたいということでお

願いをしておきます。 

  以上です。 

○森河委員長 ほかにございませんね。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○森河委員長  これをもって、第４款 衛生費について審査を終わります。 

  １５時まで、暫時休憩いたします。 

（午後 ２時４５分 休憩） 

（午後 ３時０１分 再開） 

○森河委員長 再開いたします。 

  次に、第５款 農林水産業費についての説明を求めます。 

  北村都市建設部長。 
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○北村都市建設部長 それでは、第５款 農林水産業費について説明いたします。

１６８ページからでございます。 

  農林水産業費全体といたしましては、予算現額が１億5,５７０万5,０００円、決算額

１億3,８６７万7,９８６円、執行率は８9.０％となっております。 

  まず、第１項 農業費、第１目 農業委員会費でありますが、予算現額８８５万

2,０００円、決算額８１５万5,０４６円で、執行率は９2.１％となっています。 

  主な内容といたしまして、農業委員会の運営では、毎月、委員会を開催し、通常の農

地転用及び農地利用にかかる案件の処理、審議を行っております。 

  また、岡山県川上村大栄町への先進事例の視察を行い、農業施策等についての研修を

通じて見聞を広げるとともに、県等の主催による研修を受けるなど、委員としての資質

向上に努めていただいたところでもあります。 

  次に、１６９ページ、第２目 農業総務費でありますが、予算現額3,１３２万

6,０００円、決算額が3,０５２万3,４９４円で、執行率は９7.４％であります。主に、

農林関係に従事する職員の人件費等であります。 

  次に、１７０ページをお願いします。第３目 農業振興費では、予算現額が７１６万

4,０００円、決算額６９８万3,７４１円、執行率は９7.４％となっております。後継者

の減少に伴う農業労働者の高齢化や婦女子化、また放棄地による農地の荒廃により、農

業を取り巻く環境はますます厳しい状況となっており、地域の農業の再編と農村の活性

化を図っていくことが、農業の振興を考える上でますます重要となってきております。

このような状況の中、農業振興の一環として、振興作物の掘り起こしや、学校等給食に

おいて安価な食材の利用促進を行うとともに、農業者相互の営農実践交流の機会づくり

などに取り組んでいただいています斑鳩町農業振興会等への農業の振興を図るために支

援を行いました。 

  また、農用地利用の増進といたしまして、高安地区の保冷施設の整備にかかる農用地

利用増進事業の借入金の返済に対してましても、支援を行っております。その他、農業

者と消費者との交流を通じて、農業への理解、振興を目指すとともに、地域住民の方々

に町内の農業はもとより、商工業、観光についても認識していただく機会づくりとして、

１１月２９日、３０日の２日にわたり、斑鳩町産業フェスティバルを実施し、これらに

携わる方々と地域住民との交流を図るなど、農作物のＰＲ、産業、商工業等についての

理解を深めていただいたところであります。 
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  次は、１７２ページ、第４目 土地改良事業費でありますが、予算現額9,５６４万

7,０００円、決算額8,２６４万５６９円で、執行率８6.４％であります。農業の経営合

理化を図るための土地基盤整備として、高安、幸前、三井地区の農業整備及び高安地区

の水路整備を実施いたしました。なお、次年度に向けてため池や水路の測量設計委託も

実施いたしております。また、県営事業であります天満池の整備にかかる町負担金とし

て１０５万円を支出するほか、土地改良事業の支援といたしまして、農業経営の合理化

と農業振興を促進するため、水路改修や水門の整備など、水利組合等が行う７件の土地

改良事業に対し、助成も行っております。 

  次に、１７４ページ、第５目 生産調整推進対策費でございます。予算現額８５４万

1,０００円、決算額６８０万9,４３９円で、執行率７9.７％となっております。生産調

整の円滑な促進を図るため、国の助成対象となる生産調整実施水田、６8.８６ヘクター

ルに対し、１０アール当たり7,９００円の助成を行いました。また、転作田団地化の促

進として、生産調整の円滑な推進と転作営農の安定化を推進するため、助成要件を満た

した生産調整実施水田の１7.４６へクタールに対し、１０アール当たり3,０００円の助

成も行っております。 

  なお、転作実施状況についてでありますが、農家の皆様のご理解とご協力により、生

産調整の目標を達成しております。 

  次に、１７５ページ、第６目 米穀流通消費改善対策費でありますが、予算現額

１２万円、決算額９万６８０円、執行率は７5.５％であります。米穀の計画的かつ安定

的な集荷を図るため、米穀の予定計画集荷数量の配分等に要した費用であります。なお、

集荷状況は、表に記載のとおりであります。 

  次は、１７６ページ、第７目 有害鳥獣駆除対策事業費でありますが、予算現額、決

算額ともに３０万円で、執行率は１００％であります。農作物に被害をもたらす有害鳥

獣を駆除するため、地元の猟友会に委託し、ドバト等１４８羽を駆除いたしました。 

  続いて、第８目 地域農政推進対策事業費でありますが、予算現額１６０万

9,０００円、決算額が１１３万9,６５７円で、執行率は７0.８％であります。農地流動

化の促進、担い手の育成等を図るための研修を実施したほか、都市住民と農業の触れ合

いの機会づくりとして、有休農地を活用したレクリエーション農園の開放を、前年度に

引き続き実施しております。 

  次は、１７７ページ、第２項 林業費、第１目 林業振興費でありますが、予算現額
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２１４万6,０００円、決算額２０３万5,３６０円で、執行率は９4.８％となっています。

主に、松くい虫防除対策費でありまして、景観保全及び災害防止など、優れた機能を持

つ森林を松枯れから守るため、被害の状況を把握しながら、被害木の抜倒駆除を実施い

たしました。 

  以上が、第５款 農林水産業費の概要でございます。ご審査をいただきますよう、よ

ろしくお願いいたします。 

○森河委員長 説明が終わりました。第５款 農林水産業費について、質疑をお受けいた

します。木澤委員。 

○木澤委員 済みません、１７６ページの有害鳥獣の駆除のことなんですけれども、最近、

特に聞かなくなりましたが、鳥インフルエンザについて、その後の発生状況等が報告い

だけるようでしたらお願いします。 

  それと、今、田んぼなどでジャンボタニシと呼ばれる、ちょっと正式名称わからない

んですけれども、大きなタニシが発生して、稲を食い荒らすという状況があると思うん

ですけれども、町民の方から、そういったことに対する声というのは、役場の方に来て

おらないでしょうか。教えていただきたいと思います。 

○森河委員長 田口観光産業課長。 

○田口観光産業課長 １点目の、鳥インフルエンザの状況ということだったと思います。

県の方から何も入っておりません。以前に、あれはことしの初めでしたか、いろいろ対

応はさせていただいた後、新聞紙上で、外国はちょっと出たとか、そういう分は承知は

しますけれども、現在、奈良県の方からは何もございません。 

  ２点目のジャンボタニシの関係ですけれども、一般住民の方からは何もございません

けれども、委員からはいろいろ照会も受けてたことがありますので、農協ともいろいろ

話をさせていただく中で、農家に対して啓蒙啓発、要は対策の啓発分を９月１日の営農

だより、農協が出す営農だよりに町も一緒にさせていただいて、各農家に配布されたと

いう状況でございます。 

○森河委員長 木澤委員。 

○木澤委員 鳥インフルエンザに関しましては、テレビ等でもその後発生したというふう

には報道されていませんが、今後につきましても、完全にもう大丈夫だというまで、や

はり注意をしていただきたいというふうに思います。 

  ジャンボタニシについてですが、課長の方、担当課の方で農協さんの方に啓発をして
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いただいているということですけれども、今後、被害がどういうふうに変わっていくか

ということを敏感にとらえていただいて、対応についても、県と連携して対応していた

だくようにお願いをしておきます。 

○森河委員長 ほかにございませんか。 

  これをもって、第５款 農林水産業費についての審査を終わります。 

  次に、第６款 商工費について説明を求めます。 

  北村都市建設部長。 

○北村都市建設部長 第６款 商工費について説明申し上げます。１７８ページからでご

ざいます。 

  商工費全体では、予算現額が9,８２８万8,０００円、決算額9,３９６万4,１３０円、

執行率は９5.６％となっております。 

  まず、第１項 商工費、第１目 商工総務費でありますが、予算現額2,８１０万円、

決算額が2,７７４万3,７６３円で、執行率は９8.７％であります。 

  商工費では、観光事業の推進に要した人件費、及び斑鳩町シルバー人材センターへの

補助金でございます。高齢者の豊かな知識と経験は貴重な財産であり、労働機会の充実

を図るために活動するシルバー人材センターに助成したものでございます。 

  次に、１７９ページ、第２目 商工業振興費でありますが、予算現額1,７３４万

8,０００円、決算額1,６２１万6,７３７円で、執行率は９3.４％となっております。長

期にわたる経済普及が、最近では景気が上向きの傾向にあるものの、まだまだ中小企業

者にとっては、極めて厳しい状況が続いております。このような状況下におきまして、

町内商工業者の活動促進のため、地域振興事業及び経済改善普及事業を中心に、金融、

税務、労力の相談指導、経営講習会、研修会の開催等を実施する商工会の活動に対し補

助を行うほか、町内商工業者の経営の安定を図るため、債務補償料の助成もいたしてお

ります。 

  また、地域産業の活性化及び観光の振興も視野に入れた地元商業のあり方を確立する

ため、商業活性化計画を策定いたしました。 

  次に、１８０ページをお願いします。第３目 観光費では、予算現額が1,３２６万

1,０００円、決算額1,２２９万3,８６４円、執行率は９2.７％であります。主に観光協

会の助成でありまして、恒例のさくらまつり、能、もみじまつり、歴史ウォークなど、

各種事業の開催経費等に充当されております。また、海外からの観光客に対する観光情
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報の充実を図るために、中国語観光パンフレットを作成するほか、地域産業の活性化に

つながる新しい観光のあり方を確立するため、観光振興計画の策定も行いました。 

  次は、１８１ページ、第４目 観光会館費でありますが、予算現額４０万5,０００円、

決算額３８万6,０４５円で、執行率は９5.３％であります。主として観光会館の維持管

理費であります。本来、観光客の休憩拠点として、利用に供する施設ではありますが、

現状では地域住民の交流を目的とした会合の場としての利用が多い状況にあり、安全で

快適に利用できますよう、維持管理に努めているところであります。 

  次に、１８２ページをお願いします。第５目 消費者対策費でありますが、予算現額

５１万2,０００円、決算額４９万4,８１８円、執行率９6.６％となっております。悪質

業者の手口も巧妙になり、相談内容が複雑多様化していまして、相談件数も前年度より

１８件増の６２件となっております。奈良県生活科学センターや法律専門家の協力を得

ながら、月４回の相談日を設けるほか、広報により、住民に啓発しているところであり

ます。また、複雑多様化する相談内容に対応するためには、相談員の高度な専門的知識

が必要となりますので、相談員には種々の研修、講座に積極的に参加し、知識の高揚を

図っていただいております。 

  次に、１８３ページから１８４ページにかけてでございますが、第６目 歴史街道ネ

ットワーク事業費であります。予算現額８９７万円、決算額８８３万7,２７２円で、執

行率は９8.５％となっております。斑鳩の伝統的秋祭りを中心としたイベントを、住民

主体の実行委員会により企画し、１０月１１日の土曜日に斑鳩の里ふるさと秋祭りを開

催いたしました。また、当町を源流とする能楽「金剛流」による太子ロマン斑鳩の里観

月祭を９月２２日に開催し、町民のふるさと意識と交流を高めるとともに、伝統文化の

継承と発信に寄与したものであります。 

  なお、１５年度より受益者負担として事業費の一部を負担していただくため、有料化

で実施することといたしました。 

  次に、１８５ページ、第７目 法隆寺ⅰセンター管理費でありますが、予算現額

1,９７３万2,０００円、決算額1,８４４万6,９８９円で、執行率は９3.４％であります。

管理運営は、斑鳩町観光協会に委託し、適切な維持管理、運営に努力しているところで

あります。今後も引き続き、斑鳩町の観光拠点の施設として、観光情報の充実を図って

まいりたいと考えております。来館者並びに利用状況につきましては、表に記載のとお

りでございます。 
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  続いて、１８６ページに移りまして、第８目 観光自動車駐車場運営費では、予算現

額1,００２万円、決算額９５４万4,６４２円で、執行率は９5.２％となっております。

斑鳩町観光協会への駐車場管理運営委託料が主な経費でございますが、例年の観光客数

を参考に、観光シーズンの駐車場総台数を的確に把握する中で、職員の配置を調整し、

経費節減に努めていただいております。 

  次は、１８７ページから１８８ページにかけまして、第９目 緊急地域雇用創出特別

対策事業費であります。予算現額2,８４４万5,０００円、決算額2,８１９万8,４６２円、

執行率は９9.１％であります。景気低迷が長期化する中、近年では全国の完全失業率が

過去最高を記録するなど、極めて厳しい雇用情勢となっております。これに対処するた

め、政府は平成１１年度補正予算により、平成１３年度までの間、緊急地域雇用特別交

付金制度を創設し、また平成１３年度にはこの制度を継続するため、補正予算において

緊急地域雇用創出特別交付金制度を新たに創設し、平成１６年度までの間、雇用問題へ

の取り組みがなされておりまして、斑鳩町でもこの制度を活用し、平成１２年度より各

種事業を展開してきたところであります。 

  平成１５年度では、４事業の採択を受け、合計２４人の新規雇用を確保いたしました。

事業の内訳といたしましては、ＩＴ・パソコン講習事業、福祉サービス現況調査、水道

管路情報構築事業、及び斑鳩町ホームページリニューアル事業でありまして、斑鳩町ホ

ームページリニューアル事業以外の３事業につきましては、平成１６年度に継続して実

施していまして、引き続き新規雇用の創出に取り組んでいるところであります。 

  なお、各事業の内容は記載のとおりであります。 

  以上が、第６款 商工費の概要でございます。ご審査を賜りますよう、よろしくお願

いいたします。 

○森河委員長 説明が終わりましたので、第６款 商工費について、質疑をお受けいたし

ます。浦野委員。 

○浦野委員 １８６ページの観光自動車駐車場のトイレなんですけれども、今、駐車場の

管理をシルバー人材センターの方から派遣されていると思うんですけども、その管理さ

れている方から、駐車場を利用した観光客が、トイレが非常にまずいということで、再

三再四管理者に対して文句を言われるということを聞いておるんですが、改良はないん

でしょうか。 

○森河委員長 田口観光産業課長。 
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○田口観光産業課長 観光自動車駐車場のトイレの関係ですけども、シルバー人材センタ

ーということをおっしゃっていただきましたけれども、観光協会へ委託しているわけで

すけれども。 

  特に、私の方、現場管理していただいている観光協会の方から、管理が悪いというこ

とでちょっとおっしゃってたように思うんですけれども、特には聞いておらない中で、

ただ、以前から夜間に入ってくるというような形があったので、本年度、扉を設置はさ

せていただいたんですけれども。 

  ちょっと、その辺は、私の方では聞いていないんですけれども。 

○森河委員長 浦野委員。 

○浦野委員 特に女子トイレなんか、使える状態ではないと。快適なトイレにはほど遠い

ということで聞いてまして、一度、もう一度確認していただいたらいいと思うんですけ

れども。 

  管理されている方に直接聞いていただいたらいいと思うんですけれども。よろしくお

願いしたいと思います。 

○森河委員長 管理体制、どないすんねや、それ。はっきり言えや。するんやったらする

て。もっと胸張ってやれ、もっと。田口観光産業課長。 

○田口観光産業課長 今も申しましたように、観光協会の方で管理をさせておりますので、

委託してますので、そちらの方に強く指導していきたいと思います。 

○森河委員長 小城町長。 

○小城町長 浦野委員のおっしゃっているのは、トイレそのものが、今の現在の状況には

なじまないという現状、それはよく理解をしてます。 

  ただまあ、トイレというのは、やっぱり皆さん方が利用されるときに、傘をほかした

りいろんなものをあそこにしたり、なかなかきれいに使わないというような状況があり

ます。それはトイレがきれいになったら、そういう環境にはならないかもわかりません

けれども。 

  いずれにしても、以前からもそういう現況は聞かされております。トイレ改修につい

ては、時期を選ばなかったら、修学旅行生、あるいはまた観光客等が来られたら、ござ

いますから、その辺は一遍担当、あるいは管理者から、観光協会の局長からも聞いて、

十分見てまいりたいと思います。 

○森河委員長 浦野委員。 
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○浦野委員 １８１ページの観光会館なんですけども、チラッと聞きますと、観光会館、

ゆくゆくはなくなるようなことを聞いたんですけども、これ、書いてますように、自治

会等あるいは個人、非常に多く利用しているわけなんですけども、いきなりなくなると

いうことになりますと、また自治会館、あの辺、周辺ございませんし、その辺の将来の

計画について聞きたいんですけども。 

○森河委員長 田口観光産業課長。 

○田口観光産業課長 担当といたしましては、利用者もある、こういう形で掲載させてい

ただいているようにありますので、当面は今の観光会館としての、今の実態の利用の部

分で続けていきたいと考えております。 

○森河委員長 三木委員。 

○三木委員 私も、今の１８１ページの観光会館の件で質問なんですけれども。ここは、

以前の委員会でしたか、今、無料が７２、それから有料が４４ということで、予算が

４０万5,０００円ということで、たしか地元の自治会が非常に多く利用しているという

ことで、地元の自治会の方に管理を任せたらというようなことも出てたように思うんで

すが、そうしますと、この予算いうものもなくなるということですが、その辺、今、浦

野委員がおっしゃった、これをなくすということでなく、これからも維持管理していく

という意味で、自治会にこれを任すというようなことはお考えの中にありますか。 

○森河委員長 田口観光産業課長。 

○田口観光産業課長 一応、観光会館という趣旨の関係から、自治会に任すということじ

ゃなしに、今のままで管理をしていきたいというふうに考えてます。 

○森河委員長 三木委員。 

○三木委員 この件はいいと思います。ちょっと、ⅰセンターのトイレの件が出ましたの

で、私も今からこの件は一般質問でもとらえております。最近でも、この問題について

は、ちょっといろいろとお話が出ていることがございます。 

  この改善というか、根本的にはあのトイレ自身が、今のこういう時代の観光地の、ま

た駐車場のトイレとしては、僕はどうかなということを以前から言っているわけです。

今回もまあ、３０何万かけて扉もつけていただきました。それを乗り越えても入ってく

る人が、夜、いるようでございます。 

  特に私、見ていると、外国人の観光客に対して、ⅰセンターへ行けばいいんでしょう

けども、なかなかバスを降りてすぐ、法隆寺へいってまた帰ってくる。帰ってくるとき
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に入るということで、どのぐらい入っているのか、私、実態わかりませんけれども、こ

の間もちょっと、永井さんとも提案したんですけれども、外人、どちらにしろ、特に女

の人の場合だったら、恐らくあそこの女性用のところは外国人、大きな女の方もそうや

けど、外国人の方なんか入らないと思いますよ。そういう意味では、今、障害者のトイ

レが２つあるわけですね。あれを急遽というか、そういうのを改善できなければ、あそ

この、特に身障だと、外人という形の張り紙をしてでも、外国人に対して、そういうこ

ともできないかなということは、この前ちょっと、永井さんにはちょっと提案申し上げ

たんですけれども。 

  何かそういうことで、少しずつ今のあれを全部直すということは、多分、町としては

考えてないと思うんですね。そういう意味では、そういうところから、それから、まあ

夜、そうやって入ってくるんで、ちょっと、これから２４時間開けといたらということ

も提案をしたんですけれども、残念ながら、非常に、常習者であるんでしょうけれども、

便器の中にしないで外にしていくということで、ちょっといたずらかなと思ったりする

んですが、そんなことで、２４時間開けといて様子を見て、いやがらせをしないように

するのも１つかなというふうに思うんですが。 

  抜本的な解決にはならないですけれども、外国人に対して、体の大きい方も含めてな

んですけれども、外国人の方に、身障者用のトイレを利用していただくというのも１つ

かなと思ったんで、あえてこれを提案させていただきます。 

○森河委員長 木澤委員。 

○木澤委員 １７９ページのこの商工会に対する支援ということなんですけれども、少し、

ちょっと教えていただきたいんですけれども、この内容について、この項目でぼんと

1,２００万と上がってますけど、この内訳的なものが、内訳的というか、その内容につ

いて教えていただきたいというのと、その商工会費のことでいうと、ことしは花火を上

げられたということですけども、これは１６年度となるんですけれども、今後もそうい

う形で花火を上げていこうと考えておられるのかという点が１点と、次、１８２ページ

なんですけれども、消費者相談の実施ということで、相談者数が６２名おられたんです

けれども、その内容、内訳がわかりましたら教えていただきたいと思います。 

  それと、もう１点、１８４ページなんですけれども、歴史街道の散策ルートの維持管

理ということで、４７万9,８５０円、これは使っておられますけれども、どういった箇

所を直されたのか、維持されたのか、これについて、３点お聞かせいただきたいと思い
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ます。 

○森河委員長 小城町長。 

○小城町長 １点目の商工会費の関係でございまして、商工会の1,２００万ということに

なってますけれども、1,０００万が一応、商工会、そして２００万が商工まつりの

２００万ということで分かれております。それが一応、名目は1,２００万ということで、

商工会に出しているということで。 

  我々は商工会に仮に２００万で、もし商工まつりが仮に２００万以上オーバーすれば、

やっぱり商工会費の補助金の関係ですから援助するということも、必ず申し上げている

んです。そういうことがなかなか商工会の中でいかない、商工まつりが２００万という

ことでありますから、あと、いろいろと商工会青年部が苦労されているということは、

我々は聞かされてます。 

  花火がされたとこがあったりとか、これは私、子ども議会でやはりこれからのイベン

ト等については、やっぱり５０周年されたああいう花火をしていただけないかという、

イベントでお願いしたいという子ども議会での発言ありました。ですから、商工会のま

つりのときに、盆踊りとあわせて花火をしていただけないかということでお願いしたと

いう経過が、平成１６年度にあるわけです。 

  いずれにしましても、商工会等について、いろいろと町としても手厚い援助をさせて

いただいてます。これは、商工観光の活性化というような、そういうことの兼ねた中で、

以前から、商工会から議会あてにひとつ補助金が据え置かれているから、補助金もベー

スアップしてほしいということから、９００万から１００万上げて1,０００万というこ

とに相なっておるわけでございます。そういう中で、いろいろ、これから恐らく商工会

も国の方はその人件費等の削減とか、出てまいりますから商工会にとって厳しい情勢が

続くと思ってます。 

  ただ、我々としては、やはり商工会ももっと活力を生み出して、できるだけ斑鳩町の

商工の発展というような、やっぱり商工業者をもっと、龍田の昔の実業界と商売さんの

あるいは又商店街、そういうものに対する掘り起こしをしていくことが、これもっと大

事であろうと、我々は思ってます。やっぱりそういう催しをする、あるいは共通商品券

でも、５００円の関係等についても、印刷何円いれたら、５１０円かかりますと、

５２０円かかりますと。それまでして、そういう共通商品券を発売するよりも、私は今、

敬老会の９月月間のときでも、やっぱり商工会は今、５００円の共通商品券を皆さん方、
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町からいただきますけれども、その共通商品券がつくられた場合は、６００円のものま

で有効に買い物できますよとか、やっぱり何かを、アイデアを出していかなかったら、

これからはやっぱりその活性化には進んでいかないんじゃないか。やっぱりそこは商工

会の皆さん方、あるいは、事務局等がそういうことを勉強しながら、商工の活性という

のは大事であろうと、常々思ってます。 

○森河委員長 西谷住民課長。 

○西谷住民課長 それでは、消費対策費の消費者相談数の６２件の内訳でございますが、

まず、契約、そして解約につきましては２７件ございました。販売方法についてのご相

談が１３件、そして価格、料金につきまして８件、品質、機能、役務に関します相談が

３件、法規についての相談が２件、そして安全・衛生面について１件、そしてお客さん

の接客対応についてのご相談の２件、生活知識につきまして２件、その他で４件という

ことで、合計６２件でございます。 

  今、よく架空請求ということで問題になっておりますけれども、その方は契約、解約

の２７件のうちに架空請求１５件ございました。 

  以上です。 

○森河委員長 田口観光産業課長。 

○田口観光産業課長 １８４ページの歴史街道散策ルートの維持管理の中身ですけれども、

観光案内版の修理等が８カ所と、吉田奈良丸さんの碑のところの補修をやっております。

具体的に言いますと、竜田大橋の南側のところの案内板の補修、そして猫坂のあたりで

１カ所、案内板の補修をしております。そして、服部の東南側のところの交差点のとこ

ろで補修をさせていただいております。そして、天満池の下がったところを２カ所、案

内板が壊れておった分、標識壊れた分を補修をさせていただいております。そして、天

満池北側の毛無との中間あたりに１カ所の案内板の修理をさせていただいております。 

  三井駐車場の南西側の角の道路の曲がりのところと、そして法輪寺前のところの標識

を補修しているということでございます。 

  以上です。 

○森河委員長 木澤委員。 

○木澤委員 商工会の方の内訳ということで、お答えをいただきましたけれども、商工会

の方に1,０００万円というふうに出しておられると。これ見る中で、その内訳というの

は、目に見えてくるのかなと。しかし、決算で見る中では、ぼんと1,０００万円、商工
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会に出しているというふうにするよりも、商工会の方でどういう形でその1,０００万円

を使っておられるのかというところも、やはり表示をしていただきたいというふうに思

います。 

  けどまあ、難しいということなんで、その方の認識が甘いということもありますけれ

ども、商工会の方、お祭などでもよく頑張っていただいている姿は見えますので、今後、

町としてもその商工会と連携していただいて、商業の活性化の方を図っていただきたい

というように思います。 

  消費者の方の件で、課長の方から、先に架空請求ということで１５件あるというふう

にお答えをいただいたんですけれども、これ、警察の方ともしっかり連携をしていただ

いていっているというふうに思いますので、その辺のことはいかがでしょうか。 

○森河委員長 西谷住民課長。 

○西谷住民課長 県とは連携をとっておりまして、啓発活動ということで、町広報等にも

この１０月に架空請求につきましては、載せる予定をしております。 

  直接、警察とは、実際の件でお話はしておりません。 

  以上です。 

○森河委員長 木澤委員。 

○木澤委員 警察の方と連携をとっておられないということですけれども、やはり被害が、

家族等の対応なども含めて、警察の方としても、警察の方に連絡してほしいというよう

に、以前、私も警察の方に問い合わせしたときには、そのような答えをいただきました

ので、ぜひ警察の方に連携をとっていただきたいと。 

○森河委員長 西谷住民課長。 

○西谷住民課長 ちょっと私の説明不足で申しわけございません。 

  ご相談に来られた場合は、もちろん私とこ、相談を受けまして、もしかあれでしたら

警察の方にもご相談してくださいということは連絡させていただいております。 

○森河委員長 ほかにございませんね。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○森河委員長  これをもって、商工費の審査を終わります。 

  次に、第７款 土木費について説明を求めます。 

  北村都市建設部長。 

○北村都市建設部長 第７款 土木費について、説明申し上げます。１８９ページからで
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ございます。 

  土木費全体といたしましては、予算現額が１５億3,５８１万3,３００円、決算額が

１４億1,３５２万６３５円、執行率は９2.０％となっております。 

  まず、第１項 土木管理費、第１目 土木総務費でありますが、予算額9,０４４万

7,０００円、決算額8,８８５万3,９１９円で、執行率は９8.２％であります。主に人件

費でありますが、その他といたしまして、土木工事にかかる設計及び積算の迅速かつ適

正化を図るためのパソコン活用の経費、職員の専門的知識や技術機能の能力向上を図る

ため、研修会への参加費並びに図書の購入費用等に充てております。 

  次は、１９０ページ。第２項 道路橋梁費、第１目 道路維持費でありますが、予算

現額4,９３６万1,０００円、決算額3,６８２万1,５４７円、執行率は７4.５％でありま

す。道路の維持管理といたしまして、特に路面舗装の損傷状況により、線的に舗装補修

を行うとともに、定期的に巡回等を行い、道路側溝等の補修に努める一方、路肩の草刈

りを行うなど、道路交通の安全確保に努めたところであります。また、未登記道路敷地

の整備につきましては、土地利用等の機会をとらまえ、地権者と協議し、５３筆の所有

権移転を行ったところでありますが、今後も引き続き道路の適正管理を行うべく、整備

に努力してまいりたいと考えております。なお、地方分権推進計画に基づく法定外公共

物譲与にかかる手続といたしまして、調査事務を委託し、前年度に引き続き、資料の取

りまとめを進めてまいりました。 

  １９２ページをお願いいたまします。第２目 道路新設改良費でありますが、予算現

額が２億6,９２８万1,０００円、決算額２億6,０８９万9,４２０円で、執行率は

９6.８％であります。町内道路のネットワーク化及び安全で快適に通行ができるよう、

道路５カ年、計画道路並びに主要幹線であります６メートル計画道路の部分改良等を進

め て ま い り ま し た が 、 そ の 内 訳 と い た し ま し て は 、 全 体 で 用 地 買 収 面 積 が

1,９８3.０５平方メートル、改良工事延長が1,８１0.６メートル、舗装工事面積は

6,０８７平方メートルとなっております。 

  なお、道路５カ年計画は、平成１５年度が最終年度であり、平成１６年度から新たに

道路５カ年計画をまとめて、現在、整備に取り組んでいるところであります。 

  次に、１９６ページに移りまして、第３目今橋りょう維持費でありますが、予算現額

４１万5,０００円、決算額１８万６４０円で、執行率は４4.７％であります。 

  町道４１５号線興留１丁目地内のわきた橋の欄干補修をおこなったものであります。 
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  続きまして、１９７ページ、第３項 河川費でございます。第１目 河川総務費であ

りますが、予算現額が３４４万円、決算額３３２万7,３４９円、執行率９6.７％であり

ます。主なものといたしましては、環境保全意識の高揚として、地元において実施して

いただきました水路等の清掃に伴います土砂処理を行ったものであります。 

  続いて、１９８ページをお願いします。第４項 都市計画費、第１目 都市計画総務

費では、予算現額３億2,３６６万6,０００円、決算額２億8,５０７万1,７２９円で、執

行率８8.１％となっております。人件費以外に主な執行といたしましては、都市計画道

路の整備に要する経費であります。計画的な市街地整備の推進として促進してまいりま

した服部地区の区画整理事業については、完了したところであります。また、町内の幹

線道路となる都市計画道路の整備に対する取り組みでありますが、国の直轄事業となっ

ているいかるがパークウェイにつきましては、小吉田モデル区間の整備が完了し、本年

２月25日に開通記念行事として現地見学会が開催され、多くの方々に実際に見て、歩い

て体験していただき、アンケート調査を実施し、好評を得る中で、３月３日に供用が開

始されたところであります。 

  また、延伸区間でありますモデル区間から竜田川までの稲葉・車瀬区間におきまして

は、地元説明会や用地整備のための土地の計画確認が行われ、現在は用地交渉に向けて

物件調査や補償金額の算定等、国において作業中であり、近々、具体的な交渉に入られ、

１７年度中には用地取得を終える予定で進められております。 

  また、事業推進に向けて、住民皆様のご意見をお伺いするいかるがパークウェイ推進

協議会も４回開催しておりまして、モデル区間の評価方法等について、種々、ご意見を

賜ったところであります。これにあわせ、推進協議会広報も２回発行し、協議内容や事

業の進捗状況を広く住民の皆様にお知らせいたしました。 

  なお、事業概要を広く紹介するために、公共施設等におきましても、パネル展示やビ

デオ放映も行いました。 

  次に、法隆寺線の整備についてでありますが、国道２５号から服部区画整理事業区域

内まで約６８０メートルの区間において整備を進めているところであります。いかるが

パークウェイ小吉田モデル区間の供用開始にあわせ、パークウェイから服部道までの約

１００メートル区間において整備を完了し、供用を開始いたしております。 

  また、服部区画整理事業区域内等において、用地取得に努め、一部区間において、道

路築造工事を行いました。今後は、当該６８０メートルの区間において、早期に全線供
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用開始ができますよう、事業の一層の推進に向け努力してまいりたいと考えております。 

  次は、１９９ページ。第２目 公共下水道費でありますが、決算額３億2,７０１万

9,０００円につきましては、全額が公共下水道事業特別会計への繰出金でありますので、

この詳細につきましては、特別会計におきまして説明することといたします。 

  続いて、２００ページ、都市下水路費でありますが、予算現額１９０万円、決算額

１７９万7,６００円、執行率が９4.６％でありまして、４路線の新設工事を行い、適正

な維持管理に努めております。 

  次は、第４目 公園費でありますが、予算現額９０２万6,０００円、決算額８５５万

4,５０６円、執行率９4.８％であります。主に公園の維持管理費用でありまして、上宮

遺跡公園や大和川第一緑地を初めとする公園広場施設の維持管理を行うとともに、自治

会が管理する公園についても、遊具等の補修にかかる費用に対し、助成したものであり、

地域住民の憩いの場として、安全で快適にご利用いただけるよう、適切な維持管理に努

めてまいりました。 

  次は、２０１ページ、第５目 都市計画審議会費であります。予算現額４９万

6,０００円に対しまして、決算額１３万9,５００円、執行率２8.１％と低い執行率にな

っております。審議会に出席をいただいた委員の報酬でありまして、平成１５年度は

１回の会議を開催しており、都市計画道路の車線数を決定する都市計画の変更について

報告を行い、種々、ご意見を賜ったところであります。 

  次に、第６目 開発指導調整費であります。予算現額１１０万8,０００円、決算額

９０万5,４９９円、執行率８1.７％となっております。都市計画等、関係諸法令及び町

開発指導要綱に基づき、より良好なまちづくりの推進に努めたところであり、違反広告

物の撤去、また屋外広告物許可申請にかかる処理事務を行い、町の美観維持にも努めて

まいりました。 

  また、指導要綱による行政運営の適正な見直しが求められているところから、開発指

導要綱等の見直しを行ったところであり、特に宅地開発及び住宅建築に伴う寄附金等の

徴収、いわゆる施設協力費につきましては、事業者に対する負担が、最終的には居住者

等の負担につながるものであることなど、良質かつ低廉な住宅の供給を促進する弊害と

なっているという指摘から、廃止をいたしました。 

  次に、２０３ページをお願いします。第７目 景観保全対策事業費でありますが、予

算現額１億8,６５５万6,３００円、決算額１億5,２５４万９３５円、執行率８1.８％で
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ありまして、法隆寺・藤ノ木線の整備事業で、1,０４２万2,４７９円を次年度へと繰り

越しております。花と緑のネットワークづくりとして、花と緑あふれる潤いのある地域

づくりに向け、ＪＲ法隆寺駅前広場に配置しているプランターの植栽管理を、例年どお

り行いました。 

  なお、身近な緑化の推進として、町の花「さざんか」を小学校の入学記念樹として配

布するとともに、産業フェスティバルにおいても、ブルーベリーの苗木を配布し、緑化

の推進を図るとともに、その意識の高揚に努めたところであります。そして歴史的風土、

町並みの保全といたしましては、法隆寺周辺の歴史的町並みの保全を図るために取り組

んでおります。法隆寺・藤ノ木線の整備を行っております。 

  この道路は、世界文化遺産に登録されている法隆寺と、国の史跡に指定されている藤

ノ木古墳を結んでおり、また隣接する西里地区は入母屋づくりの家屋や土塀などで構成

される建築物が多く現存し、歴史的な趣を持った地区であります。このような背景のも

と、歴史的遺産を積極的に活用しながら、観光地としての歩行空間や交通網の整備を進

めるとともに、居住者にとっても安全で快適な環境の整備を進めるために、電線類の地

中化を行ったところであり、今後は自然植物や石張り等による舗装整備により、周囲と

調和した整備を図ってまいりたいと考えております。 

  また、当該路線の沿道において、地域の方や観光客の憩いの場としてご利用をいただ

けるよう、一部、土塀等を復元する中で、当地区にふさわしい魅力ある公園整備も行っ

たところであり、平成１４年度に西里地区の景観整備ということで1,０００万円の寄附

を受けておりましたが、その寄附金をもって西里公園内に休息施設としてあずまやの整

備も行いました。 

  また、法起寺や法輪寺周辺など、自然景観や歴史的景観が一体となった地域において、

潤いとやすらぎが感じられる風景や景観の形成を図るために取り組んでおります景観形

成作物であるコスモスの栽培につきましては、５地区の方々に協力をいただき、３万

2,３２８平方メートルにおいて実施するとともに、法起寺周辺において観光客が安全で

快適に散策できますように、景観になじんだ自然植物等による周遊路の整備を行ったと

ころであります。 

  次は、２０４ページ、第８目 ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業であります。予算現額

3,６１０万9,０００円、決算額2,９４８万1,５９２円、執行率８1.６％となっておりま

す。当町の玄関口にふさわしい魅力ある交通拠点として、駅前広場、駅へのアクセス道
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路、駅舎整備など駅周辺を一体的に整備するものであり、駅舎のバリアフリー化や駅周

辺の交通安全に対する住民ニーズが高まる中、住民が安全に安心して駅を利用できます

ように、駅周辺の整備を推進しております。 

  平成１４年度に策定した法隆寺駅整備基本構想をもとに、町といたしまして、周辺道

路の早期整備に有効な配線形態として、２面２線化による橋上化計画をＪＲに要請し、

その協議に時間を要しましたが、ＪＲにも２面２線化について了承をいただき、基本設

計の取りまとめをいたしました。 

  現在は、この基本設計に基づき、自由通路や駅舎橋上化についてＪＲと各種協議を取

り交わす中で、詳細設計を進めております。 

  なお、近々、配線変更の工事に取り掛かり、平成１８年度の完成に向けて取り組んで

まいりたいと考えております。 

  次に、２０５ページ、第５項 住宅費、第１目 住宅管理費でありますが、予算現額

1,５２１万6,０００円、決算額1,２３６万9,３４６円で、執行率は８1.２％であります。

安全で快適な居住環境を保つための維持費及び建てかえ事業に伴い、移転完了した五百

井住宅の解体費用であります。 

  次は、２０６ページ、第２目 住宅整備費でありますが、予算現額２億2,０４１万

4,０００円、決算額２億５５５万3,０５３円で、執行率は９3.２％であります。前年度

に引き続き、（仮称）目安北団地建設工事として平成１５年６月３０日を工期として取

り組みし、完成しております。なお、本事業としては、平成１３年度から３カ年をかけ

て事業に取り組み、全体事業費は５億5,１４３万円であります。 

  なお、興留五百井団地、対象団地の入所者につきましては、８月に移転完了していた

だくとともに、残り９戸については、新たに募集をいたしまして、入居者選考委員会に

図り、公開抽選を行い、入居者の決定をいたしました。 

  また、目安北団地への移転に伴い、興留団地の解体も実施したところであります。 

  済みません。ただいまの説明の中で、第２目住宅整備費の（仮称）目安北団地の建設

工事全体工事の中で、全体事業費が５億5,１４３万円と申し上げましたが、これは５億

５１４万3,０００円の誤りでございます。訂正いたします。 

  以上が、第７款 土木費の概要でございます。ご審査を賜りますよう、よろしくお願

い申し上げます。 

○森河委員長 説明が終わりました。第７款 土木費について、質疑をお受けいたします。 
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  嶋田委員。 

○嶋田委員 ２０２ページの農地転用等に伴う事前協議申請、件数３１件ということで、

同じく１６８ページの半ばに、農地転用、うち４条５条、３６件とありますね。これは、

農地転用に伴う事前協議で３１件ですか、それで農地転用が３６件と、これ数字が違っ

ているんですけれども、事前協議なしに農地転用ができたということなんですか。 

  逆に言えば、農地転用、事前協議はなされてなかったということなんですか。 

○森河委員長 藤本都市整備課長。 

○藤本都市整備課長 開発、農地転用をされるときと事前協議、事前協議は事前に出てき

ますので、手続のずれが出てきてるんがあるんかなとは思いますけれども。その辺につ

いて、再確認して、また報告をいたします。 

○森河委員長 木澤委員。 

○木澤委員 １９８ページのこのパークウェイの整備促進ということなんですけれども、

以前、私、都市基盤の特別委員会の中でも、この費用のことについて、少しお聞きした

んですけれども。この国の事業に対し、町が予算を組んでお金を出すということは違法

になるということで、助役さんの方から答弁いただいたんですけれども、この促進とい

うことに関して、町が負担金のパネルをつくったとしてますけど、これはその法に触れ

るということにならないんでしょうか。 

○森河委員長 藤本都市整備課長。 

○藤本都市整備課長 このパークウェーのここで２６万６,１８８円の負担金出させてい

ただいているわけですけれども、推進協議会ということで、町も都市計画道路の準備を

促進していかないかんということで、その道路整備につきまして、推進協議会を設置い

たしました。 

  その推進協議会を設置させてもらっていろいろご意見を伺ったものを、国に対し反映

していただくと、こういうことで進めさせていただいておりまして、それを協議会の中

で出た意見等を住民の皆さんに全部周知させていただこうということで、広報を発行さ

せてもらってます。その広報とかの作成費用ということでございまして、国が今、設置

しておりますパネルとか、公民館等でさせてもらってますＰＲ用のビデオとか、そうい

うものについては、全部、国がつくっているということでございます。 

○森河委員長 違法になるかならへんかということだけだからね、それだけ答弁しとかな

いかん。芳村助役。 
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○芳村助役 これは、先ほど課長が申し上げましたように、推進協議会においての費用で

ございますから、道路法５０条による負担金の云々の関係とは、道路法５０条による負

担金の関係ではないということでございます。 

  したがって、この費用は違法にはならない。町が行う費用であると、こういうことで

す。 

○森河委員長 三木委員。 

○三木委員 ２０３ページです。景観保全対策事業費のとこのＪＲ法隆寺駅プランターの

維持管理について３０万3,８８８円という金額が提示されておりますが、これ、花を植

える場合に、業者に任せて植えてもらっていると思うんですが、やっぱり花等は植えた

とききれいですけど、維持管理がだめだと、逆に逆効果になります。そういう意味で、

これは年何回かえているのか。それから、メンテナンス、これはどういう形でやってら

っしゃるんでしょうか。 

○森河委員長 藤本都市整備課長。 

○藤本都市整備課長 駅前のフラワーポットでございますけれども、年４回させていただ

いております。その植えかえ等につきましては、シルバー人材センターの方にお願いを

いたしております。 

  それで、その４回すべて違うものを植えさせてもらっているわけですけれども、これ

については、消耗品として購入をして、シルバーの方に別途また提供しまして、それを

植えていただいておるということでございます。 

○森河委員長 三木委員。 

○三木委員 それのメンテナンスはどうされてますか。それと、個数どれくらい。 

○森河委員長 藤本都市整備課長。 

○藤本都市整備課長 ６月から１０月ということで植えますと、７、８、９というような

状況になるわけですけれども、特段、特にということではないですけど、駅前の北口と

かは地元の方、今まで管理をしていただいておりますし、南口の広場、暫定広場につい

ても管理をシルバーの方にお任せをしておりますので、そのとき、都度、対応をしてい

ただいているということでございます。 

○森河委員長 三木委員。 

○三木委員 それじゃあ、南口の方もシルバーの方にメンテナンスもして、常時、１年中、

きれいな花が咲く状況にしているということでよろしいですね。 
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  それと、個数、言ってくれた。 

○森河委員長 藤本都市整備課長。 

○藤本都市整備課長 プランターの個数までは今、把握はいたしておりません。申しわけ

ございません。 

○森河委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○森河委員長  これをもって、第７款 土木費についての審査を終わります。 

  次に、第８款 消防費について説明を求めます。 

  植村総務部長。 

○植村総務部長 それでは、第８款の消防費について、ご説明申し上げます。２０７ペー

ジから２１３ページでございます。 

  まず、２０７ページの方からお願いいたします。 

  第８款消防費全体では、予算現額３億4,０５４万4,０００円に対しまして、決算額は

３億3,５２３万7,１１８円、執行率は９8.４％になっております。 

  まず、第１項の消防費も款と同じでございます。第１目 常備消防費でありますが、

予算現額２億7,９６３万3,０００円を全額執行いたしております。総合的な防災、消防

体制の充実ということで、消防業務を広域的に実施いたしております。西和消防組合に

負担金の支出をし、消防力の充実に努めたところでございます。 

  次に、２０８ページの第２目の非常備消防費でありますが、予算現額2,３４６万

4,０００円に対しまして、決算額が2,１８６万５６１円で、執行率は９3.１％となって

おります。自主防災体制の充実ということで、非常備消防組織の充実と活動支援に努め

たところでありまして、消防団員数は年度末で９４名となっております。また、消防技

術向上のため、各種防災訓練及び研修等に参加し、団員の士気高揚と非常時における緊

急体制の強化に努めておるところでございます。 

  次に、２０９ページ、消防車両の関係でございますが、消防団において、平素は定期

的に消防自動車や消防器具などの機械点検設備や、町内にある防火水槽の点検等を行っ

ていただいているところであります。その他の活動といたしましては、火災予防週間に

は予防啓発を行うとともに、年末には年末警戒、年初めには出初式、文化財防火ディー

の防火訓練などに出動いただいております。また、災害時等における的確な情報伝達が

図れるよう、町防災行政無線の維持管理も行いましたほか、県防災ヘリコプター及び県
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防災無線について、災害の未然防止、被害の拡大防止、及び災害の普及等に活用するた

め、県と県下市町村との共同事業として運用を行っているもので、その維持管理にかか

る市町村の負担金を支出いたしました。 

  また、自衛消防団１８団体に対しましても、管理運営の充実を図るための補助金を交

付し、自衛消防団の育成にも努めてまいりました。 

  次に、２１０ページでございます。第３目 消防施設費でございますが、予算現額

3,６６８万7,０００円に対しまして、決算額は3,３１９万3,５８７円で、執行率は

９0.４％となっております。消防施設設備の充実といたしまして、まず消防施設設備の

維持管理につきましては、斑鳩町法隆寺消防センターの土地にかかります借地料のほか、

消防団詰め所、音声サイレン遠隔装置の保守点検料等、既存の消防設備の維持管理に要

します経費の執行でありまして、消防設備のより一層の充実を図り、災害に備えてまい

っております。 

  次に、防火水槽の整備につきましては、耐震性防火水槽４０トン級２基を昭和町集会

所及び錦が丘集会所にそれぞれ設置し、年度末では、設置基数は１０３基となっており

ます。また、消火栓の設置につきましては、開発指導等に基づきまして、消火栓３栓が

追加され、年度末では、消火栓の設置数は５６７栓となっております。 

  次に、２１１ページでございます。まず、消防施設設備の充実でありますが、消防施

設設備の支援といたしまして、自治会等における初期消火体制の強化を図るため、消防

器具等の設置に際して、補助金を交付するなど、地域における消防体制の充実にも努め

てまいりましたほか、老朽化した第一分団の消防ポンプ車について、消防車両等整備計

画に基づき更新を行いました。また、危機管理体制の充実におきましては、火災時等で

の消防水利が確保できるよう、１５のため池の管理団体等に対しまして、協力金を支払

ったための経費でございます。 

  次に、２１２ページ、第４目の水防費でございます。予算現額１４万6,０００円に対

しまして、決算額は５万円で、執行率は３4.２％となっております。降水時期等におけ

る貯水機能の確保のため、斑鳩ため池にて水利の調整を図っていただいており、その水

利を管理されている斑鳩ため池土地改良区に対しまして、報償費を支払ったための経費

でございます。 

  次に、２１３ページ、第５目 災害対策費では、予算現額６１万4,０００円に対しま

して、決算額は４９万9,９７０円で、執行率は８1.４％となっております。まず、近畿
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管理体制の充実といたしましては、非常食でありますアルファ米1,８００食を購入し、

災害時に備えております。また、自主防災体制の充実におきましては、平成９年度から

小学校区別防災訓練、総合防災訓練、生駒郡総合防災訓練を実施してまいり、平成

１３年度からは、災害発生時に地域住民の皆様方が連携を保ち、初動体制を初めとした

応急対策確保ができるよう、地域密着型の地区防災訓練を実施してまいりましたが、昨

年度は町内２地区において実施し、防災意識の普及高揚を図っておるものでございます。 

  以上、消防についての説明とさせていただきます。よろしくご審議を賜りますようお

願いいたします。 

○森河委員長 浦野委員。 

○浦野委員 ２１３ページ、最後の防災訓練なんですけども、本年度２件、１５年度２件、

１４年度３件と書いてあるんですけど、これは希望地に対してするんですか、それと

も計画的にされてるんですか。 

○森河委員長 西本総務課長。 

○西本総務課長 この地区別防災訓練につきましては、一応自衛消防団があります地域に

対しまして、計画的に行うものでございまして、平成１４年度から６カ年で１年３カ

所、３地区ということで計画をいたしております。 

  以上でございます。 

○森河委員長 浦野委員。 

○浦野委員  最近、地震もよく揺ります、台風も来ております。計画的にということで

あるんですけども、より頻度を高めていただいて、すぐに住民が避難できるような訓

練をより密度を高めていただきたいということを要望しておきます。 

  それともう一点、２１０ページ、真ん中あたりの防火水槽の整備ということで、弱点

地域の解消ということで１５年度１０３件、１０３基ですか、設置されたということ

で、この１５年度において１０３基設置された時点で、弱点地域の解消率いいますか、

どれぐらいになったんでしょうか。 

○森河委員長 西本総務課長。 

○西本総務課長 弱点地域が何箇所あるかということについては、数字的にはつかんでお

りませんが、防火水槽を設置する場合におきましては、基本的には公共施設とか、民

間の方でも無償でご協力いただける箇所、平成１５年度でございましたら昭和町の集

会所及び錦が丘の集会所に設置をいたしておりますが、そういったところで防火水槽
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の設置について適応していただけるところということを考えております。何箇所かま

だ、町としては弱点地域として設置したい箇所はございますけども、そういった協力

もしくは公共施設等で設置ができるのであれば優先的に設置していきたいと考えてお

りますので、よろしくご理解賜りますようお願いいたします。 

○森河委員長 浦野委員。 

○浦野委員 その防火水槽で何リットルでしょうか。それと、金額的なもの、１基当たり

どれぐらいなんでしょうか。 

○森河委員長 西本総務課長。 

○西本総務課長 １５年度に２基設置いたしておりますけども、それは各４０トン級２基

でございます。１基当たしそれぞれ工事の関係で異なってまいりますけども、１基当

たし６００万円から７００万円程度というふうに考えております。 

  以上でございます。 

○森河委員長 三木委員。 

○三木委員 ２０９ページ中ごろですが、県防災ヘリコプター運営協議会の運営について

のところで、金額９６万円で、これは消火体制の強化及び救急医療体制の充実を図る

ため、運営負担金の支出。運営負担金ということですので、各奈良県下の自治体は全

部こういう負担金を払っているんだと思いますが、これは実際には斑鳩ではこういう

緊急等では実施されたことがあるのか。それとも、過去はそういうことがあるのか、

いかがですか。 

○森河委員長 西本総務課長。 

○西本総務課長 このヘリコプターにつきましては、防災訓練の参加として出動していた

だいたことはございますけども、災害等による斑鳩町への出動はまだございません。 

○森河委員長 坂口委員。 

○坂口委員 ２１３ページ、災害物資の備蓄なんですけど、これは以前にも僕は聞いたこ

とがあると思うんですけど、ちょっと再度お願いいたします。 

  非常食なんですけど、これは保存期間があると思うんですけど、それの過ぎたやつは

どうされているのかというのと、それと今回、これは３５万9,８５６円ですか、使わ

れてるんですけど、これは何を買われた分か、ちょっとお願いいたします。 

○森河委員長 西本総務課長。 

○西本総務課長 まず、保存期間でございますが、保存期間が保存期限に近づいてまいり



 

－ 115 － 

ましたものにつきましては、今日まで防災訓練をやってまいりました、その中で参加

された方に無償で配布したり、そういった形で支給をしてまいりました。また、その

補充といたしまして年度別に補充をいたしてきております。 

  １５年度につきましては、非常食でアルファー米を1,８００食買っております。それ

が３５万9,８５６円の金額になっております。 

  以上でございます。 

○森河委員長 ほかにございませんね。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○森河委員長  これをもって第８款 消防費について審査を終わります。 

  次に第９款 教育費について説明を求めます。 

  栗本教育長。 

○栗本教育長 私の方から、教育費について説明させていただきたいと思います。 

  ２１４ページから２５８ページでございます。 

  教育費全体では、予算現額１２億2,４２７万4,０００円に対しまして、決算額１１億

7,９５８万5,６７０円で、執行率は９6.３％となっております。この執行額は、前年

度と比較いたしますと、約２億8,４４３万9,５３５円の増加となっておりますが、そ

の主な原因といたしまして、史跡中宮寺跡史跡用地の公有化事業が開始されましたこ

とによります増が主な要因でございます。 

  それでは、２１４ページをごらんいただきたいと思います。  

  第１項の教育総務費 第１目 教育委員会費でございますが、この経費につきまして

は、教育委員会の運営に係るものでございまして、教育行政の一層の活性化を図りま

すために、教育委員会を毎月１回定期的に開催いたしました。また、町村教育委員を

対象とした各種研修会に参加するとともに、町独自の委員研修といたしまして、広島

県呉市市立第５番中小学校へ小・中連携を目指した研究開発校としての取り組みにつ

きまして研修をしたところでございます。 

  続きまして第２目 事務局費でございますが、予算現額9,８７８万5,０００円に対し

まして決算額が9,４２６万1,４２６円で、執行率は９5.４％となってございます。学

校教育活動を円滑に行いますために、障害児教育の充実や強化・補充を図りますため

に、小学校に４名、中学校に４名の町費講師を配置いたしまして、町教育行政の充実

に努めたところでございます。 
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  次に、学校教育指導主事の設置についてでございますが、学校教育に係ります生徒指

導等、専門的な教育指導が求められていることから、学校教育の指導主事を配置いた

しまして、学校教育の充実に努めたところでございます。また、就学指導委員会を

３回、また、各児童の状況調査等を行いますために、町委員会を１１回開催いたしま

して、心身障害児童・生徒が適正に就学できるために開催したものでございます。 

  それから、次に子どもの体験学習の一環として、町議会のご協力を得ながら、子ども

の模擬議会を開催いたしました。その概要といたしましては、この町が少しでも美し

くなるようにと。あるいは、ごみのぽい捨て防止の啓発、あるいは屋内プールの設置、

交通安全対策、机の更新等々のご質問がございました。今年度、机の更新に取りかか

ったところでございます。 

  続きまして、２１６ページの夜間中学校の運営でございますが、教育機会の提供とい

たしまして、諸般の事情によりまして中学校を卒業できなかった方々で、好奇心旺盛

な方々に対しまして、簡易中学を希望される方に対しての就学に要する費用の負担を

行ったところでございます。１５年度は２名ございまして、春日中学校に１名、畝傍

中学校に１名の就学をされているところでございます。また、言語能力の向上を図る

ことが必要な子どもたちに対しまして、専門的な指導を行うことばの教室に小学校

６人が通級いたしているところでございます。 

  次に、学校いきいきプランの実施についてでございますが、これは奈良県によりまし

て、雇用促進の一環の事業として実施されたものでございまして、斑鳩小学校、東小

学校及び斑鳩南中学校にそれぞれ指導員１名を雇用いたしまして、障害児学級、担任

教諭の助手、あるいは生徒指導の支援、あるいは総合学習の学習の支援などを行った

ところでございます。また、小・中一貫教育の調査研究についてでございますが、研

究委員におきましては、初めの研究取り組みであります、初めてのことでもありまし

て、３都府県の先進校を視察させていただきました。いずれも文部省の指定研究を受

け、小・中学校の接続のあり方をさまざまな方法で研究されておりますことから、参

考として視察をさせていただいたところでございます。 

  また、社会科の副読本の作成につきましては、小学校社会科の副読本といたしまして、

「私たちの町いかるが」を作成いたしました。小学校の郷土の歴史・文化の学習に役

立てているところでございます。 

  次に、第３目の私立学校振興費でございますが、予算現額1,３９２万8,０００円に対
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しまして決算額1,３９０万8,７００円で、執行率は９9.９％となっております。私立

幼稚園就学奨励事業につきまして、国の補助金制度によりまして、保護者の経済的負

担を軽減し、幼児教育の充実に努めるものでございます。また、本年度も法隆寺幼稚

園ほか３園に対しまして、1,３６０万8,７００円の支援を行ったところでございます。

また、法隆寺幼稚園に対しましては、私立幼稚園助成金として３０万円を助成し、幼

児教育の充実と私学振興に努めたところでございます。 

  次に、２１９ページの第４目 外国青年招致事業費でございますが、予算現額

１７９万円に対しまして決算額１６２万1,４０６円で、執行率は９0.６％となってご

ざいます。国際理解教育の一環といたしまして、両中学校におきまして、生徒の英語

によりますコミュニケーション能力の育成に努めてまいったところでございます。ま

た、毎週木曜日につきましては、公民館の英会話教室、あるいは幼稚園・小学校にも

派遣いたしまして、コミュニケーション能力の育成を図りますとともに、外国の生活、

あるいはゲーム等を通して、小さいころからの異文化に親しみ、関心を高める国際理

解教育に努めたところでございます。 

  次に、２２０ページでございます。 

第６目 スクールカウンセラー事業でございますが、予算現額４２万円に対しまし

て決算額４１万8,８５４円で、執行率は９9.７％となってございます。斑鳩町では、

不登校の状況はほぼ横ばいの状況でございますが、不登校の問題に対応いたしますた

めに、県教委より派遣されたスクールカウンセラーの派遣を受けまして、週２回斑鳩

中学校でスクールカウンセラーによります相談を実施しているところでございます。

また、生徒の悩みを気軽に話せと、ストレスを和らげる心のゆとりを持てるようにと

いうことで、心の教室相談員を斑鳩南中学校に配置いたしたところでございます。 

  続きまして２２１ページからでございますが、第２項 小学校費でございます。 

まず第１目 学校管理費から説明させていただきますが、予算現額１億4,１４１万

6,０００円に対しまして、決算額は１億3,７０３万3,３５５円で、執行率は９6.９％

となってございます。小学校の維持管理におきまして、児童が快適な環境で安心して

教育を受けることができるよう努めたところでございます。主な改修工事といたしま

しては、人に優しい安全で快適な教育環境づくりの一環といたしまして、将来予測さ

れます災害に備え、斑鳩小学校南館の耐震補強工事を実施いたしました。また、平成

１３年度から３カ年計画で整備を行っております小・中学校のトイレ整備といたしま
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して、１５年度分各小学校の男子・女子それぞれのトイレ、各４個から５個ずつを整

備いたしたところでございます。 

  学校教育におきましては、安全で快適な環境づくりを行うとともに、教員の人格形成

も含んだ資質の向上が重要なことでございまして、このことから、教職員に対しまし

て基礎的な素養はもちろん、実践的な指導力を身につけるために、各学校におきまし

て、町が実施する研修を実施するとともに、各関係機関が実施いたします研修にも参

加をいたしております。 

  続きまして２２３ページからでございますが、教育振興費でございます。 

  予算現額2,９５０万4,０００円に対しまして、決算額2,８５９万6,７９５円でござい

ます。執行率は９6.９％となってございます。この内容といたしまして、国際理解、

情報処理、環境との共生、福祉への理解等、時代潮流に対応した教育の展開を図った

ところでございます。また、人権を正しく理解・認識し、よりよい人権問題を育成し、

ともに生きる力を育てるように努力をしたところでございます。保護者の経済的負担

を軽減するための就学援助を実施するとともに、児童がみずから学び、みずから考え

る能力や、社会に主体的に対応できる能力の育成を図りますために、総合的な学習の

時間や特別活動の推進、文化活動・クラブ活動等の助成を行ったところでございます。 

  次に２２７ページでございます。 

保健体育費でございますが、予算現額2,７９８万4,０００円に対しまして決算額

2,６２３万9,７４５円で、執行率は９3.８％となってございます。児童の疾病の早期

発見のための健診を実施するなど、児童の健康維持と回復に努めるとともに、児童の

心身の健康増進及び管理に努めたところでございます。また、学校給食の充実化を図

りますために、安全で栄養バランスのとれた給食を実施するとともに、保護者の負担

軽減を図るための助成を行ったところでございます。 

  ２２８ページの第３項 中学校費でございます。 

  第１目の学校管理費でございますが、予算現額2,８５８万5,０００円に対しまして決

算額は7,８３３万4,４７３円で、執行率は９4.９％でございます。両中学校に事務員

及び学校用務員の２名の臨時職員を雇用させていただいております。また、小学校と

同様、１３年度から３年間でトイレの改修を行う計画をいたしました。そして、良好

な学校施設を維持するための工事を行ったところでございます。 

  次に、２３０ページでございます。 
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  第２目 教育振興費でございますが、予算現額3,３０２万5,０００円に対しまして決

算額は3,１２０万6,０５５円で、執行率は９4.５％となってございます。中学校にお

きましても国際理解、情報処理、環境との共生、福祉への理解等、時代の潮流に対応

した教育を実施いたしました。 

  ２１３ページでございますが、生徒がみずから学びみずから考える能力や、社会に。

２３１ページでございます。主体的に対応できる能力の育成を図りますために、特別

活動の推進や文化活動、クラブ活動に対しましての助成を行いました。特に、クラブ

活動につきましては、生徒の健全な育成を図る上で重要な位置を占めておりまして、

この活動を通しまして人間関係を深めていくことで、ひいては青少年の健全育成にも

大きな成果があるものというふうに思っています。 

  校外活動といたしましては、生徒に対しまして、自然や人との触れ合いなどの豊かな

体験活動を通じまして、自然体験や社会体験の不足を補う機会づくりに宿泊訓練事業

を実施いたしました。 

  続いて２３３ページでございます。 

  小学校と同様、義務教育の円滑な実施を図りますために、経済的な理由によりまして

就学困難な生徒の保護者に対しまして、就学援助を行ったところでございます。 

  次に、２３４ページでございます。 

  第３目 保健体育費でございますが、予算現額1,５１２万円に対しまして決算額

1,３７６万5,４９４円で、執行率は９１％となっております。前年度と比較いたしま

して、７４２万6,５１４円の減となっておりますが、これは前年度実施いたしました

斑鳩中学校のプール改修工事が主な要因でございます。中学校におきましても、学校

給食につきましても小学校と同様、安全で栄養バランスのとれた給食を実施するとと

もに、保護者の負担軽減を図りますための給食補助と助成を行ったところでございま

す。 

  次に第４目 ２３５ページでございますが、幼稚園費でございます。予算現額１億

4,２９０万円に対しまして決算額１億4,０９３万3,１９６円で、執行率は９8.６％と

なっております。前年度と比較いたしまして、８９５万7,２９４円の減少となってお

りますが、この主な要因は、教諭のうち１名が育児休暇のための休職、賃金等の減少

でございます。幼稚園教育では、幼稚園教育要領に基づきまして、遊びを中心とした

生活を通じ、一人一人の個性に応じた総合的な指導を行い、人間形成の基礎となる豊
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かな心情や想像力、物事に自分からかかわろうとする意欲を培うよう努めたところで

ございます。 

  次に、生涯学習課の関係でございます。 

  ２３８ページをごらんいただきたいと思います。社会教育費でございますが、予算現

額５億5,２６９万2,０００円に対しまして執行額は５億3,５３４万9,６９１円で、執

行率は９6.９％でございます。 

  まず、社会教育総務費でありますが、予算現額4,７２３万1,０００円に対しまして執

行額は4,５９８万6,４６６円で、執行率は９7.４％でございます。人権への推進につ

いての取り組みでありますが、町民の皆さんの人権や、差別に対する正しい考え方や

理解の認識を深めていただきますために、龍田第二地区の３３の自治会を対象に、

２０会場で地区別懇談会を実施したところでございます。３４３名の参加をいただい

たところでございます。今回は、西和警察の協力によりまして、防犯教育の教室も同

時開催いたしまして、参加者の増に努めたところでございます。 

  また、さまざまな人権問題に対しまして、正しく認識し、人権という普遍的な文化を

創造するため、人権教育研修会を年６回開催いたしました。各種人権教育研修会にも

積極的に参加し、人権意識の高揚に努めたところでございます。 

  次に、２４０ページの平和展の開催についてでありますが、平和の尊さを再認識して

いただく機会として、町立図書館におきまして、８月の１カ月間、戦争・平和に関す

る図書、資料、平和のための戦争、日本の安全保障、世界の有事法制を見る、グラウ

ンドゼロと北朝鮮、アメリカ国務省担当官の交渉記録、オサマ・ビン・ラディン、イ

ラク戦争、検証と展望など、約５０冊の展示を行ったところでございます。 

  次に家庭教育についてでございますが、家庭は社会の基礎単位でございまして、すべ

ての教育の原点であるとともに、社会的存在としての子どもの社会性を伸ばしていく

べき役割を担っているものであると思っております。核家族化の進む現代社会におき

まして、児童に関する悩みを解消し、親同士の連帯意識を高め、子育てに自立を持ち、

家庭教育の持つ社会的責任について認識をより深めていただくために、参加しやすい、

そして親が主となった家庭教育学級を各学校単位で設立し、年間を通じてさまざまな

活動が実施されたところでございます。今後もより一層家庭教育の充実を図りますた

めに親の意見を汲み上げ、ともに考え、関係機関との連携やパイプ役として努めてま

いりたいと思います。家庭教育学級の支援をしてまいりたいと思っております。 
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  また、家庭教育は、子を持つ保護者に限らず、地域とのかかわりが非常に大切なこと

から、地域の教育力の向上を目指しまして、地域家庭教育講座を５回開催いたしまし

て、地域の人々にも家庭教育の重要性を認識していただいたところでございます。 

  次に、２４１ページの青少年教育についてでございますが、心豊かな人間の育成を図

りますために、多様な体験活動の機会が少なくなっている子どもたちに、集団での役

割分担や積極的に参加する態度、社会性をはぐくむ場として、小学校４年生から６年

生を対象としたホリディ学園を開催いたしまして、４９名の児童の参加を得たところ

でございます。年間１０回の行事を開催いたしまして、今回は親子がともに学べる場

とするために、農業体験をメインにした活動を行ったところでございます。 

  次に、２４２ページでございます。公民館費でございますが、予算現額7,６１４万

9,０００円に対しまして執行額7,２４０万9,７９９円で、執行率は９5.１％でござい

ます。公民館の運営につきましては、住民の学習需要に総合的にこたえる中枢的な役

割を果たす施設として、住民の身近な学習、交流活動の場として親しまれる運営を行

いますとともに、その施設の管理運営に努めたところでございます。公民館事業とい

たしましては、２５の公民館教室を開催し、４４４名の受講生がございました。また、

教養講座には、生活・経済講座を初め、３講座に１３８名の受講者がございました。

また、公民館教室の１年間の学習成果の発表の場として、３月１２日から１４日の

３日間、中央公民館におきまして公民館祭りを開催したところでございます。 

  次に、２４５ページの文化祭費でございます。 

  予算現額が２０３万1,０００円に対しまして執行額が１９２万7,７１２円で、執行率

は９4.９％でございます。１１月３日から８日の６日間、いかるがの里文化芸術祭を

いかるがホールにおいて開催いたしました。和太鼓いかるがによりますふれあい演奏

会を初め、フランスのトランペッターによるコンサートや美術展覧会、文化財の遺物

展等の事業を開催したところでございます。 

  次に２４６ページの文化財保存費でございます。 

予算現額３億4,２１５万7,０００円に対しまして執行額は３億3,２５4万9,４５５円

で、執行率は９7.2％でございます。文化財の保存・継承といたしまして、その主な事

業でございますが、発掘調査の実施でございます。国庫補助によります町内遺跡発掘

のうち、特に学術調査として実施いたしまして、平成１２年度より実施いたしており

ます法輪寺の発掘調査におきまして、伽藍における回廊跡の解明を目的に実施いたし
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ましたところ、江戸時代には秘宝として記載されております国指定重要文化財の鴟尾

残闕に接合できる鴟尾瓦片が出土いたしまして、３５０年ぶりに巡り会えたというこ

とになり、報道発表をいたしますとともに、出土展示、出土遺物の特別展を法輪寺に

おいて開催いたしたところでございます。そのほか、公共事業に伴う発掘調査といた

しまして、５件を実施いたしました。 

２４７ページの文化財の啓発につきましては、いかるがの里文化芸術祭とあわせま

して、文化財への理解・認識を深めていただきますために、町内遺跡出土遺物展を開

催いたしまして、３００名の参加を得たところでございます。 

次に、同じく２４７ページの歴史的・文化的資源の保全・活用の史跡整備関係につ

いてでございます。 

まず、史跡藤ノ木古墳の整備についてでございますが、今回の史跡整備の事業化に

向けまして、史跡藤ノ木古墳整備検討委員会を開催いたしますとともに、墳丘の形や

規模と需要、宝積寺跡の解明を目的とした、整備事業に伴う発掘調査を実施いたしま

した。その調査の結果、直径５０メートル以上の円墳で、前方後円墳ではないという

ことが明らかとなりました。また、宝積寺跡につきましては、墳丘南側にあった江戸

時代の大日堂という建物について確認できませんでしたが、中世期ごろのものと考え

られる建物であることが確認でき、現墳丘の南部分が江戸時代末期ごろに埋め立てら

れたものであることがわかり、藤ノ木古墳の石室が未盗掘であった謎が秘められてい

るものではないかと注目されています。 

次に、２４８ページの史跡中宮寺跡につきましては、史跡公園として整備を行いま

すために、平成１３年度から３カ年計画で、史跡地の買収を実施いたしております。

平成１５年度は8,３７2.６８平米を公有化いたしたところでございます。 

次に２４８ページ、青少年野外活動センター管理運営費でございますが、予算現額

２１８万8,０００円に対しまして執行額が１６２万6,６６４円で、執行率は７4.３％

でございます。主にセンターの管理の費用が主なものでございます。 

次に２４９ページ、図書館管理運営費でございますが、予算現額8,２９３万

6,０００円に対しまして執行額8,０８４万9,５９５円で、執行率は９7.５％でござい

ます。図書館利用者は、平成１６年３月で累計１４２万2,２０４人、年間約２２万人

の方が図書館を利用していただいてることになるわけでございます。図書館の業績評

価の目安となります貸し出し冊数、あるいは登録者数、本の予約件数も順調に伸びて
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おりまして、そのうち町内登録者数は、人口比５6.７％となりまして、全国平均

１０ポイント上回っている状況でございます。 

図書館行事でございますが、学齢期前の子供たちに行っております読み聞かせ、小

学生に対します子どもの工作教室、また、高齢者の方々に懐かしの映画会などを開催

いたしまして、大変好評を得ているところでございます。また、総合学習の関係で、

小・中学校との連携が一層深まってまいりました。調べ学習の情報交換など、常に先

生方との連携・連絡が必要となったことから、司書教諭との連絡会を定期的に行うこ

とといたしております。蔵書は、３月末現在で１１万6,８７３冊で、一般書が８万

9,１２１冊、児童書が２万7,７５２冊となっております。図書収集につきましては、

特に斑鳩町を中心とした地域資料の収集に努めているところでございます。 

次に２５２ページ、保健体育費でございますが、予算現額8,２１４万3,０００円に

対しまして執行額7,５９５万3,１３１円で、執行率は９2.5％でございます。スポーツ

を生活に欠かせない文化として根づかせ、ゆとりある生活や生きがいのある心豊かな

社会の形成を実現するために、町民一人一スポーツを目標に、施設の充実や大会等の

開催、並びに各種プログラムの提供など、スポーツの振興に努めているところでござ

います。 

まず、保健体育総務費でございますが、3,１２７万4,０００円に対しまして執行額

2,７４４万7,５５４円で、執行率は８7.８％でございます。町民の生涯スポーツの振

興を図りますために、各種スポーツ大会の開催、及び普及指導に努めていただいてい

る体育協会や各種目の競技団体に対しまして、その活動が活性化するよう、支援を行

ってまいりました。その結果、７７の登録スポーツクラブを継承し、継続してスポー

ツ活動を通じて、健康づくりやコミュニティーの形成に努めていただいているところ

でございます。また、年間通じまして５０の競技大会やレクリエーション活動が開催

されまして、多くの町民の方々の参加をいただいているところでございます。 

次に、２５３ページでございます。 

平成１６年２月に実施いたしました三塔健康走ろう会、並びにいかるがの里・法隆

寺マラソンは、今回も全国各地から1,６７０名の参加を得まして、各関係機関、ボラ

ンティアの協力のもとに盛大に実施したところでございます。なお、今回全国で約

3,０００の大会が開催されている中から、ランナーが選ぶ２００３年全国ランニング

大会１００選にも選ばれました。今後も引き続き、町の一大スポーツイベントとして、
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大会運営の充実・発展を図ってまいりたいというふうに考えております。 

次に、同じく２５３ページの学校体育施設開放事業につきましては、生涯スポーツ

の振興を図る上で、より身近なスポーツ施設として、小学校３校の学校体育施設を土

曜・日曜、及び夜間に町民に開放いたしておりまして、年間スポーツクラブ

1,６５１回の利用がございました。今後も施設の有効利用を図ってまいりたいと考え

ております。 

次に、２５４ページの町民体育大会費でございますが、予算現額９４万6,０００円

に対しまして執行額９１万5,８１３円で、執行率は９6.８％でございます。町民が気

軽にスポーツに親しみ、スポーツを通じて町民が交流を深める住民相互の連携を図り

ますとともに、地域の一体感や活力が醸成することを目的に、５月２５日に町県民運

動場で開催したものでございます。 

次に、２５５ページ、健民運動場費でございますが、予算現額 1,２９２万

7,０００円に対しまして執行額1,２６５万2,２０１円で、執行率は９7.８％でござい

ます。常に良好な状況で使用できるよう、維持管理に努めてまいりました。今回、グ

ラウンドの補修を行いました。雨上がり後の早期回復、また、霜柱が立ちにくく、風

による砂ぼこりの飛散防止のための土壌改良工事を行いました。年間の利用者は

５８３回、１万9,６７６人の使用がございました。 

続きまして２５６ページ、町民プール運営費でございます。 

予算現額９１１万5,０００円に対しまして執行額は８２６万5,３９３円で、執行率

は９0.７％でございます。町民の方々にご利用いただきまして、運営にはより安全を

期して、事故防止につきましてはまいったところでございます。本年度の利用者数は、

5,８０４人でございます。 

次に、生涯スポーツ推進事業費でございますが、予算額６４万5,０００円に対しま

して執行額６３万1,０００円で、執行率は９7.８％でございます。高齢者軽スポーツ、

子どもわんぱくスポーツなど、６種目のスポーツ教室を開催いたしました。２２７名

の方々に対し、基本技術の習得と体力の向上や精神的なストレスの発散など、心身の

両面にわたります健康の保持増進に努めたところでございます。 

次に２５８ページ、すこやか斑鳩・スポーツセンター運営費でございますが、予算

現額2,７２３万6,０００円に対しまして執行額2,６０４万1,１７０円で、執行率は

９5.６％でございます。当スポーツセンターは、本町のスポーツ施設の拠点として、
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町民の健康づくり、体力づくり及びレクリエーションの場として、また、町民相互の

交流の場として、アリーナ、武道場、トレーニングルーム、テニスコートなどで、

９万8,４１５人の方々にご利用いただいたところでございます。 

以上、簡単でございますが、教育費の説明にかえさせていただきます。 

よろしくお願い申し上げます。 

○森河委員長 説明が終わりました。 

  本日これで散会したいと思いますねんけども、委員の皆さんよろしゅうございま

すか。時間延長をやっていくか、それとも散会したいと思いますねんけども。 

  よろしゅうございますね。 

  そしたら、明日９時から質疑をお受けし、きょうはこれにて散会いたします。 

  本当に御苦労さんでした。 

（午後 ４時５２分 散会） 

 


